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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 対象の用途

本操作説明書で説明する機器は、 閉管内の導電性流体の流量計測専用です。

導電率が 5 µS/cm 以上のあ ら ゆる流体 （純水を含む） を測定でき、 測定可能な種類と し て以下
のものがあ り ます。
• 酸、 アルカ リ 、 ペース ト 、 チッ プ蒸煮液、 パルプ、 黒液、 緑液

• 飲料水、 廃水、 下水汚泥

• 牛乳、 ビール、 ミ ネラルウ ォーター、 ヨーグル ト 、 糖液、 果実のマ ッ シ ュ

• セ メ ン ト 、 鉱石ス ラ リ ー （砂や砂利を含む）、 泥、 沈泥

弊社は誤用または指定外の使用に起因する損害にはなんら責任を負いません。

1.2 設置、 設定、 運用

以下のこ と に注意し て く ださい。
• 電源の設置と接続、 機器の試運転および保守は、 施設責任者から その作業の実施を許可され

た研修を受けた、 有資格の専門家のみが実施し なければな り ません。 作業員は、 事前に取扱
説明書を熟読し理解し ている必要があ り ます。

• 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ

い。 本操作説明書の説明に完全に従 う こ と が不可欠です。
• 特殊な流体 （洗浄液を含む） について、 弊社はお客様が接液部の化学的耐性を調べる際にサ

ポー ト いた し ます。 ただし、 プロセスの温度、 濃度、 汚染度がわずかでも変化する と、 化学
的耐性の特性が変化する こ と があ り ます。 し たがって、 弊社は特定アプ リ ケーシ ョ ンにおけ
る接液部材質の化学的耐性について、 保証いた し ません。 腐食耐性に関し て、 接液部材質の
選定はお客様の責任で行って く ださい。

• 配管を溶接する場合は、 流量計を介し て溶接器具を接地し ないで く ださ い。

• 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。 特殊な保護措置 （SELV: 安全特別低電圧や PELV: 保護特別低電圧等） を講じ ている
場合を除いて、 変換器を設置する必要があ り ます。

• 電気機器の運用、 メ ンテナン ス、 および修理については、 該当する法規に必ず従って く ださ

い。 測定装置に関する特殊な指示については、 本書の該当する項を参照し て く ださ い。
• プロマグ 55 流量計は、 鉱石ス ラ リ ー、 セ メ ン ト などの摩耗性の高い流体も測定する こ と がで

き ます。 計測チューブのラ イ ニングを摩耗から保護する ために、 ラ イ ニング保護板を使用す
る こ と をお勧めし ます。

1.3 使用上の安全性

以下のこ と に注意し て く ださい。
• 防爆環境で使用する測定システムには、 別冊の 『防爆補足説明書』 が付属し ています。 その

文書に記載されている設置指示、 定格を厳守し て く ださい。 防爆説明書の表紙にあ る記号は承
認 / 認証機関を表し ます （例えば  0 ヨーロ ッパ、 1 米国、 1 カナダ）。

• 測定装置は EN 61010-1 の一般安全要件、 IEC/EN 61326 の EMC 要件、 および NAMUR 勧告 

NE 21、 NE 43、 NE 53 に適合し ています。
• プロマグ H センサのプロセス接続のシールは、 用途によ り 定期的に交換する必要があ り ます。

• 電子部品の性能率を考慮する と、 ハウジング外面の最高加熱温度は 10 K と な り ます。 計測

チューブ内を高温の測定物が通過する と、 ハウジングの表面温度が上昇し ます。 特にセンサ
は、 流体温度と ほぼ同じ温度になる と想定し て く ださい。 流体の温度が高い場合は、 作業員
がやけどを負わないよ う に十分な保護対策を と って く ださ い。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 弊社または販売

代理店が本書の最新情報を提供し ます。
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1.4 返却

• 例えばすき間に浸透し た り 、 プラ スチッ ク を通し て拡散し た物質など、 微量の有害物質がす

べて除去済みであ る こ と に絶対に自信がなければ、 機器を返送し ないよ う にし て く ださい。
• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （火傷など） に起因する補償は、 機器の所有者

が負 う こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

測定装置は最新の安全要件に適合する よ う に設計、 試験され、 安全に運用でき る状態で出荷され
ます。 測定装置は EN 61010 -1 の 「測定、 制御、 規定、 および試験の手順用電気機器の保護手段」   
の該当する規格と規則に準拠し ています。 ただし、 装置を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用
し た場合、 安全が確保されないこ と があ り ます。

し たがって、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示には、 特にご注意 く
ださい。

# 危険 ! 
「危険」 は、 正確に実行し ない と、 傷害あ るいは安全上の問題を引き起す可能性のあ る行為あ る
いは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
「警告」 は、 正確に実行し ない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を起こす可能性のあ る行為
あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し て く ださい。

! 注意 ! 
「注意」 は、 正確に実行し ない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し
ない反応を引き起こす可能性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。
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2 製品について

2.1 機器の呼称

本流量計の構成は以下の通 り です。
• プロマグ 55 変換器

• プロマグ S センサ ,  H センサ

以下の 2 つのタ イプから選択でき ます。
• 一体型 : 変換器と センサが一体のタ イプです。

• 分離型 : 変換器と センサを別々の場所に設置する タ イプです。

2.1.1 変換器銘板

a0006115

図 1 ： 「プロマグ 55」 変換器の銘板指定事項 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号。 個々の文字と数字の意味については、 注文確認オーダーコード書の  

仕様を参照し て く ださ い。

2 電源 / 周波数 / 消費電力

3 補足情報

- EPD: 空検知電極付き

- ECC: 電極洗浄回路付き

4 出力

5 特注品の情報表示用スペース

6 機器資料を参照

7 機器バージ ョ ンに関する追加情報 （承認、 証明書） のためのスペース

8 周囲温度

9 保護等級

PROMAG 55

-20°C (-4°F) <Tamb<+50°C (+122°F)

IP67 / NEMA/Type 4XOrder Code:

Ser.No.:

TAG No.:

55S1H-XXXXXXXXXXXX
12345678901
ABCDEFGHJKLMNPQRST

20-260VAC/20-64VDC
50-60Hz

I-OUT (HART), f-OUT

45VA/19W

i

EPD / MSÜ

RELAY, STATUS-IN

98

N12895

2

3

4

5

1

6

7
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2.1.2 センサ銘板

a0006109

図 2 ： 「プロマグ」 センサの銘板指定事項 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号。 個々の文字と数字の意味については、 注文確認書の仕様を参照し て  

く ださい。

2 ゼロポ イ ン ト の校正フ ァ ク タ

3 呼び口径 / 圧力定格

4 液体温度範囲

5 材質 : ラ イ ニング / 測定電極

6 特注品の情報表示用スペース

7 周囲温度

8 機器資料を参照

9 機器バージ ョ ンに関する追加情報 （承認、 証明書） のためのスペース

10 測定精度

11 補足情報

- EPD: 空検知電極付き

- R/B: リ フ ァ レ ン ス電極付き

12 保護等級

13 流れ方向

–20°C (–4°F)<Tamb<+50°C (+122°F) NEMA/Type4X

55S1H-XXXXXXXXXXXX

1.0000/0000

–20 ...+150°C/–4 ...+300°F°C °F
PFA

12345678901
ABCDEFGHJKLMNPQRST

DN100 DIN EN PN40/

EPD/MSÜ, R/B

TM:

Order Code:

K-factor:

Ser.No.:

TAG No.:

PROMAG S
1

2

3

7 12

1.4435/316L

0.2% CAL

4

5

6

10

11

8

9

i

13

N12895

Materials:

Electrodes:
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2.1.3 配線銘板

a0000963

図 3 ： プロ ラ イ ン変換器の接続の銘板の仕様 （例）

1 シ リ アル番号

2 電流出力の設定

3 リ レー接点の構成

4 端子割当、 電源ケーブル : AC 20 ～ 260 V 、 DC 20 ～ 64 V 

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

5 入出力信号、 可能な設定、 および端子割当

6 現在イ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェア （言語グループを含む） のバージ ョ ン

7 イ ン ス ト ールされている通信のタ イプ

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ アの情報 （装置の改訂、 装置の説明）

9 イ ン ス ト ールされた日付

10  6 ～ 9 項の情報の更新履歴

Communication:

Drivers:

Device SW:

ID xxxx (HEX)

XX.XX.XX (WEA)

XXXXXXXXXX

Date: DD.MMM.YYYY

Ex-works / ab-Werk / réglages usine

2
6

(+
)

/
2

7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC

Passive: 30VDC, 250mA

Active: 24VDC/25mA (max. 250mA/20ms)
Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)

12345678912Ser.No.:

Supply /

2
4

(+
)

/
2

5
(-

)

2
2

(+
)

/
2

3
(-

)

2
0

(+
)

/
2

1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:
P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

A

P

active
passive
normally open contact
normally closed contact

XSTATUS-OUT

STATUS-IN X

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6
7
8
9

10
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2.2 認証と認定

測定装置は、 最新の安全要件に適合する よ う に優れた技術的手法で設計、 試験されています。
安全に運用でき る状態で出荷されます。 測定装置は EN 61010 -1 の 「測定、 制御、 規定、 および
試験の手順用電気機器の保護手段」 に準拠し ています。
測定システムは、 EC 指令の法的要件を満た し ています。 CE マーク貼付 と準拠の明示によ り 、
これを保証し ています。
測定システムは、 Australian Communications and Media Authority （ACMA） が規定する EMC の要
件に適合し ています。

2.3 登録商標

KALREZ®、 VITON®

米国、 E.I. Du Pont de Nemours & Co. Wilmington の登録商標です。

TRI-CLAMP®　
米国、 Ladish & Co., Inc., の登録商標です。

HART® 
米国 HART Communication Foundation の登録商標です。

HistoROM™、 S-DAT®、 T-DAT®、 F-CHIP®、 FieldCare®、 Field Xpert™、 Fieldcheck®、
Applicator®

ス イ ス連邦、 Endress+Hauser Flowtec AG、 の登録商標も し く は、 登録商標申請中です。
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3 設置

3.1 納品内容の確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容の確認

装置が届いた ら、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包と中身の損傷の有無を確認し て く ださい。

• 輸送貨物を確認し、 発注し た通 り の商品が過不足無 く 納品されている こ と を確認し て く ださ

い。

3.1.2 搬送

機器の開梱と取付位置への搬送には、 以下の指示に従って く ださい。
• 機器は、 納入時に使用されていた容器に入れて搬送し て く ださ い。

• 機器を取 り 付ける準備ができ る まで、 プロセス接続部の保護プレー ト や保護キ ャ ッ プを取 り

外さ ないで く ださい。 これは、 PTFE ラ イ ニング付きセンサの場合は特に重要です。

フ ラ ンジ付き機器についての特記事項

" 警告 ! 
• 工場出荷時にフ ラ ンジに取 り 付け られた木製カバーは、 保管時と輸送時にフ ラ ンジを保護す

る ものです。 装置を配管に設置する直前まで、 これらの保護カバーは外さ ないで く ださ い。
• 分離型のフ ラ ンジ付き機器は、 変換器ハウジングや接続ハウジングを使って持ち上げないで

く ださい。

フ ラ ンジ付き装置の移送 （呼び口径 ≦ 300 A）

2 つのプロセス接続に掛けた吊 り 帯を使用し ます。 チェーンは、 ハウ ジングに損傷を与え る可能 
性があ るので使用し ないで く ださい。

# 危険 ! 
機器がず り 落ち る と傷害を引き起こす可能性があ り ます。 組み立て られた機器の重心は、 吊 り
帯で吊られている点よ り 多少高い位置にあ り ます。
そのため、 機器がその軸を中心に予期し ない形で回転し ないよ う 、 常に注意する必要があ り ま
す。

a0004294

図 4 ： センサの移送 （呼び口径 ≤ 300 A）



設置 プロ ラ イ ン プロマグ 55

12 エン ド レスハウザー ジ ャパン

フ ラ ンジ付き装置の移送 （呼び口径 ＞ 300 A）

装置の移送、 吊下げ、 および配管へのセンサの位置決めには、 フ ラ ンジに付いている金属製ア イ
ボル ト だけを使用し て く ださい。

" 警告 ! 
フ ォーク リ フ ト の歯を使って金属ケースの下側から センサを持ち上げないよ う にし て く ださい。
ケースがゆがみ、 内部磁気コ イルが破損するおそれがあ り ます。

a0004295

図 5 ： センサの移送 （呼び口径 ＞ 300 A）

3.1.3 保管

以下のこ と に注意し て く ださい。
• 機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださい。 弊社出荷時

の梱包が最適です。
• 保管温度は、 変換器およびセンサの周囲温度と同じです → 109 ページを参照。

• 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を越え る こ と がないよ う に、 直射日光に当た ら

ない と こ ろに保管し て く ださい。
• 機器は、 湿気が溜ま ら ない場所に保管し て く ださ い。 これによ り ラ イ ニングに損傷を与え る

菌やバク テ リ アの増殖を避ける こ と ができ ます。
• 機器を取 り 付ける準備ができ る まで、 プロセス接続部の保護プレー ト や保護キ ャ ッ プを取 り

外さ ないで く ださい。 これは、 PTFE ラ イ ニング付きセンサの場合は特に重要です。
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3.2 設置条件

3.2.1 寸法

センサ と変換器の寸法については、 「別冊 技術仕様」 を参照し て く ださい。

3.2.2 取付位置

計測チューブ内に気泡があ る と、 計測に悪影響を及ぼし ます。 以下の位置には取 り 付けないで
ください 。
• 配管の最も高い位置。 空気が溜ま るおそれがあ り ます。

• 垂直配管系において、 バルブなどを介さずに測定流体を直接配管よ り 系外に排出する こ と は、

避けて く ださい。

a0003202

図 6 ：  取付位置

ポンプの取付

ポンプの吸い込み側には、 センサを取 り 付けないで く ださい。 そ う する こ と によ って圧力の低
下を防止し、 それによ る計測チューブのラ イ ニングの損傷を防ぐ こ と ができ ます。 ラ イ ニング
の部分真空に対する抵抗については、 112 ページを参照し て く ださい。
往復ポンプ、 ダ イヤフ ラ ムポンプ、 または蠕動ポンプを組み込んだシステムには、 場合によ り
パルスダンパを取 り 付ける必要があ り ます。 測定システムの振動、 衝撃への耐性については、
109 ページを参照し て く ださい。

a0003203

図 7 ： ポンプの取付

h 2 x DN�
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部分的に満管と なる配管の場合

傾斜し た、 部分的に満管 と な る配管では、 下図に示すよ う な ド レ イ ン型の取付を推奨致し ます。
空検知機能 （EPD） によ り 、 さ らに安定し た測定が可能です → 83 ページを参照。

" 警告 ! 
固形物が蓄積する危険があ り ます。 ド レ イ ン最下点へのセンサ取 り 付けは避けて く ださい。 
また、 洗浄バルブの設置を推奨し ます。

a0003204

図 8 ： 部分的に満管と なる配管への取付

下向きの配管

5 m を超え る下向きの配管には、 センサの下流側にサイ フ ォ ン または通気弁を取 り 付けて く ださ
い。 そ う する こ と によ って圧力の低下を防止し、 それによ る計測チューブのラ イ ニングの損傷
を防ぐ こ と ができ ます。 これによ り 、 空気溜ま り の原因 と なる配管内での流体の停滞も防止で
き ます。
ラ イ ニングの部分真空に対する抵抗については、 112 ページを参照し て く ださい。

a0011902

図 9 ： 下向き配管への設置方法 （h ＞ 5 m）

1  通気弁

2 サイ フ ォ ン

� 5 x DN

� 2 x DN

h

2

1
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3.2.3 取付方向

最適な取 り 付け方向によ り 、 内での気泡、 空気溜ま り 、 堆積物が発生し ないよ う にする こ と が
でき ます。 条件の厳しい流体でも正確な測定を行え る よ う に、 プロマグには各種機能やア ク セ
サ リ が用意されています。
• 電極洗浄回路 （ECC） : 導電性のあ る付着物の除去に使用し ます （→ 機能説明書を参照）。

• 空検知機能 （EPD） : ガスが発生する流体を使用する場合などで、 計測チューブが満管でない

状態を検知し ます （→ 83 ページを参照）。

垂直取付

垂直取付は以下の場合に最適な取付方法です。
• ド レ イ ン性のよい配管で空検知機能 （EPD） を使用する場合

• 流体が砂や砂利を含むス ラ ッ ジで固形物が堆積する場合

A0011903

図 10 ： 垂直取付

水平取付

計測電極面は水平でなければな り ません。 それによ って、 電極間に気泡が混入し て絶縁状態にな
るのを防ぎます。

" 警告 ! 
空検知機能 （EPD） が正確に動作するには、 流量計を水平に設置し、 かつ変換器を上向きに取
付ける必要があ り ます。 これ と異なる取 り 付けの場合、 空検知機能は動作し ない可能性があ り
ます。

a0003207

図 11 ： 水平取付

1 空検知用の EPD 電極 

（オプシ ョ ン " 測定電極のみ "、 プロマグ H （呼び口径 2 ～ 15 A） にはな し）

2 測定電極 （信号検知用）

3 電位平衡用の リ フ ァ レ ン ス電極 

（オプシ ョ ン " 測定電極のみ "、 プロマグ  H にはな し）

A
1

2 2

A

3



設置 プロ ラ イ ン プロマグ 55

16 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3.2.4 上流側／下流側直管長

可能な場合は、 バルブ、 T 型継手、 L 型継手などの接続部から十分離れた位置にセンサを取 り 付  
けます。

十分な計測精度を得るために、 入口側と出口側の管の長さについて、 以下の条件を満た し て く
ださい。
• 上流側 ≥ 5 × DN

• 下流側 ≥ 2 × DN

a0003210

図 12 ： 上流側／下流側直管長

3.2.5 振動の影響

振動が激しい場所に設置する場合は、 センサ と配管の両方を し っか り 固定し て く ださい。

" 警告 ! 
振動が非常に激しい場合は、 センサ と変換器を別々に設置する こ と をお勧めし ます。 振動や衝
撃への耐性については、 109 ページを参照し て く ださい。

a0003208

図 13 ： 振動対策 （L > 10 m には不可）

5 x DN� � 2 x DN

L
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3.2.6 基礎、 支持台

呼び口径が 350 A 以上の場合は、 十分な強度を持つ土台にセンサを取 り 付けます。

" 警告 ! 
破損のおそれがあ り ます。
センサを金属ケースで支えないよ う にし て く ださい。 ケースがゆがみ、 内部磁気コ イルが破損
するおそれがあ り ます。

a0003209

図 14 ： 大口径 （350A 以上） の正しい支持方法

3.2.7 アダプ タの使用

DIN EN 545 に準拠し たアダプタ （レデューサおよびエキスパンダ） を使用する こ と で、 よ り 大
口径の配管への接続が可能です。 これによ り 、 流速を高めて高精度の測定を行 う こ と ができ ま
す。
断面積の減少によ り 生じ る圧力損失は、 下図の ノ モグ ラ ムを用いて算出でき ます。

! 注意 ! 
下図の ノ モグ ラ ムは、 水と同程度の流体に対応し ています。

1. 内外径比 d/D を計算し ます。

2. ノ モグ ラ ムの流体速度 （レデューサ下流） と d/D 比から圧力損失を読取 り ます。

a0003213

図 15 ： アダプ タによる圧力損失

100

10

0.5d / D
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1 m/s

2 m/s

3 m/s

4 m/s

5 m/s

6 m/s

7 m/s

8 m/s

1
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3.2.8 呼び口径と流速

センサ呼び口径は配管の口径と流量で決ま り ます。 最適な流速は 2 ～ 3 m/s ですが、 さ らに流体     
の物理的特性によ って も次のよ う に異な り ます。

• v ＜ 2 m/s: 固形分が付着し ない摩耗性の流体 （石灰乳など）

• v ＞ 2 m/s: 付着性のあ る流体 （汚泥など）

• v ＞ 2 m/s: 砂や砂利を多 く 含む摩耗性のス ラ ッ ジで固形分の付着性が高い流体 （鉱石ス ラ リ ー

など）

! 注意 ! 
必要に応じ てアダプタ （レデューサ と エキスパンダ） と呼び口径の小さいセンサを使用し て、 流
速を上げる こ と ができ ます （→ 17 ページを参照）。

プロマグ S の特性値 （SI 単位）

呼び口径 推奨流速 工場出荷時設定

[mm]
最小 / 最大フルスケール値
（v ≈ 0.3 または 10 m/s）

ローフローカットオフ
（v ≈ 0.04 m/s）

15 4 ～ 100 dm3/min 0.5 dm3/min

25 9 ～ 300 dm3/min 1 dm3/min

32 15 ～ 500 dm3/min 2 dm3/min

40 25 ～ 700 dm3/min 3 dm3/min

50 35 ～ 1100 dm3/min 5 dm3/min

65 60 ～ 2000 dm3/min 8 dm3/min

80 90 ～ 3000 dm3/min 12 dm3/min

100 145 ～ 4700 dm3/min 20 dm3/min

125 220 ～ 7500 dm3/min 30 dm3/min

150 20 ～ 600 m3/h 2.5 m3/h

200 35 ～ 1100 m3/h 5.0 m3/h

250 55 ～ 1700 m3/h 7.5 m3/h

300 80 ～ 2400 m3/h 10 m3/h

350 110 ～ 3300 m3/h 15 m3/h

400 140 ～ 4200 m3/h 20 m3/h

450 180 ～ 5400 m3/h 25 m3/h

500 220 ～ 6600 m3/h 30 m3/h

600 310 ～ 9600 m3/h 40 m3/h
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プロマグ S の特性値 （US 単位）

呼び口径 推奨流速 工場出荷時設定

[inch]
最小 / 最大フルスケール値
（v ≈ 1.0 または 33 ft/s）

ローフローカットオフ
（v ≈ 0.1 ft/s）

½" 1.0 ～ 27 gal/min 0.10 gal/min

1" 2.5 ～ 80 gal/min 0.25 gal/min

1 ¼" 4 ～ 130 gal/min 0.50 gal/min

1 ½" 7 ～ 190 gal/min 0.75 gal/min

2" 10 ～ 300 gal/min 1.25 gal/min

2 ½" 16 ～ 500 gal/min 2.0 gal/min

3" 24 ～ 800 gal/min 2.5 gal/min

4" 40 ～ 1250 gal/min 4.0 gal/min

5" 60 ～ 1950 gal/min 7.0 gal/min

6" 90 ～ 2650 gal/min 12 gal/min

8" 155 ～ 4850 gal/min 15 gal/min

10" 250 ～ 7500 gal/min 30 gal/min

12" 350 ～ 10600 gal/min 45 gal/min

14" 500 ～ 15000 gal/min 60 gal/min

16" 600 ～ 19000 gal/min 60 gal/min

18" 800 ～ 24000 gal/min 90 gal/min

20" 1000 ～ 30000 gal/min 120 gal/min

24" 1400 ～ 44000 gal/min 180 gal/min
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プロマグ H の特性値 （SI 単位）

プロマグ H の特性値 （US 単位）

呼び口径 推奨流速 工場出荷時設定

[mm] [inch]
最小 / 最大フルスケール値
（v ≈ 0.3 または 10 m/s）

フルスケール値
（v ≈ 2.5 m/s）

パルス値
（≈ 2 パルス /s）

ローフローカットオフ
（v ≈ 0.04 m/s）

2 1/12" 0.06 ～ 1.8 dm3/min 0.5 dm3/min 0.005 dm3 0.01 dm3/min

4 5/32" 0.25 ～ 7 dm3/min 2 dm3/min 0.025 dm3 0.05 dm3/min

8 5/16" 1 ～ 30 dm3/min 8 dm3/min 0.10 dm3 0.1 dm3/min

15 1/2" 4 ～ 100 dm3/min 25 dm3/min 0.20 dm3 0.5 dm3/min

25 1" 9 ～ 300 dm3/min 75 dm3/min 0.50 dm3 1 dm3/min

32 1 1/4" 15 ～ 500 dm3/min 125 dm3/min 1.00 dm3 2 dm3/min

40 1 1/2" 25 ～ 700 dm3/min 200 dm3/min 1.50 dm3 3 dm3/min

50 2" 35 ～ 1100 dm3/min 300 dm3/min 2.50 dm3 5 dm3/min

65 2 1/2" 60 ～ 2000 dm3/min 500 dm3/min 5.00 dm3 8 dm3/min

80 3" 90 ～ 3000 dm3/min 750 dm3/min 5.00 dm3 12 dm3/min

100 4" 145 ～ 4700 dm3/min 1200 dm3/min 10.00 dm3 20 dm3/min

呼び口径 推奨流速 工場出荷時設定

[inch] [mm]
最小 / 最大フルスケール値
（v ≈ 0.3 または 10 m/s）

フルスケール値
（v ≈ 2.5 m/s）

パルス値
（≈ 2 パルス /s）

ローフローカットオフ
（v ≈ 0.04 m/s）

1/12" 2 0.015 ～ 0.5 gal/min 0.1 gal/min 0.001 gal 0.002 gal/min

5/32" 4 0.07 ～ 2 gal/min 0.5 gal/min 0.005 gal 0.008 gal/min

5/16" 8 0.25 ～ 8 gal/min 2 gal/min 0.02 gal 0.025 gal/min

1/2" 15 1.0 ～ 27 gal/min 6 gal/min 0.05 gal 0.10 gal/min

1" 25 2.5 ～ 80 gal/min 18 gal/min 0.20 gal 0.25 gal/min

1 1/4" 32 4 ～ 130 gal/min 30 gal/min 0.20 gal 0.5 gal/min

1 1/2" 40 7 ～ 190 gal/min 50 gal/min 0.50 gal 0.75 gal/min

2" 50 10 ～ 300 gal/min 75 gal/min 0.50 gal 1.25 gal/min

2 1/2" 65 16 ～ 500 gal/min 130 gal/min 1 gal 2.0 gal/min

3" 80 24 ～ 800 gal/min 200 gal/min 2 gal 2.5 gal/min

4" 100 40 ～ 1250 gal/min 300 gal/min 2 gal 4.0 gal/min
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3.2.9 接続ケーブル長

測定精度を確保するために、 分離型を取 り 付ける と きは以下の指示に従って く ださい。
• 接続ケーブルは固定するか、 電線管などに通し て く ださ い。 導電率の低い流体を測定する場

合は特に、 ケーブルが動 く こ と によ り 信号が乱れるおそれがあ り ます。
• ケーブルを電気機械やス イ ッチ等から離し て配線し て く ださ い。

• 必要に応じ て、 センサ と変換器間を等電位にし て く ださ い。

• 最大ケーブル長 Lmax は、 流体の導電率によ って決ま り ます （図 16、 図 17）。

プロマグ S

a0006116-ae

図 16 ： 分離型の接続ケーブル長の許容範囲

灰色部分 : 許容範囲

Lmax : 接続ケーブル長

プロマグ H

a0004293-ae

図 17 ： 分離型の接続ケーブル長の許容範囲

灰色部分 : 許容範囲

Lmax : 接続ケーブル長
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3.3 設置

3.3.1 プロマグ S センサの取付

! 注意 ! 
ボル ト 、 ナッ ト 、 シール等は供給範囲に含まれていないので、 お客様がご用意 く ださい。

" 警告 ! 
• センサ両側のフ ラ ンジに付いている保護カバーは、 フ ラ ンジ面に出ている PTFE ラ イ ニングを

保護する ものです。 し たがって、 センサを配管に設置する直前まで、 これらの保護カバーは
外さ ないで く ださい。

• 装置は、 保護カバーを付けた状態で保管し て く ださ い。

• ラ イ ニングが傷ついた り 、 フ ラ ンジから外れないよ う に注意し て く ださ い。

センサは 2 つの配管フ ラ ンジ間に取付ける よ う に設計されています。
• 締付 ト ルク を確認し て く ださい → 23 ページを参照。

• アース リ ングを使用する場合は、 同梱されている取付指示書に従って く ださい。

a0004296

図 18 ： プロマグ S センサの取付

シール

シールの取 り 付けには以下の点にご注意 く ださい ：
• 硬質ゴム製ラ イ ニング→必ずシールを取付けて く ださ い。

• 天然ゴム ラ イ ニング → センサフ ラ ンジ と の間にシールは不要です。

• PFA、 PTFE、 またはポ リ ウ レ タ ンのラ イ ニング → センサフ ラ ンジ と の間にシールは基本的に

不要です。
• シールが管断面にはみ出さ ないよ う 気を付けて く ださ い。

" 警告 ! 
短絡の危険があ り ます。 黒鉛などの導電性シールコ ンパウ ン ド は使用し ないで く ださい。 計測
チューブの内部に導電層が形成され、 測定信号が短絡し て し ま う おそれがあ り ます。

接地ケーブル （15 ～ 600 A）

さ まざまな接地ケーブルをオプシ ョ ン と し て提供し ています。
• フ ラ ンジ取付済みの接地ケーブル →  注文時のオプシ ョ ン （価格表を参照）。

• ア ク セサ リ の接地ケーブル （未取付） → 86 ページを参照。

取付に関する詳細 → 45 ページを参照。
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ねじ締め付け ト ルク

以下のこ と に注意し て く ださい。
• 以下の リ ス ト に記載の締め付け ト ルクは、 潤滑剤を塗布し たねじのものです。

• ボル ト やナッ ト は常に均等に、 対角線の位置の順序で締付けます。

• ねじ を締めすぎる と、 シール面が変形し た り シールが破損し ます。

• 以下の リ ス ト に記載する締め付け ト ルクは、 引っ張 り 応力のかから ない配管のみに適用され

ます。

プロマグ S
呼び口径

EN（DIN）
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [Nm]

[mm] [bar] 天然ゴム ポリウレタン PTFE PFA 硬質ゴム

15 PN 40 4 × M 12 – – 11 – –

25 PN 40 4 × M 12 – 15 26 20 –

32 PN 40 4 × M 16 – 24 41 35 –

40 PN 40 4 × M 16 – 31 52 47 –

50 PN 40 4 × M 16 – 40 65 59 –

 65 * PN 16 8 × M 16 11 27 43 40 32

65 PN 40 8 × M 16 – 27 43 40 32

80 PN 16 8 × M 16 13 34 53 48 40

80 PN 40 8 × M 16 – 34 53 48 40

100 PN 16 8 × M 16 14 36 57 51 43

100 PN 40 8 × M 20 – 50 78 70 59

125 PN 16 8 × M 16 19 48 75 67 56

125 PN 40 8 × M 24 – 71 111 99 83

150 PN 16 8 × M 20 27 63 99 85 74

150 PN 40 8 × M 24 – 88 136 120 104

200 PN 10 8 × M 20 35 91 141 101 106

200 PN 16 12 × M 20 28 61 94 67 70

200 PN 25 12 × M 24 – 92 138 105 104

250 PN 10 12 × M 20 27 71 110 – 82

250 PN 16 12 × M 24 48 85 131 – 98

250 PN 25 12 × M 27 – 134 200 – 150

300 PN 10 12 × M 20 34 81 125 – 94

300 PN 16 12 × M 24 67 118 179 – 134

300 PN 25 16 × M 27 – 138 204 – 153

350 PN 10 16 × M 20 47 118 188 – 112

350 PN 16 16 × M 24 68 165 254 – 152

350 PN 25 16 × M 30 – 252 380 – 227

400 PN 10 16 × M 24 65 167 260 – 151

400 PN 16 16 × M 27 95 215 330 – 193

400 PN 25 16 × M 33 – 326 488 – 289

450 PN 10 20 × M 24 59 133 235 – 153

450 PN 16 20 × M 27 96 196 300 – 198

450 PN 25 20 × M 33 – 253 385 – 256

500 PN 10 20 × M 24 66 171 265 – 155

500 PN 16 20 × M 30 132 300 448 – 275
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500 PN 25 20 × M 33 – 360 533 – 317

600 PN 10 20 × M 27 93 219 345 – 206

  600 * PN 16 20 × M 33 202 443 658 – 415

600 PN 25 20 × M 36 – 516 731 – 431

* EN 1092-1 に準拠 （DIN 2501 と異な り ます）

プロマグ S
呼び口径

ANSI
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [lbfƂ ⋅ ft]

[inch] [lbs] 天然ゴム ポリウレタン PTFE PFA 硬質ゴム

½" ク ラ ス 150 4 × ½" – – 4.4 – –

½" ク ラ ス 300 4 × ½" – – 4.4 – –

1" ク ラ ス 150 4 × ½" – 5.2 8.1 7.4 –

1" ク ラ ス 300 4 × 5/8" – 5.9 10 8.9 –

1½" ク ラ ス 150 4 × ½" – 7.4 18 15 –

1½" ク ラ ス 300 4 × ¾" – 11 25 23 –

2" ク ラ ス 150 4 × 5/8" – 16 35 32 –

2" ク ラ ス 300 8 × 5/8" – 8.1 17 16 –

3" ク ラ ス 150 4 × 5/8" 15 32 58 49 44

3" ク ラ ス 300 8 × ¾" – 19 35 31 28

4" ク ラ ス 150 8 × 5/8" 11 23 41 37 31

4" ク ラ ス 300 8 × ¾" – 30 49 44 43

6" ク ラ ス 150 8 × ¾" 24 44 78 63 58

6" ク ラ ス 300 12 × ¾" – 38 54 49 52

8" ク ラ ス 150 8 × ¾" 38 59 105 80 79

10" ク ラ ス 150 12 × 7/8" 42 55 100 – 75

12" ク ラ ス 150 12 × 7/8" 58 76 131 – 98

14" ク ラ ス 150 12 × 1" 77 117 192 – 100

16" ク ラ ス 150 16 × 1" 75 111 181 – 94

18" ク ラ ス 150 16 × 1 1/8" 108 173 274 – 150

20" ク ラ ス 150 20 × 1 1/8" 105 160 252 – 135

24" ク ラ ス 150 20 × 1¼" 161 226 352 – 198

プロマグ S
呼び口径

EN（DIN）
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [Nm]

[mm] [bar] 天然ゴム ポリウレタン PTFE PFA 硬質ゴム
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プロマグ S
呼び口径

JIS
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [Nm]

[mm] 天然ゴム ポリウレタン PTFE PFA 硬質ゴム

15 20K 4 × M 12 – – 16 – –

25 20K 4 × M 16 – 19 32 27 –

32 20K 4 × M 16 – 22 38 – –

40 20K 4 × M 16 – 24 41 37 –

50 10K 4 × M 16 – 33 54 46 –

50 20K 8 × M 16 – 17 27 23 –

65 10K 4 × M 16 18 45 74 63 55

65 20K 8 × M 16 – 23 37 31 28

80 10K 8 × M 16 10 23 38 32 29

80 20K 8 × M 20 – 35 57 46 42

100 10K 8 × M 16 12 29 47 38 35

100 20K 8 × M 20 – 48 75 58 56

125 10K 8 × M 20 20 51 80 66 60

125 20K 8 × M 22 – 79 121 103 91

150 10K 8 × M 20 25 63 99 81 75

150 20K 12 × M 22 – 72 108 72 81

200 10K 12 × M 20 23 52 82 54 61

200 20K 12 × M 22 – 80 121 88 91

250 10K 12 × M 22 39 87 133 – 100

250 20K 12 × M 24 – 144 212 – 159

300 10K 16 × M 22 38 63 99 – 74

300 20K 16 × M 24 – 124 183 – 138
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プロマグ S
呼び口径

AS 2129
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [Nm]

[mm] PTFE 天然ゴム

25 テーブル E 4 × M 12 21 –

50 テーブル E 4 × M 16 42 –

80 テーブル E 4 × M 16 – 16

100 テーブル E 8 × M 16 – 13

150 テーブル E 8 × M 20 – 22

200 テーブル E 8 × M 20 – 36

250 テーブル E 12 × M 20 – 37

300 テーブル E 12 × M 24 – 57

350 テーブル E 12 × M 24 – 85

400 テーブル E 12 × M 24 – 99

450 テーブル E 16 × M 24 – 96

500 テーブル E 16 × M 24 – 115

600 テーブル E 16 × M 30 – 199

プロマグ S
呼び口径

AS 4087
圧力定格

ネジ 最大締め付けトルク [Nm]

[mm] PTFE 天然ゴム

50 PN 16 4 × M 16 42 –

80 PN 16 4 × M 16 – 16

100 PN 16 4 × M 16 – 13

150 PN 16 8 × M 16 – 20

200 PN 16 8 × M 16 – 33

250 PN 16 8 × M 20 – 64

300 PN 16 12 × M 20 – 55

350 PN 16 12 × M 24 – 91

400 PN 16 12 × M 24 – 113

450 PN 16 12 × M 24 – 144

500 PN 16 16 × M 24 – 131

600 PN 16 16 × M 27 – 204
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高温型 （PFA ラ イニング付き） の取付

高温型には、 センサから変換器への熱伝導を防ぐためのハウ ジングサポー ト が付いています。 
高温型は、 高温流体によ り 周囲温度が高温にな る アプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。 流体温度が
+150 ℃ を超え る と きは、 高温バージ ョ ンが必須です。

! 注意 ! 
許容温度範囲については、 110 ページを参照し て く ださい。

断熱
通常、 パイプに非常に高温の流体を通すと きは、 エネルギー損失を防ぎ、 やけどを起こすよ う
な温度のパイプに誤って触れる こ と を防止するために、 パイプを断熱し なければな り ません。
パイプの断熱を規制するガイ ド ラ イ ンを考慮し なければな り ません。

" 警告 ! 
測定電子回路の加熱の危険があ り ます。 ハウジングサポー ト は熱を放散するため、 面全体を覆
わないよ う にし なければな り ません。 センサの断熱部が 2 つのセンサシェルの最上部から先に
延びないよ う にし て く ださい。

a0004300

図 19 ： プロマグ S （高温型） : 配管の断熱

Esc
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3.3.2 プロマグ H センサの取付

プロマグ H は、 ご注文に応じ て、 プロセス接続部を取 り 付けた状態、 または取 り 付けていない状  
態で提供されます。 取 り 付け済みの接続部は、 六角ボル ト でセンサに固定されています。

" 警告 ! 
• 用途と配管直管部の長さ に応じ て、 センサには支持具または追加の連結装置が必要にな り ま

す。 プラ スチッ ク製のプロセス接続を使用する場合は、 センサに追加で支持を設ける必要が
あ り ます。 壁掛けキ ッ ト は付属品と し て別途注文可能です （→ 86 ページを参照）。

a0004301

図 20 ： プロマグ H のプロセス接続 （DN 2 ～ 25 /1/12 ～ 1"、 DN 40 ～ 100 / 1½ ～ 4"）

A: DN 2 ～ 25 （1/12 ～ 1"） / リ ングによ るプロセス接続 ： 

溶接フ ラ ンジ （DIN EN ISO 1127、 ODT / SMS）、 フ ラ ンジ’ （EN （DIN）、 ANSI、 JIS） フ ラ ンジ PVDF 

（EN （DIN）、 ANSI、 JIS）、 めねじ、 おねじ、 ホースアダプター、 PVC 溶着カ ッ プ リ ング

B: DN 2 ～ 25 （1/12 ～ 1" ） / サニ タ リ ガス ケ ッ ト によ るプロセス接続 ： 

溶接アダプター （DIN 11850、 ODT / SMS）、 ク ラ ンプ （ISO 2852、 DIN 32676、 L14 AM7） 

ねじ込みユニオン （DIN 11851、 DIN 11864-1、 SMS 1145）、 フ ラ ンジ DIN 11864-2

C: DN 40 ～ 100 （1/½ ～ 4" ） / サニ タ リ ガスケ ッ ト によ るプロセス接続 ： 

溶接アダプター （DIN 11850、 ODT / SMS）、 ク ラ ンプ （ISO 2852、 DIN 32676）、 L14 AM7） 

ねじ込みユニオン （DIN 11851、 DIN 11864-1、 ISO 2853、 SMS 1145）、 フ ラ ンジ DIN 11864-2

シール

プロセス接続を取 り 付ける と きは、 シールに汚れがな く 、 正し く セン タ リ ング されている こ と を
確認し て く ださい。

" 警告 ! 
• 金属製のプロセス接続では、 ボル ト ナッ ト を し っか り と締め付けます。 プロセス接続と セン

サ と に金属接合が形成され、 規定のシール圧縮荷重が確保されます。
• プラ スチッ ク製のプロセス接続では、 潤滑剤を塗布し たねじの最大 ト ルク に留意し て く ださ

い （7 Nm）。 
プラ スチッ ク製のフ ラ ンジには、 プロセス接続と対向フ ラ ンジの間に必ずシールを使用し て
く ださい。

• こ のシールは、 用途に応じ て （サニタ リ ガス ケ ッ ト シールの場合は特に） 定期的に交換する

必要があ り ます。 交換頻度は、 洗浄サイ クルの頻度、 洗浄温度、 および流体温度に左右され
ます。 
交換用のシールは付属品と し て注文でき ます （→ 86 ページを参照）。

A

B

C
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アース リ ングの使用法と組立て （DN 2 ～ 25 / 1/12 ～ 1"）

プロセス接続がプラ スチッ ク ででき ている場合 （フ ラ ンジや接着継手など） は、 センサ と流体
の電位を、 アース リ ングを使用し て同電位と し なければな り ません。
アース リ ングが取 り 付け られていない と、 測定精度に影響するか電極の電気化学腐食によ って
センサが壊れる可能性があ り ます。

" 警告 ! 
• オプシ ョ ンによ っては、 アース リ ングの代わ り に、 プラ スチッ ク の リ ングがプロセス接続に

取 り 付け られている場合があ り ます。 これらのプラ スチッ ク リ ングはスペーサ と し てのみ機
能する もので、 電位等化の機能はあ り ません。 センサ と プロセス接続の面のシール機能のみ
を提供し ます。 こ のため、 アース リ ングのないプロセス接続では、 これらのプラ スチッ ク リ
ング / シールを取 り 外さず、 常に取 り 付けた状態にし て く ださい。

• アース リ ングは、 弊社よ り 付属品と し てご購入いただけます （→ 86 ページを参照）。

ご注文の際は、 アース リ ングが、 電極に使用されている材質に適合し ている こ と を確認し て
く ださい。 確認されません と電極が電解腐食によ って壊れる危険性があ り ますのでご注意 く
ださい。 材質については、 116 ページを参照し て く ださい。

• アース リ ング、 シールは、 プロセス接続の内側に取 り 付け られます。 し たがって、 継手の長

さ には影響を及ぼし ません。

1. 4 本または 6 本の六角のボル ト （1） を緩めて、 プロセス接続をセンサ （4） から取 り 外し
ます。

2. プラ スチ ッ ク リ ング （3） と、 2 つの O リ ング （2） を取 り 外し ます。

3. プロセス接続の溝にシール （2） を １ つ取 り 付けます。

4. 金属のアース リ ング （3） をプロセス接続に取 り 付けます。

5. アース リ ングの溝に 2 番目のシール （2） を取 り 付けます。

6. 最後に、 プロセス接続をセンサに戻し て取 り 付けます。 プラ スチ ッ ク製のプロセス接続で
は、 潤滑剤付きネジに対する最大締め付け ト ルク （7 Nm） にご留意 く ださい。

A0002651

図 21 ： プロマグ H のアース リ ングの取り付け （DN 2 ～ 25 / 1/12 ～ 1"）

1 六角ボル ト （プロセス接続）

2 O - リ ングシール

3 アース リ ング またはプラ スチ ッ ク リ ング （スペーサ）

4 センサ

1

3 2 42
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配管へのセンサの溶接 （溶接アダプ ター）

" 警告 ! 
電子部品が壊れる恐れがあ るので、 溶接機の接地をセンサまたは変換器を介し て行わないで く だ
さい。

1. プロマグ H センサを管に溶接で仮付け し ます。 適切な溶接治具を付属品と し て弊社に別途
注文する こ と ができ ます （→ 86 ページを参照）。

2. ボル ト をプロセス接続フ ラ ンジから取 り 外し ます。 シール付きのセンサを管から取 り 外し
ます。

3. プロセス接続を配管に溶接し ます。

4. 配管にセンサを取 り 付けます。 各部に汚れが付着し ていないこ と、 シールが適切に取 り 付
け られている こ と を確認し て く ださい。

! 注意 ! 
• 壁の薄い食品用配管は適切に溶接し ない と、 熱によ って、 取 り 付けたシールが損傷する可能

性があ り ます。 し たがって、 センサ と シールは、 溶接を行 う 前に取 り 除いておいて く ださい。
• 取 り 外すには、 配管を約 8 mm 広げる必要があ り ます。

ピグによる洗浄

洗浄にピグを使用する と きは、 測定チューブ と プロ セス接続の内径を考慮する必要があ り ます。
センサおよび変換器のすべての寸法については、 別冊の 「技術仕様書」 を参照し て く ださい。
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3.3.3 変換器ハウジングの回転

アル ミ ニウム製変換器ハウジングの回転

1. 固定ねじ 2 本を緩めます。

2. 変換器ハウジングを最後まで回し ます。

3. 変換器ハウジングを慎重に最後まで持ち上げます。

4. 変換器ハウジングを必要な位置まで回転させます （各方向に最大 2 × 90°）。

5. ハウジングを元の位置まで下げ、 差込式継ぎ手をはめ合わせます。

6. 固定ねじ 2 本を元通 り 締め付けます。

a0004302

図 22 ： 変換器ハウジングの回転 （アル ミ ニウム製フ ィ ールドハウジング）

ステンレス鋼製フ ィ ールドハウジングの回転

1. 固定ねじ 2 本を緩めます。

2. 変換器ハウジングを慎重に最後まで持ち上げます。

3. 変換器ハウジングを必要な位置まで回転させます （各方向に最大 2 × 90°）。

4. ハウジングを定位置まで下げます。

5. 固定ねじ 2 本を元通 り 締め付けます。

a0004303

図 23 ： 変換器ハウジングの回転 （ステンレス鋼製フ ィ ールドハウジング）
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3.3.4 ローカルデ ィ スプレ イの回転

ステンレス鋼製フ ィ ールドハウジングの回転

1. デ ィ スプレ イのカバーを回し て変換器ハウジングから外し ます。

2. デ ィ スプレ イモジュールの側面にあ る ラ ッチを押し て、 モジ ュールをデ ィ スプレ イのカ
バーから外し ます。

3. デ ィ スプレ イモジュールを必要な位置まで回し （いずれの方向も最大 4 × 45°）、 デ ィ スプ
レ イのカバーに戻し ます。

4. デ ィ スプレ イのカバーを回し て変換器ハウジングにし っか り 取付けます。

a0003236

図 24 ： 現場指示計の回転 （フ ィ ールドハウジング）

4 x 45°
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3.3.5 ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト 変換器ハウジングを取 り 付ける方法はいろいろあ り ます。

• 壁に直接取 り 付け

• 制御盤への取 り 付け （取付キ ッ ト 、 ア ク セサ リ → 34 ページを参照）

• 柱への取 り 付け （取付セ ッ ト 、 ア ク セサ リ → 34 ページを参照）

" 警告 ! 
• 許容周囲温度を確認し て く ださい （銘板、 または 109 ページを参照）。 本機器は日陰に設置し

て く ださい。 直射日光は避けて く ださい。
• 壁掛けハウジングは必ずケーブル入口が下向きになる よ う に取 り 付けて く ださ い。

壁に直接取り付け

1. 図に示すよ う に壁に穴を開けます。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し ます。

3. 止めねじ （b） 2 個をハウ ジングの適切な穴 （c） に押し込みます。
- 止めねじ （M6） ： 最大 φ6.5 mm
- ねじ頭 ： 最大 φ10.5 mm

4. 図にし たがって変換器ハウジングを壁に固定し ます。

5. 端子部カバー （a） を し っか り と ハウジングにねじ込みます。

a0001130-ae

図 25 ： 壁に直接取り付け
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制御盤への取付

1. 図に示すよ う に制御盤に開口部を設けます。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し て く ださ い。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取 り 付けて く ださ い。

4. ネジ ロ ッ ド を留め具に通し、 ハウジングがし っか り 固定される までネジ ロ ッ ド を回し て く
ださい。 その後ナッ ト をネジ ロ ッ ド がゆる まないよ う にネジ込み、 締め付けて く ださい。
その後、 止めナッ ト を締めます。
その他の支持具は不要です。

a0001131-ae

図 26 ： 制御板への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

柱への取り付け

図に示すよ う に取付けます。

" 警告 ! 
パイプの温度が高い場合は、 ハウ ジングの温度が最大許容温度 +60 ℃ を超えないこ と を確認し
て く ださい。

a0001132-ae

図 27 ： 柱への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）
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3.4 取付後の確認

機器を配管に取 り 付け後、 次の事項を確認し ます。

装置の状態と仕様 注記

機器が破損し ていないか （外観検査） ? -

機器が、 プロセス温度と圧力、 周囲温度、 温度範囲、 流体の最小導電

率、 測定範囲など を含め、 測定ポ イ ン ト での仕様に適応し ているか ?

→ 105 ページ

設置 注記

センサ銘板上の矢印が、 配管の流れ方向に一致し ているか ? -

測定電極の軸の面は正しいか ? → 15 ページ

空検知 （EPD） 電極の位置は正しいか ? → 15 ページ

センサの取付時に、 すべてのねじ部品を指定 ト ルク で締付けたか ? → 22 ページ

正しいシールを取付けたか （種類、 材質、 取付方法） ? → 22 ページ

測定点の番号 と、 それに対応する銘板は正しいか （目視検査） ? -

プロセス環境／プロセス条件 注記

直管長は確保されているか ? 上流側 ≥ 5 × 呼び口径

下流側 ≥ 2 × DN

機器が、 湿気あ るいは直射日光から保護されているか ? -

センサは振動の影響を受けないよ う に取 り 付け られているか （ア タ ッ チ

メ ン ト 、 支持具） ?

振動加速度は最大 2 g 

（IEC 600 68-2-6 準拠） 

→ 109 ページ
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4 配線

# 危険 ! 
• 防爆機器の配線については、 防爆補足説明書の注意事項と配線図を参照し て く ださい。 不明

な点があ る場合は、 弊社にお問い合わせ く ださ い。
• 分離型を使用する場合は、 各センサを同じ シ リ アル番号の変換器にだけ接続し て く ださい。

異なる シ リ アル番号の変換器に接続する と、 測定誤差が発生する こ と があ り ます。

! 注意 ! 
装置には内部電源ス イ ッチがあ り ません。 このため、 電源線を電力網から切断するためのス
イ ッチまたは電源遮断器を装置に接続し て く ださい。

4.1 分離型の配線

4.1.1 センサの接続

# 危険 ! 
• 感電するおそれがあ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されて

いる間は、 機器の取 り 付けや配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、 電子部品
が損傷し て修理不能になる可能性があ り ます。

• 感電するおそれがあ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導体を接続

し て く ださい （電源が絶縁されている場合は必要あ り ません）。

- 手順 （→図 28、 図 29） :

1. 変換器 : ねじ を緩めて端子箱から カバー （a） を取外し ます。

2. センサ : 接続ハウジングから カバー （b） を取外し ます。

3. 正しいケーブル引き込み口から信号ケーブル （c） と コ イルケーブル （d） を通し ます。

" 警告 ! 
- 接続ケーブルを固定し て く ださい → 21 ページを参照。
- コ イル ド ラ イバが損傷する恐れがあ るので、 コ イルケーブルの接続や取外しは、 電源を

切ってから行って く ださい。

4. 信号ケーブル と コ イルケーブルを終端し ます。 → 38,  39 ページを参照。

5. 配線図に従って、 センサ と変換器を接続し ます。
→図 28, 図 29
→ カバー内部の配線図を参照

! 注意 ! 
プロマグ H センサのケーブルシール ド は、 張力緩和ク ラ ンプを使用し て接地されています  
（「ケーブル終端処理」 → 39 ページを参照）。

" 警告 ! 
センサの端子箱内部で近接する ケーブルシール ド ど う しの短絡を防ぐため、 接続し ない

ケーブルのシール ド は絶縁し て く ださい。

6. 変換器 : 端子箱にカバー （a） を取付けます。

7. センサ : 接続ハウジングにカバー （b） を取付けます。
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プロマグ S 分離型の接続

A0011722

図 28 ： プロマグ S 分離型の接続

a 端子箱 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング）

b センサ側接続ハウジングカバー

c 信号ケーブル

d コ イルケーブル

n.c. 接続し ない。 絶縁ケーブルシール ド

端子番号と ケーブルの色 : 6/5 = 茶、 7/8 = 白、 4 = 緑、 37/36 = 黄

分離型プロマグ H の接続

A0011747

図 29 ： 分離型プロマグ H の接続

a 端子箱 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング）

b センサ側接続ハウジングカバー

c 信号ケーブル

d コ イルケーブル

n.c. 接続し ない。 絶縁ケーブルシール ド

端子番号と ケーブルの色 : 6/5 = 茶、 7/8 = 白、 4 = 緑、 37/36 = 黄
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分離型のケーブルの終端処理
プロマグ S

信号ケーブル と コ イルケーブルは次の図 （詳細 A） に従って終端処理し ます。

細いワ イ ヤコ アにケーブル端部ス リ ーブを取付けます （詳細図 B）。

" 警告 ! 

コネ ク タ を取 り 付ける と きは、 以下の点にご注意 く ださい。

• 信号ケーブル : ス リ ーブがセンサ側のワ イ ヤシール ド に接触し ないよ う にし て く ださい。

最小間隔 = 1 mm （例外 「GND」 = 緑色のケーブル）

• コ イルケーブル → 3 本あ る芯線の 1 本を補強材の と こ ろで絶縁し て く ださい。 接続に必要な芯線は 2 本だけです。

変換器

信号ケーブル コ イルケーブル

a0002687-ae a0002688-ae

センサ

信号ケーブル コ イルケーブル

a0002646-ae a0002650-ae

① ケーブル端ス リ ーブ、 赤、 Ø 1.0 mm

② ケーブル端ス リ ーブ、 白、 Ø 0.5 mm
* 外装ケーブルのみ被覆除去
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B
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�
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B
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分離型のケーブルの終端処理
プロマグ H

信号ケーブル と コ イルケーブルは次の図 （詳細 A） に従って終端処理し ます。

細いワ イ ヤコ アにケーブル端部ス リ ーブを取付けます （詳細図 B）。

" 警告 ! 

コネ ク タ を取 り 付ける と きは、 以下の点にご注意 く ださい。

• 信号ケーブル : ス リ ーブがセンサ側のワ イ ヤシール ド に接触し ないよ う にし て く ださい。

最小間隔 = 1 mm （例外 「GND」 = 緑色のケーブル）

• コ イルケーブル → 3 本あ る芯線の 1 本を補強材の と こ ろで絶縁し て く ださい。 接続に必要な芯線は 2 本だけです。

•  センサ側は、 両方のケーブルシール ド を約 15mm 外部被覆の方に返し て く だ さい。 張力を緩める こ と によ ってハウジング と の電気接続が

確立されます。

変換器

信号ケーブル コ イルケーブル

a0002686-ae a0002684-ae

センサ

信号ケーブル コ イルケーブル

a0002647-ae a0002648-ae

① ケーブル端ス リ ーブ、 赤、 Ø 1.0 mm

② ケーブル端ス リ ーブ、 白、 Ø 0.5 mm
* 外装ケーブルのみ被覆除去
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4.1.2 ケーブルの仕様

コ イルケーブル
• 2 芯× 0.75 mm2 PVC ケーブル、 共通網組み銅シール ド （∅ ∼ 7 mm） 付き

• 導体抵抗 ： ≤ 37 Ω/km 

• 静電容量 ： コ ア / コ ア、 シール ド接地 ： ≤ 120 pF/m 

• 使用温度 :

- 固定配線でないケーブル ： –20 ～ +80 ℃ 
- 固定配線ケーブル ： –40 ～ +80 ℃

• ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

信号ケーブル
• 3 芯× 0.38 mm2 PVC ケーブル、 共通網組み銅シール ド （∅ ∼ 7 mm） および個別シール ド コ ア

付き
• 空検知 （EPD） 付き ： 4 芯× 0.38 mm2 PVC ケーブル、 共通網組み銅シール ド （∅ ∼ 7 mm） お

よび個別シール ド コ ア付き
• 導体抵抗 ： ≤ 50 Ω/km

• 静電容量 ： コ ア / シール ド ： ≤ 420 pF/m

• 使用温度 :

- 固定配線でないケーブル ： –20 ～ +80 ℃ 
- 固定配線ケーブル ： –40 ～ +80 ℃

• ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

a0003194

図 30 ： ケーブル断面

a 信号ケーブル

b コ イルケーブル

1 コ ア

2 コ ア絶縁材

3 コ アシール ド

4 コ ア被覆

5 コ ア補強材

6 ケーブルシール ド

7 外部被覆

補強用金属ブレード付きの外装ケーブルをオプシ ョ ン と し て用意し てお り ます。 このケーブル
は、 以下のよ う な場合に使用する こ と をお勧めし ます （H センサでは適用でき ません）。
• ケーブルを直接埋設する場合

• ケーブルがネズ ミ などにかじ られるおそれがあ る場合

• 装置が保護等級 IP 68 （NEMA 6P） に準拠する必要があ る場合

深刻な電磁 ノ イ ズの影響を受ける環境での使用 :
測定装置は EN 61010-1、 IEC/EN 61326 の EMC 要件、 および NAMUR 勧告 NE 21 の一般安全要
件に適合し ています。

" 警告 ! 
接地は、 接続ハウ ジング内部の専用接地端子を使用し て行って く ださい。 端子に接続する、 被
覆を剥いたツ イ ス ト 線の部分をでき るだけ短 く し て く ださい。

1

2

3

4

5

6

7

a b
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4.2 機器の接続

4.2.1 変換器の接続

# 危険 ! 
• 感電するおそれがあ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されて

いる間は、 機器の取 り 付けや配線を行わないで く ださい。 こ の予防措置を怠る と、 電子部品
が損傷し て修理不能になる可能性があ り ます。

• 感電するおそれがあ り ます。 電源を入れる前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し

て接地し て く ださい。 （SELV: 安全特別低電圧、 PELV: 保護特別低電圧等）
• 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。 また、 電気機器の設置に関

する国内規則に従って く ださい。

1. 端子部カバーを回し て変換器ハウジングから外し ます。

2. 正しいケーブル引込み口から電源ケーブル （a） と信号ケーブル （b） を通し ます。

3. 以下の指示に従って、 接続し ます。
- 配線図 （アル ミ ニウ ムハウジング） →図 31
- 配線図 （ステンレ ス製フ ィ ール ド ハウジング） →図 32
- 配線図 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング） →図 33
- 端子の割当 → 43 ページを参照

4. 端子部カバー （f） を変換器ハウジングに固定し ます。

a0004582

図 31 ： 変換器 （アル ミ ニウムフ ィ ールドハウジング） の接続、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm² 

a 電源ケーブル

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル : 端子番号 : 20 ～ 27 → 43 ページを参照

c 接地端子 （電源用）

d 信号ケーブルのシール ド線用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 の接続用サービ スアダプタ （Fieldcheck、 FieldCare）

f 端子部カバー

g 固定ク ラ ンプ

b
b

c

d

a

a

2
1

– 27

– 25

– 23

– 21
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a0004584

図 32 ： 変換器の接続 （ステンレス鋼製フ ィ ールドハウジング）、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm² 

a 電源ケーブル

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル : 端子番号 : 20 ～ 27 → 43 ページを参照

c 接地端子 （電源用）

d 信号ケーブルのシール ド線用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 の接続用サービ スアダプタ （Fieldcheck、 FieldCare）

f 端子部カバー

g 固定ク ラ ンプ

a0001135

図 33 ： 変換器の接続 （ウォールマウン ト ハウジング）、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm² 

a 電源ケーブル

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル : 端子番号 : 20 ～ 27 → 43 ページを参照

c 接地端子 （電源用）

d 接地端子 （信号線用）

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 の接続用サービ スアダプタ （Fieldcheck、 FieldCare）

f 端子部カバー

b

c

d

a

2
1L1 (L+)

N (L-)
f

b

a

e

– 27

– 25

– 23

– 21

+ 26

+ 24

+ 22

+ 20

1 2

c d

e

aa bb

f

+
22

–
23

+
20

–
21

+
24

–
25

+
26

–
27

L1 (L+)
N (L-)



プロ ラ イ ン プロマグ 55 配線

エン ド レスハウザー ジャパン 43

4.2.2 端子の割当

入力値 → 105 ページを参照

出力値 → 106 ページを参照

端子番号（入力 / 出力）

仕様コード 20 (+) / 21 (–) 22 (+) / 23 (–) 24 (+) / 25 (–) 26 (+) / 27 (–)

固定型入出力基板 （割当を固定）

55***_***********A - -  周波数出力
電流出力

HART

55***-***********B リ レー出力 2 リ レー出力 1  周波数出力
電流出力

HART

選択型入出力基板

55***-***********C リ レー出力 2 リ レー出力 1  周波数出力
電流出力

HART

55***_***********D ステータ ス入力 リ レー出力  周波数出力
電流出力

HART

55***-***********L ステータ ス入力 リ レー出力 2 リ レー出力 1
電流出力

HART

55***-***********M ステータ ス入力 パルス / 周波数出力 2 パルス / 周波数出力 1
電流出力

HART

55***-***********2 リ レー出力 電流出力 2  周波数出力
電流出力 1

HART

55***-***********3
電流入力

電流出力 2  周波数出力
電流出力

HART

55***-***********4 電流入力 リ レー出力  周波数出力 電流出力

HART

55***-***********5 ステータ ス入力 電流入力  周波数出力 電流出力

HART
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4.2.3 HART 通信への接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。
• 端子 26 （+） /27 （−） によ る変換器への直接接続

• 電流出力の 4 ～ 20 mA アナロ グ信号ラ イ ンによ る接続

• ループ抵抗は少な く と も 250 Ω でなければな り ません。

• 試運転後、 以下の設定を行って く ださ い。

- " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （出力電流範囲） 機能 → "4 ～ 20 mA HART"
- HART 上書き禁止をオン またはオフにする → 67 ページを参照

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケータの接続

HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20 ： 「HART 技術概要」 も参照し て く       
ださい。

a0004586

図 34 ： HART ハン ド ヘルド Field Xpert SFX100 の電気配線

1 = HART ハン ドヘル ド Field Xpert SFX100、 2 = 電源、 3 = シール ド、 4 = その他の機器または パッ シブ入力             

付きの PLC

操作ソフトウェアと PC の接続

PC と操作ソ フ ト ウ ェ ア （例えば 「FieldCare」 ） を接続するには、 HART モデム （例えばコ ミ ュ  
ボ ッ ク ス FXA195） が必要です。

a0004592

図 35 ： PC と操作ソ フ ト ウ ェ アの電気的接続

1 = 操作ソ フ ト ウ ェアがイ ン ス ト ールされた PC、 2 = 電源、 3 = シール ド、 

4 = その他の機器または パッ シブ入力付きの PLC、 5 = HART モデム （コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 など）
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4.3 電位平衡

# 危険 ! 
機器は電位を平衡させる必要があ り ます。

高い測定精度を維持するには、 測定物と センサの電位が等し く なければな り ません。 プロマグ
では、 センサ内に標準装備されている リ フ ァ レン ス電極によ り 、 電位を等し く 保つこ と ができ
ます。

電位平衡を行 う 場合、 以下の点も考慮し て く ださい。
• 社内の接地ガ イ ド ラ イ ン

• 操作条件 （配管の材質 / 接地など） （表参照）

4.3.1 プロマグ S の電位平衡

• 電極材質 1.4435/316L 相当、 ア ロ イ C-22、 タ ン タル、 チタ ン Gr. 2、 デュプレ ッ ク ス 1.4462、

タ ングステンカーバイ ド コーテ ィ ング （1.4435/316L の電極用） の リ フ ァ レ ン ス電極は標準装
備です。

• 白金電極用の リ フ ァ レ ン ス電極はオプシ ョ ンです。

• 天然ゴム ラ イ ニング と ブラ シ型電極の組合せでは リ フ ァ レン ス電極はあ り ません。

" 警告 ! 
• リ フ ァ レ ン ス電極が付いていないセンサを使用する場合や、 金属管と接続し ない場合は、 特

別なケースの指示に従って電位平衡を取る必要があ り ます （→ 45 ページを参照）。 この方法
は、 通常の方法で接地が行えない場合や、 著しい平衡電流が予測される場合に行います。

• ブラ シ型電極付きのセンサには リ フ ァ レン ス電極が装備されません。 こ のため、 流体の電位

平衡を確実に行 う ためには、 場合によ ってはアース リ ングを取 り 付け る必要があ り ます。 非
接地のラ イ ニング付き配管の場合は、 特に注意が必要です （→ 45 ページを参照）。

4.3.2 プロマグ H の電位平衡

• リ フ ァ レ ン ス電極は装備されません。 

金属製のプロセス接続部を選択し た場合は、 常に電位平衡が保たれます。

" 警告 ! 
プラ スチッ ク製のプロセス接続部を使用する場合は、 アース リ ングを使用し て電位平衡を確保
する必要があ り ます （→ 29 ページを参照）。
必要なアース リ ングは、 別売 り ア ク セサ リ と し てご注文いただけます （→ 86 ページを参照）。

4.3.3 電位平衡の接続例

一般的なケース

操作条件 電位平衡

機器の使用環境 ：

• 接地し た金属管

変換器の接地端子によ り 電位平衡が行われます。

! 注意 ! 

流体が金属製でラ イ ニングのない接地された配管を流

れる場合は、 変換器ハウ ジングの接地端子を配管に接

続し て く だ さい。

A0011892

図 36 ： 変換器の接地端子による電位平衡
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特別なケース

操作条件 電位平衡

機器の使用環境 ：

• 接地されていない金属管

この接続方法は、 以下の状況で も適用されます。

• 通常の電位平衡を確実に行 う こ と ができ ない場合

• 著し く 高い平衡電流が予測される場合

接地ケーブル （銅線、 最低 6 mm²） を使用し て、 両セン

サフ ラ ンジ と それぞれの配管フ ラ ンジを接続し、 接地

し ます。 変換器またはセンサ接続部ハウジングは、 専

用の接地端子を介し て接地し て く だ さい。

接地ケーブルの取付方法は、 呼び口径によ って決ま り

ます。

• 呼び口径 ≤  300 A ： 接地ケーブルを導電性のフ ラ ンジ

塗装部に直接接続し、 フ ラ ンジのねじで固定し ます。

• 呼び口径 ≥  350 A ： 接地ケーブルを運搬用金属ブラ

ケ ッ ト に直接接続し ます。

! 注意 ! 

フ ラ ンジ と フ ラ ンジを接続する ための接地ケーブルは、

付属品 と し て別途注文可能です。 A0011893

図 37 ： 変換器の接地端子と配管フ ラ ンジ

による電位平衡

呼び口径 ≤300 A に接地ケーブルが取付け済みのバー

ジ ョ ン （オプシ ョ ン）

接地ケーブル （銅線、 最低 6 mm²） があ らかじめセンサ

フ ラ ンジに取 り 付け られたバージ ョ ン も用意されてい

ます。 接地ケーブルは、 以下の各種方法で配管に固定 ・

電気接続する こ と が可能です。

• 配管フ ラ ンジ側面のねじ を使用 （a）

• フ ラ ンジのねじ を使用 （b）

• 配管にかぶせた配管ク リ ッ プを使用 （c）

A0011897

図 38 ： 取付け済みの接地ケーブルの 

固定 ・ 接続方法

機器の使用環境 ：

• プラ スチ ッ ク製配管

• ラ イ ニング付き配管

この接続方法は、 以下の状況で も適用されます。

• 通常の電位平衡を確実に行 う こ と ができ ない場合

• 著し く 高い平衡電流が予測される場合

電位平衡は、 変換器の接地端子と アース リ ングを接地

ケーブル （銅線、 最低 6 mm²） で接続する こ と によ り 得

られます （アース リ ングの取付方法については取付説

明書参照）。
A0011895

図 39 ： 変換器の接地端子と アース リ ング

（オプシ ョ ン） による電位平衡

DN 300� DN 350�

a

b

c
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4.4 保護等級

本装置は、 IP 67 （NEMA 4X） の要件すべてに適合し ています。

IP 67 の保護 （NEMA 4X） を維持するために、 現場での接地や メ ンテナン スの後は以下の点を確
認し て く ださい。
• ハウジングの溝にはめ込むシールには、 汚れも損傷も ないこ と。 必要に応じ て、 シールの乾

燥、 洗浄または交換を行って く ださい。
• 全てのネジおよびカバーを し っか り 締めて く ださい。

• 接続ケーブルの外径が指定サイ ズであ る こ と → 107 ページを参照。

• 水分の侵入を防ぐために、 ケーブルグ ラ ン ド を確実に締めて く ださ い。

• ケーブルは、 電線管接続口の手前で下方に垂れる よ う に配線し て く ださ い （「ウ ォーター ト

ラ ッ プ」）。 こ の方法で、 電線管接続口に湿気が侵入する こ と を防げます。 機器の取 り 付けは、
電線管接続口が上方を向かないよ う に行なって く ださい。

• 使用し ない電線管接続口は、 適切なプラ グで塞いで く ださ い。

• 金属環を電線管接続口から取 り 外さ ないよ う にし て く ださ い。

a0001914

図 41 ： 未使用の電線管の取付方法

" 警告 ! 
プロマグセンサハウジングのボル ト 等は緩めないよ う にし て く ださい。 緩める と、 弊社が保証
する保護等級が適用されな く な り ます。

! 注意 ! 
プロマグ S センサは、 IP 68 （深さ 3 m までの水中に常時浸漬） で提供でき ます。 この場合、 変
換器はセンサから離し て取 り 付けなければな り ません。

機器の使用環境 ：

• カ ソード保護付き配管

本機器は、 非接地状態で配管に取 り 付けます。

接地ケーブル （銅線、 最低 6 mm²） を使用し て、 2 つの

配管フ ラ ンジにのみ接続し ます。 こ の場合、 接地ケー

ブルを導電性のあ る フ ラ ンジ塗装部にフ ラ ンジねじで

直接取 り 付けて く ださい。

取付け時の注意点 ：

• 非接地接続に関する該当規定を遵守する こ と

• 配管と本機器と が導通しないこ と

• 取付部材が締め付け ト ルク に耐え る強度であ る こ と

A0011896

図 40 ： 電位平衡と カ ソー ド保護 

（アース線 ： 最小 6 mm2 の銅線）

1 絶縁 ト ラ ン ス

2 絶縁処理

操作条件 電位平衡

1

2 2

a b
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4.5 接続後の確認

機器の電気接続が完了し た後、 次の点を確認し て く ださい。

機器の状態および仕様 注記

ケーブルあ るいは機器に損傷がないか （外観検査） ? -

配線 注記

ケーブルには、 適切な余裕があ るか ? -

ケーブルはタ イプ別 （電源ラ イ ン、 信号ラ イ ン） に正確に分け られてい

るか ?

ケーブルに余分なた るみや交差がないか ?

-

電源ケーブルおよび信号ケーブルが適切に接続されているか ? 端子部分の内側にあ る配線

図を参照

すべてのネジ端子がし っか り 締められているか ? -

接地 / 電位平衡のための必要な措置が と られているか ? → 45 ページ 以降

取 り 付け られたすべてのケーブルグ ラ ン ド がし っか り と締められ正し く

密封されているか ?

ケーブルにウ ォーター ト ラ ッ プがあ るか ?

→ 47 ページ

すべてのハウジングカバーが取 り 付け られ、 し っか り 締められているか ? -
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5 操作

5.1 表示部と操作スイ ッ チ

ローカルデ ィ スプレ イ を使用する こ と で、 測定点で重要なパラ メ ータ をすべて直接読み取る こ と
ができ、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プや機能マ ト リ ク ス を使用し て装置を設定する こ と ができ ます。

表示部は全部で 2 行で構成されます。 測定値やステータ ス変数 （流れの方向、 部分的に満管、 棒  
グ ラ フなど） はこ こ に表示されます。 必要に応じ て表示する変数の割当を変更し て、 表示をカス
タマイ ズする こ と ができ ます （→ 『機能説明書』 を参照）。

a0001172

図 42 ： 表示部と操作スイ ッ チ

1 液晶デ ィ スプレ イ

バッ ク ラ イ ト 付きの 4 行液晶デ ィ スプレ イで、 測定値、 テキス ト 、 およびシステム メ ッ セージ と プロ  

セスエラー メ ッ セージの両方が表示されます。通常の測定が進行中に表示されるデ ィ スプレ イは、ホー

ムポジシ ョ ン と呼びます （操作モード）。

2 タ ッ チコ ン ト ロール用光学センサ

3 O/ S キー

- HOME ポジシ ョ ン → 積算計の値と 実際の入出力値に直接ア ク セス

- 数値を入力し、 パラ メ ータ を選択し ます。

- 機能マ ト リ ク スの異な るブロ ッ ク、 グループ、 および機能グループの選択

以下の機能を実行するには、 X キーを同時に押し ます。

- 機能マ ト リ ク ス を順次終了し ます。  →  ホームポジシ ョ ン

- X キーを 3 秒以上押し続ける と、 直接 HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

- 入力のキ ャ ンセル

4  F キー （Enter キー）

- ホームポジシ ョ ン  →  機能マ ト リ ク スへの入力。

- 入力し た数値または変更し た設定を保存し ます。
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5.1.1 表示部（運転モー ド）

表示部は横 3 行 と 情報ア イ コ ン フ ィ ール ド で構成されます。 測定値 と ス テータ ス変数 （流れ方  
向、 棒グ ラ フなど） の両方、 または一方が表示されます。 必要に応じ て表示する変数の割当を変
更し て、 表示をカ ス タマイ ズする こ と ができ ます （→ 『機能説明書』 を参照）。

交互表示モード
各行に最大 2 個の変数を割当てて表示する こ と ができ ます。 割当てた変数は、 10 秒ご と に表示   
が切 り 替わ り ます。

エラー メ ッ セージ
システムエラー / プロセスエラーの表示 → 54 ページを参照。

a0001173

図 43 ： 通常運転モー ド （HOME ポジシ ョ ン） の表示例

1 1 行目には主要な測定値 （流量など） が表示されます。

2 2 行目には、 補足的な測定値 （積算計の値など） やステータ ス変数が表示されます。

3 3 行目には、 測定値やステータ ス変数に対する追加情報 

（フルス ケール値に対する流量の割合を示す棒グ ラ フなど） が表示されます。

4 情報ア イ コ ンフ ィ ール ド には、 表示し た測定値に対する追加情報をア イ コ ンで表示し ます。 

ア イ コ ン と その意味については、 51 ページを参照し て く ださ い。

5 測定値フ ィ ール ド には、 現在の測定値が表示されます。

6 測定単位フ ィ ール ド には、 現在の測定値の単位と時間が表示されます。
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5.1.2 アイ コ ン

左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンによ り 、 測定値、 装置のステータ ス、 およびエラー メ ッ
セージの読取 り 、 および理解が容易にな り ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S システムエラー P プロセスエラー

$ ア ラーム メ ッ セージ

（出力に影響）

! 注意 メ ッ セージ

（出力に影響な し）

| 1 to n 電流出力 1 ～ n P 1 to n パルス出力 1 ～ n 

F 1 to n 周波数出力 S 1 to n ステータ ス出力 / リ レー出力  

1 ～ n 

（またはステータ ス入力）

Σ 1 to n 積算計 1 ～ n

a0001181

測定モード : 

脈流
a0001182

測定モード : 

正 / 負両方向

a0001183

測定モード : 

正方向
a0001184

カ ウ ン ト モード積算計 : 

正 / 負方向の差

a0001185

カ ウ ン ト モード積算計 : 

正方向 a0001186

カ ウ ン ト モード積算計 : 

負方向

a0001187
入力信号

（電流またはステータ ス入力）

a0001188

体積流量

a0001189

固形分の体積流量

a0001191

搬送流体の体積流量

a0001193

固形分の体積流量の割合 (%)

a0001194

搬送流体の体積流量の割合 (%)

a0001195

質量流量

a0001196

固形分の質量流量

a0001198

搬送流体の質量流量

a0001197

固形分の質量流量の割合 (%)

a0001199

搬送流体の質量流量の割合 (%)

a0001200

流体の密度

a0006561

参照値からの偏差 :

コーテ ィ ング電極 1

a0006562

参照値からの偏差 :

コーテ ィ ング電極 2

a0006563

参照値からの偏差 :

電極の電位 1

a0006564

参照値からの偏差 :

電極の電位 2

a0006565

参照値からの偏差 :

体積流量

a0001207

流体温度

a0001209

電流入力

a0001206

リ モー ト 設定

以下の通信によ る装置の操作 : 

• HART （例 ： FieldCare、

DXR375）

• FOUNDATION Fieldbus

• PROFIBUS

a0008380

導電率
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5.2 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 
• 一般的な注意 → 53 ページを参照

• 機能の説明 → 「機能説明書」 を参照

1. ホームポジシ ョ ン → F → 機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. O/ S  → ブロ ッ ク （" ｼｭﾂﾘｮｸ " など） を選択  → F 

3. O/ S  → グループ （" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1" など） を選択 → F 

4. O/ S  → 機能グループ （" ｾｯﾃｲ " など） を選択 →  F 

5. 機能 （" ｼﾞﾃｲｽｳ " など） を選択し て、
パラ メ ータ を変更 / 数値を入力 ：
O /  S → リ リ ース コード、 パラ メ ータ、 数値を選択するか入力
F → 入力値を保存

6. 機能マ ト リ ク ス を終了し ます。
- Esc キー （X ） を 3 秒以上押し続ける と、 →  ホームポジシ ョ ンに戻 り ます。
- Esc キー （X ） を繰 り 返し押すと、 →  一段階ずつホームポジシ ョ ンに戻 り ます。

a0001210

図 44 ： 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ クス）
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5.2.1 一般的注意事項

" ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ " メ ニューは、必須の標準項目を使用する設定に適し ています。 これに対し て、複 
雑な測定では、 必要に応じ て設定し、 プロセスパラ メ ーターに合わせてカス タマイ ズでき る追加
機能が必要です。 こ のため、 機能マ ト リ ク スには多数の追加機能があ り ます。 本書では分か り や
す く い く つかの メ ニューレベル （ブロ ッ ク、 グループ、 機能グループ） に分類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• 52 ページの説明に従って機能を選択し て く ださい。

機能マ ト リ ク スの各セルは、 デ ィ スプレ イ上の番号または文字コード で識別でき ます。
• 特定の機能をオフにする こ と ができ ます。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他の機能

グループの機能も表示されな く な り ます。
• 機能によ っては、 入力データ を確認する よ う 求められます。 確定するには、 O / S を押し て 

" ﾊｲ " を選択し、 次に F を押し ます。 これで、 新たな設定が保存、 あ るいはその機能がス ター

ト し ます。
• 5 分間キー操作を行なわない と、 自動的にホームポジシ ョ ンに戻 り ます。

• 60 秒間キー操作を行わない と、 プロ グ ラ ミ ングモード が自動的に無効にな り 、 次に HOME ポ

ジシ ョ ンに戻 り ます。

" 警告 ! 
機能マ ト リ ク ス自体はも と よ り 、 すべての機能については、 本操作説明書の別冊、 「機能説明
書」 で詳し く 説明し ます。

! 注意 ! 
• 変換器は、 データの入力中でも測定を続行し ます。 つま り 、 現在の測定値は、 信号出力に

よ って通常の方法で出力されます。
• 電源障害が発生し た場合、 プ リ セ ッ ト 値と パラ メ ータ値はすべて EEPROM に保存されます。

5.2.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スへのア ク セス を ロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を無効にする と、
不注意によ る機器の機能、 数値または工場設定値の変更が不可能にな り ます。 設定を変更する
には、 ア ク セス コード （初期設定値 = 55） を入力し ます。
選択し た コード番号を使用する こ と によ り 、 権限のない人はデータにア ク セスでき な く な り ま
す （→ 『機能説明書』 を参照）。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている と きに機能で O / S キーを押すと、 コード入力のプロ ンプ

ト が自動的に表示されます。
• ユーザコード と し て "0" を入力する と、 常にプロ グ ラ ミ ングが可能にな り ます。

• ユーザーコード を紛失し た場合は、 弊社サービ ス部にお問い合わせ く ださ い。

" 警告 ! 
あ る種のパラ メ ータ （例えばすべてのセンサ特性など） を変更する と、 測定システム全体にわ
た る多 く の機能、 特に測定精度に影響を及ぼし ます。
通常はこれらのパラ メ ータ を変更する必要がないので、 弊社サービ ス部だけにわかる特別な
コード で保護されています。 ご不明な点は弊社サービ ス部にお問い合わせ く ださい。

5.2.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

60 秒間キー操作を行わない と、 プロ グ ラ ミ ングモード が無効にな り 、 次に HOME ポジシ ョ ンに
自動的に戻 り ます。
" ｱｸｾｽｺｰﾄﾞ " 機能にユーザコード以外の数字を入力する操作でも、 プロ グ ラ ミ ングを無効にする
こ と ができ ます。
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5.3 エラー メ ッ セージ

5.3.1 エラーの種類

設定中または測定動作中に発生し たエラーは即座に表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシス 
テム またはプロセスエラーが発生し た場合、 最優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に表示
されます。

エラーには以下の 2 種類があ り ます。
• システムエラー : こ のグループには、 通信エラー、 ハード ウ ェアのエラーなど、 装置のすべて

のエラーが含まれます → 89 ページを参照。
• プロセスエラー : こ のグループには、 不均一な流体など、 アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのエラー

が含まれます → 94 ページを参照。

a0001211

図 45 ： エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラーの種類 : P = プロセスエラー、 S = システムエラー

2 エラー メ ッ セージの種類 :  $ = ア ラーム メ ッ セージ、 ! = 注意 メ ッ セージ

3 エラーの説明

4 エラー番号 

5 最新エラーが発生し てからの経過時間 （時間 : 分 : 秒）

5.3.2 エラー メ ッ セージの種類

特定のエラーを異なる重要度 （アラームメッセージまたは注意メッセージ） にする こ と ができ
ます。 重要度の変更には、 機能マ ト リ ク ス を使用し ます （『機能説明書』 を参照）。
モジ ュール不良のよ う な重大なシステムエラーは、 機器によ って常に 「ア ラーム メ ッ セージ」 に
指定され、 分類されます。

注意 メ ッ セージ （!）
• 感嘆符 （!） で表示されるエラーの種類 （S: システムエラー、 P: プロセスエラー）

• こ のエラーは、 機器の入力あ るいは出力には一切影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （$）
• 稲光マーク （$） で表示されるエラーの種類 （S: システムエラー、 P: プロセスエラー）

• こ のエラーは機器の入力または出力に直接影響し ます。

出力応答 （フ ェールセーフモード） を機能マ ト リ ク スで指定する こ と ができ ます → 94 ページ   
を参照。

! 注意 ! 
• 障害の状態を リ レー出力と し て出力でき ます。

• エラー メ ッ セージが表示された場合は、 NAMUR NE 43 に基づき ア ラーム信号の上下レベルの

いずれかを電流出力と し て出力でき ます。

1

2 4 5 3

+24.502
XXXXXXXXXX
#000 00:00:05

P

+24.502
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5.3.3  エラー メ ッ セージの確認

設備およびプロセスの安全のために、 ア ラーム メ ッ セージ （$） の解除や確認を行 う には常に現
場で F キーを押さ なければな ら ないよ う に測定装置を設定する こ と ができ ます。 このよ う に設
定する と、 現場操作によ ってのみデ ィ スプレ イからエラー メ ッ セージが消えます。
このオプシ ョ ンは、 " ｲｼﾞｮｳﾉｼﾞｭﾘｮｳ " 機能で切替え る こ と ができ ます （『機能説明書』 を参照）。

! 注意 ! 
• ア ラーム メ ッ セージ （$） は、 ステータ ス入力でも リ セ ッ ト と確認ができ ます。

• 注意 メ ッ セージ （!） は確認する必要があ り ません。 ただし、 エラーの原因を取除かない限 り

注意 メ ッ セージが表示されたま まにな り ます。

5.4 通信

現場操作に加えて、 HART 通信によ り 機器の設定及び測定変数の読み込みを行 う こ と ができ ま
す。 通信には、 4-20 mA の HART 電流出力を使用し ます （→ 44 ページを参照）。
HART 通信を使用し て、 機器の設定 と診断を行 う ために、 測定データ と機器データ を HART 機
器と使用機器間で転送する こ と ができ ます。 HART 機器、 た と えば、 ハン ドヘル ド ター ミ ナル
や PC のソ フ ト ウ ェ ア （FieldCare など） には、 HART 対応機器の全情報にア ク セスする ためのデ
バイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンフ ァ イル （DD フ ァ イル） が必要と な り ます。 情報は 「コマン ド」 を
使って転送されます。 コマン ド グループには以下の 3 種類があ り ます。

コマン ド グループには以下の 3 種類があ り ます。
• 共通コマン ド

HART 機器はすべて、 このコマン ド をサポー ト し ています。 Universal commands には、 た と え
ば以下の機能があ り ます。
- HART 機器の識別
- 測定値 （デジ タル） の読み取 り （体積流量、 積算計等）

• 一般実行コマン ド ：

こ のコマン ド は、 ほ と んどのフ ィ ール ド機器でサポー ト されている機能です。
• 機器固有コマン ド ：

これらのコマン ド は、 機器固有の機能にア ク セスする ためのコマン ド です。 これらは、 HART
の標準ではあ り ません。 これらのコマン ド は、 空 / 満管校正値、 ローフ ローカ ッ ト オフ設定な  
ど、 各フ ィ ール ド機器の現場情報にア ク セス し ます。

! 注意 ! 
本機器は、 3 つのコマン ドすべてにア ク セスでき ます。
Universal commands と  Common practice commands の リ ス ト については、 59 ページを参照し て く
ださい。



操作 プロ ラ イ ン プロマグ 55

56 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.4.1 操作オプシ ョ ン

機器固有コマン ド も含めて、 機器を完全に操作する ために、 DD フ ァ イルを使用する こ と ができ 
ます。 この DD フ ァ イルによ って、 以下の機器およびソ フ ト ウ ェ アが使用でき ます。

! 注意 ! 
• HART プロ ト コルを使用する場合は、" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " 機能 （電流出力 1） を "4-20 mA HART" ま

たは "4-20 mA （25 mA） HART" に設定する必要があ り ます。
• HART によ る上書き禁止は、入出力基板のジャ ンパで有効 / 無効を切 り 替え る こ と ができ ます 

→ 67 ページを参照。

Field Xpert HART コ ミ ュニケータ

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルで機能選択する場合、多数の メ ニューレベルおよび特殊な HART 
機能マ ト リ ク ス を使用する こ と にな り ます。 
HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルのキ ャ リ ングケースに入っている HART マニュ アルには、 その
機器に関する詳細が記載されています。

操作プログラム 「FieldCare」

Fieldcare は弊社の FDT ベースのプ ラ ン ト アセ ッ ト マネジ メ ン ト ツールで、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト    
フ ィ ール ド機器の設定と診断ができ ます。 ステータ ス情報を使用する こ と によ って、 簡単なツー
ルで機器を効果的に監視する こ と も でき ます。 プロ ラ イ ン流量計には、 サービ ス イ ン ターフ ェ イ
ス FXA193 等を介し てア ク セス し ます。

操作プログラム 「SIMATIC PDM」 （シー メ ンス）

SIMATIC PDM は メ ーカに依存し ない標準化されたツールで、 イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド 機器  
の操作、 設定、 メ ンテナン ス、 および診断を行います。

操作プログラム 「AMS」 （エマソ ンプロセスマネジ メ ン ト ）

AMS （アセ ッ ト マネジ メ ン ト ソ リ ューシ ョ ン） は、 装置の操作と設定用のプロ グ ラ ムです。
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5.4.2 現在の機器記述（DD） フ ァ イル

以下の表には、各操作ツールに適し た機器記述 （DD） フ ァ イル と、その入手先が示されています。

HART プロ ト コル ：

対応するソフトウェアの
バージョン

1.02.XX → " ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｪｱ " 機能 (8100)

HART の機器データ
製造者 ID ：

機器 ID ：

11hex （ENDRESS+HAUSER）

44hex

→ " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID" 機能 (6040)

→ " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID" 機能 (6041)

HART バージョンデータ 機器 改訂番号 3/ DD 改訂番号 1 

（デバイ ス リ ビジ ョ ン 6/DD リ ビジ ョ ン 1）

ソフトウェアリリース 06.2009

オペレーティング 
ソフトウェア

デバイス記述ファイルの入手先

ハン ドヘル ド ター ミ ナル 

DXR 375

• ハン ドヘル ド ター ミ ナルの更新機能を使用する

FieldCare / DTM • www.endress.com → ダウ ン ロード

• CD-ROM （エン ド レ スハウザー社オーダー番号 56004088）

• DVD （エン ド レ スハウザー社オーダー番号 70100690）

AMS www.endress.com → ダウ ン ロード

SIMATIC PDM www.endress.com → ダウ ン ロード

テスタ / シミュレータ デバイス記述ファイルの入手先

フ ィ ール ド チェ ッ ク Fieldflash モジ ュールの流量計 FXA193/291 DTM 経由で FieldCare によ り 更新
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5.4.3 機器変数と プロセス変数

機器変数
次の機器変数が HART 通信で使用可能です ：

プロセス変数

プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割 り 当て られています ：
• 一次プロセス変数 （PV） → 体積流量

• 二次プロセス変数 （SV） → 積算計 1

• 三次プロセス変数 （TV） → 質量流量

• 四次プロセス変数 （FV） → 割 り 当てな し

! 注意 ! 
コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機器変数の割当を設定または変更する こ と ができ ま
す → 62 ページを参照。

機器変数と
プロセス変数

機器変数

0 OFF （割 り 当てな し）

1 体積流量

2 質量流量

3 導電率

12 固形分の質量流量

13 固形分の質量流量の割合 (%)

14 固形分の体積流量

15 固形分の体積流量の割合 (%)

17 搬送流体の質量流量

18 搬送流体の質量流量の割合 (%)

19 搬送流体の体積流量

20 搬送流体の体積流量の割合 (%)

88 ｺｰﾄ ﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ

（コーテ ィ ング偏差 電極 1）

89 ｺｰﾄ ﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ

（コーテ ィ ング偏差 電極 2）

90 ﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾃﾞﾝｲ ﾍﾝｻ

（電極電位偏差 電極 1）

91 ﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾃﾞﾝｲ ﾍﾝｻ

（電極電位偏差 電極 2）

92 ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ ﾍﾝｻ

（体積流量偏差）

250 積算計 1

251 積算計 2

252 積算計 3
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5.4.4 HART コマン ド（Universal / Common practice commands）

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

Universal コマンド

0 個別のデバイ ス ID の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し デバイ ス ID は、 機器および メ ーカーに関する情報を示

すもので、 変更する こ と はでき ません。

レ スポン スは、 12 バイ ト のデバイ ス ID よ り 構成されま

す。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト : デバイ ス タ イプ ID、 例 : 44 = プロマグ 55

- 3 バイ ト ： プ リ アンブル数

- 4 バイ ト ： 共通コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト : 機器に固有のコマン ド の リ ビジ ョ ン番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロセス変数の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 1-4 バイ ト ： 一次プロセス変数 

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用し て、 機器変数の割 り 当てをプロ

セス変数に変換する こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表さ

れます。

2 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 測定範囲のパーセン

ト 値と し て読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロセス変数の実際の電流値

（単位 : mA）

- 4 ～ 7 バイ ト : 測定範囲に対する割合

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプロセス変数へ

の割 り 付けを設定する こ と ができ ます。

3 一次プロセス変数を電流 

（単位 : mA） と  4 つの動的プロ

セス変数 （コマン ド 51 であ ら

かじめ設定） と し て読取る

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 24 バイ ト はレ スポン ス と し て送信 ：

- 0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流値 （mA）

- 4 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 5-8 バイ ト ： 一次プロセス変数

- 9 バイ ト ： 二次プロセス変数の HART 単位コード

- 10-13 バイ ト ： 二次プロセス変数

- 14 バイ ト ： 三次プロセス変数の HART 単位コード

- 15-18 バイ ト ： 三次プロセス変数

- 19 バイ ト ： 四次プロセス変数の HART 単位コード

- 20-23 バイ ト ： 四次プロセス変数

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 = 体積流量

• 二次プロセス変数 = 積算計 1

• 三次プロセス変数 = 質量流量

• 四次プロセス変数 = 割 り 当てな し

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプロセス変数

への割 り 付けを設定する こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表さ

れます。

6 HART シ ョ ー ト フ ォームア ド レ

スの設定

ア ク セス タ イプ = 書き込み

0 バイ ト ： 要求ア ド レ ス （0 ～ 15）

初期設定 ：

0

! 注意 ! 

ア ド レ スに 0 よ り 大きい値を指定する と （マ

ルチ ド ロ ッ プモード）、 1 次プロセス変数の電

流出力が 4 mA に設定されます。

0 バイ ト ： 有効なア ド レ ス
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11 タ グ （測定点の呼称） を使用し

て、 一意のデバイ ス ID を読み

取 り ます。

ア ク セス タ イプ = 読み込み

0-5 バイ ト ： タ グ デバイ ス ID は、 機器および メ ーカーに関する情報を示

すもので、 変更する こ と はでき ません。

与え られた タ グが、 機器に保存されている タ グ と一致

する と 、 12 バイ ト のデバイ ス ID によ り 構成された応答

があ り ます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID、 44 = プロマグ 55 

- 3 バイ ト ： プ リ アンブル数

- 4 バイ ト ： 共通コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト : 機器に固有のコマン ド の リ ビジ ョ ン番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザー メ ッ セージの 

読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 0-24 バイ ト ： ユーザー メ ッ セージ

! 注意 ! 

コマン ド 17 を使用しユーザー メ ッ セージを書き込むこ

と ができ ます。

13 タ グ、 記述子および日付の読み

込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 記述子

- 18-20 バイ ト ： 日付

! 注意 ! 

コマン ド 18 を使用し て、 タ グ、 タ グの種類および日付

を書き込むこ と ができ ます。

14 一次プロセス変数上のセンサ情

報の読み込み

な し - 0-2 バイ ト ： センサシ リ アルナンバー

- 3 バイ ト ： センサ リ ミ ッ ト と 一次プロセス変数の測定

範囲の HART 単位コード

- 4-7 バイ ト ： 上限値

- 8-11 バイ ト ： 下限値

- 12-15 バイ ト ： 最小スパン

! 注意 ! 

• データは 1 次プロセス変数 （体積流量） に関する も

のです。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表さ

れます。

15 一次プロセス変数の出力情報の

読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0 バイ ト ： ア ラームセレ ク シ ョ ン ID

- 1 バイ ト ： ト ラ ン ス フ ァーフ ァ ン ク シ ョ ン ID

- 2 バイ ト ： 一次プロセス変数の、 設定された測定範囲

用の HART 単位コード

- 3 ～ 6 バイ ト : 測定範囲の上限、 20 mA の値

- 7 ～ 10 バイ ト : 測定範囲の下限、 4 mA の値

- 11 ～ 14 バイ ト : 減衰定数 [s]

- 15 バイ ト ： 書き込み禁止 ID

- 16 バイ ト ： OEM デ ィ ーラー ID、 17 = E+H

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプロセス変数

への割 り 付けを設定する こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表さ

れます。

16 機器の製造番号の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 0-2 バイ ト ： 製造番号 

 

 

 

 

 

 

 

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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17 ユーザー メ ッ セージの書き込み

ア ク セス = 書き込み

機器に任意の最大 32 文字のテキス ト を保存し

ます。

0-23 バイ ト ： 要求されたユーザー メ ッ セージ

機器内の最新のユーザー メ ッ セージを表示し ます ：

0-23 バイ ト ： 機器内の現在のユーザー メ ッ セージ

18 タ グ、 記述子と 日付の書き込み

ア ク セス = 書き込み

こ のパラ メ ータ を使用し て、 8 文字のタ グ と 、

16 文字の記述子と日付を保存する こ と ができ

ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 記述子

- 18-20 バイ ト ： 日付

機器内の最新の情報を表示し ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 記述子

- 18-20 バイ ト ： 日付

一般共通コマンド

34 一次プロセス変数の減衰定数の

書込み

ア ク セス = 書き込み

0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロセス変数の減衰定数 

[s]

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

装置に保存されている減衰定数を表示し ます。

0 ～ 3 バイ ト : 減衰定数 [s]

35 一次プロセス変数の測定範囲の

書き込み

ア ク セス = 書き込み

測定範囲の書き込み ：

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位

コード

- 1 ～ 4 バイ ト : 上限値、 20 mA の値

- 5 ～ 8 バイ ト : 下限値、 4 mA の値

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプ

ロセス変数への割 り 付けを設定する こ と が

でき ます。

• HART 単位コード がプロセス変数に対し て

正し く ない場合、 機器は前回有効であった

単位を使用し続けます。

現在設定されている測定範囲の設定がレ スポン ス と し

て表示されます ：

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の、 設定された測定範囲

用の HART 単位コード

- 1 ～ 4 バイ ト : 上限値、 20 mA の値

- 5 ～ 8 バイ ト : 下限値、 4 mA の値

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表され

ます。

38 装置のステータ スの リ セ ッ ト  

（構成の変更）

ア ク セス = 書き込み

な し な し

40 一次プロセス変数の出力電流の

シ ミ ュ レーシ ョ ン

ア ク セス = 書き込み

一次プロセス変数の出力電流のシ ュ ミ レー

シ ョ ン。

値 0 を入力する と、 シ ュ ミ レーシ ョ ンモード

が終了し ます。

0-3 バイ ト ： 出力電流 [mA]

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプロセ

ス変数への割 り 付けを設定する こ と ができ ま

す。

一次プロセス変数の瞬時電流値が、 レ スポン ス と し て

表示されます。

0-3 バイ ト ： 出力電流 [mA]

42 マス タ リ セ ッ ト の実行

ア ク セス = 書き込み

な し な し

44 一次プロセス変数の単位の書き

込み

ア ク セス = 書き込み

一次プロセス変数の単位の設定

プロセス変数に適し た単位だけが装置に送信

されます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

初期設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量

! 注意 ! 

• 書き込まれた HART 単位コード がプロセス

変数に対し て正し く ない場合、 機器は前回

有効であった単位を使用し続けます。

• 一次プロセス変数の単位を変更し て も、 シ

ステム単位には影響し ません。

応答と し て、 一次プロセス変数の単位コード を表示し

ます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表され

ます。

48 装置の追加ステータ スの読取 り

ア ク セス = 読み込み

な し 装置のステータ スは、 応答と し て拡張フ ォームで表示

されます。

コード : 63 ページの表を参照し て く だ さい。 

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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50 4 つのプロセス変数に対する機

器変数の割当を読取る

ア ク セス = 読み込み

な し プロセス変数の割当を表示し ます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 ： コード 1 体積流量 

• 二次プロセス変数 ： コード 250 （積算計 1）

• 三次プロセス変数 ： コード 2 （質量流量）

• 四次プロセス変数 ： コード 0 オフ

（割 り 当てな し）

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 機器変数のプロセス変数へ

の割 り 付けを設定する こ と ができ ます。

51 4 つのプロセス変数に対する機

器変数の割当を書込む

ア ク セス = 書き込み

4 つのプロセス変数に対する機器変数の割当

を設定し ます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器

変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器

変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器

変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器

変数コード

サポー ト する機器変数のコード : 

58 ページを参照し て く ださい。

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 = 体積流量

• 二次プロセス変数 = 積算計 1

• 三次プロセス変数 = 質量流量

• 四次プロセス変数 = 割 り 当てな し

応答と し て、 プロセス変数の割当を表示し ます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

53 機器変数単位の書き込み

ア ク セス = 書き込み

指定し た機器変数の単位を設定し ます。 機器

変数に適する単位だけが送信されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

サポー ト する機器変数のコード : 

58 ページを参照し て く ださい。

! 注意 ! 

• 書き込まれた単位コード がデバイ ス変数に

対し て正し く ない場合、 機器は前回有効で

あった単位を使用し続けます。

• 機器変数の単位を変更し て も、 システム単

位には影響し ません。

機器変数の最新の単位コード が表示されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード 「240」 で表され

ます。

59 メ ッ セージレ スポン スへのプ リ

アンブル数の書き込み

ア ク セス = 書き込み

こ のパラ メ ータは、 レ スポン ス メ ッ セージに

挿入されるプ リ アンブル数を設定し ます。

0 バイ ト ： プ リ アンブル数 （2 ～ 20）

応答と し て、 応答 メ ッ セージ内のプ リ アンブル数を表

示し ます。

0 バイ ト ： プ リ アンブル数 
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5.4.5 装置のステータ ス / エラー メ ッ セージ

拡張機器ステータ ス、 エラー メ ッ セージはコマン ド 「48」 を介し て読み込むこ と ができ ます。 
表示される情報は、 一部ビ ッ ト コード化されています （下表参照）。

! 注意 ! 
装置のステータ ス、 エラー メ ッ セージ と その表示を消す方法については 88 ページを参照し て く
ださい。

バイト - ビット エラー No. エラーの概要（詳細は 88 ページを参照）

0-0 001 重大な機器エラー

0-1 011 測定アンプの EEPROM が不良

0-2 012 測定アンプの EEPROM データにア ク セスする と きのエラー

0-3 割当な し –

0-4 割当な し –

0-5 割当な し –

0-6 割当な し –

0-7 割当な し –

1-0 割当な し –

1-1 031 S-DAT ： 欠陥または、 喪失

1-2 032 S-DAT ： 保存された値へのア ク セスエラー

1-3 041 T-DAT: 故障または取付な し

1-4 042 T-DAT: 保存値へのア ク セスエラー

1-5 割当な し –

1-6 割当な し –

1-7 割当な し –

2-0 割当な し –

2-1 割当な し –

2-2 割当な し –

2-3 割当な し –

2-4 割当な し –

2-5 割当な し –

2-6 割当な し –

2-7 割当な し –

3-0 割当な し –

3-1 割当な し –

3-2 割当な し –

3-3 111 積算計チェ ッ ク サムエラー

3-4 121 入出力基板と アンプ基板に互換性な し

3-5 割当な し –

3-6 205 T-DAT: データのダウ ン ロード に失敗

3-7 206 T-DAT: データのア ッ プロード に失敗

4-0 割当な し –

4-1 割当な し –

4-2 割当な し –

4-3 251 アンプ基板の内部通信エラー

4-4 261 アンプ基板と入出力基板間でのデータ通信エラー

4-5 割当な し –

4-6 割当な し –

4-7 割当な し –
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5-0 321 センサのコ イル電流が許容範囲を超えています。

5-1 840 測定電極 1 の減衰時定数が範囲外

5-2 841 測定電極 2 の減衰時定数が範囲外

5-3 割当な し –

5-4 割当な し –

5-5 割当な し –

5-6 845 付着検出が異常

5-7 339

フ ローバッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量値 （脈動流測定モード） が、 60 秒

以内に ク リ アまたは出力でき なかった。

6-0 340

6-1 341

6-2 342

6-3 343

周波数バッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量値 （脈動流測定モード） が、 60 秒

以内に ク リ アまたは出力でき なかった。

6-4 344

6-5 345

6-6 346

6-7 347

パルスバッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量値 （脈動流測定モード） が、 60 秒

以内に ク リ アまたは出力でき なかった。

7-0 348

7-1 349

7-2 350

7-3 351

電流出力 ：

実際の流量値が範囲外

7-4 352

7-5 353

7-6 354

7-7 355

FREQ （周波数） 出力

実際の流量値が範囲外

8-0 356

8-1 357

8-2 358

8-3 359

パルス出力 ：

パルス出力周波数が範囲外

8-4 360

8-5 361

8-6 362

8-7 割当な し –

9-0 割当な し –

9-1 割当な し –

9-2 割当な し –

9-3 割当な し –

9-4 割当な し –

9-5 割当な し –

9-6 割当な し

9-7 割当な し

10-0 割当な し –

10-1 割当な し –

10-2 割当な し –

10-3 割当な し –

10-4 割当な し –

10-5 割当な し –

バイト - ビット エラー No. エラーの概要（詳細は 88 ページを参照）
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10-6 割当な し –

10-7 401 計測チューブが部分満管、 または空

11-0 846 ノ イ ズレベルが警告レベルの範囲外

11-1 割当な し –

11-2 461 流体の導電率が低すぎ るか高すぎ る ために、 EPD 調整不可

11-3 割当な し –

11-4 463 満管 / 空パイプの EPD 調整値が同一であ り 、 不正

11-5 割当な し –

11-6 割当な し –

11-7 割当な し –

12-0 割当な し –

12-1 割当な し –

12-2 割当な し –

12-3 割当な し –

12-4 割当な し –

12-5 割当な し –

12-6 割当な し –

12-7 501 アンプソ フ ト ウ ェアの新バージ ョ ンのロード中。 他のコマン ド は使用

不可。

13-0 502 装置データのア ッ プロード中 / ダウ ン ロード中。 他のコマン ド は使用

不可。

13-1 割当な し –

13-2 割当な し –

13-3 割当な し –

13-4 割当な し –

13-5 割当な し –

13-6 割当な し –

13-7 割当な し –

14-0 割当な し –

14-1 割当な し –

14-2 割当な し –

14-3 601 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが起動し ています。

14-4 割当な し –

14-5 割当な し –

14-6 割当な し –

14-7 611

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
15-0 612

15-1 613

15-2 614

15-3 621

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
15-4 622

15-5 623

15-6 624

15-7 631

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
16-0 632

16-1 633

16-2 634

バイト - ビット エラー No. エラーの概要（詳細は 88 ページを参照）
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16-3 641

ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
16-4 642

16-5 643

16-6 644

16-7 651

リ レー出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンがア ク テ ィ ブ
17-0 652

17-1 653

17-2 654

17-3 661 電流入力のシ ミ ュ レーシ ョ ンがア ク テ ィ ブ

17-4 662 –

17-5 663 –

17-6 664 –

17-7 671

ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
18-0 672

18-1 673

18-2 674

18-3 691 エラー （出力） への応答シ ミ ュ レーシ ョ ンがア ク テ ィ ブ

18-4 692 体積流量のシ ミ ュ レーシ ョ ンがア ク テ ィ ブ

18-5 割当な し –

18-6 割当な し –

18-7 割当な し –

19-0 割当な し –

19-1 割当な し –

19-2 割当な し –

19-3 割当な し –

19-4 割当な し –

19-5 割当な し –

19-6 割当な し –

19-7 割当な し –

20-0 割当な し –

20-1 割当な し –

20-2 割当な し –

20-3 割当な し –

20-4 割当な し –

20-5 割当な し –

20-6 割当な し –

20-7 割当な し –

22-4 61 F-CHIP が故障し ているか、 入出力基板に取付け られていない

24-5 363 電流入力 : 

実際の電流値が範囲外

バイト - ビット エラー No. エラーの概要（詳細は 88 ページを参照）
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5.4.6 HART 書込み禁止の切替

入出力基板のジ ャ ンパ設定によ り 、 HART 書込み禁止のオン / オフ を切替え る こ と ができ ます。

# 危険 ! 
感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品のカ
バーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます → 99 ページを参照。

3. ジ ャ ンパを使用し て、 HART 書込み禁止のオン / オフを切替えます （図 47 を参照）。

4. 入出力基板の取付けは取 り 外し と逆の順序で行います。

a0001212

図 46 ： HART 書込み禁止の切替

1 書込み禁止オフ （デフ ォル ト ）。 HART プロ ト コルのロ ッ ク解除。

2 書込み禁止オン。 HART プロ ト コルのロ ッ ク。
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6 設定

6.1 機能確認

測定を開始する前に、 最終チェ ッ ク を行って く ださい。
• 「取 り 付け後の確認」 のチェ ッ ク リ ス ト → 35 ページを参照

• 「接続後の確認」 のチェ ッ ク リ ス ト → 48 ページを参照

6.2 機器の電源投入

接続後の確認が完了すれば、 電源をオンにし ます。 これで機器は動作する状態 と な り ます。

機器は電源投入後の自己テス ト をい く つか実行し ます。 次の様な メ ッ セージが順番に表示部に表
示されます。

起動が完了する と、 通常の測定モード にな り ます。
各種測定値やステータ ス変数 （ホームポジシ ョ ン） がデ ィ スプレ イに表示されます。

! 注意 ! 
起動に失敗し た場合は、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

 ĪĽĹĭĖļ 55
 
 START UP
 RUNNING

ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

▼

 ĪĽĹĭĖļ 55

 ġļĨļĐěĝĪĢđĈď
 V XX.XX.XX

現在の ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン ( 例 )

▼

 ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ
 ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ
 ĶĸĎĚċĠĶČĖ
 ěġĎĞěĤċđĶČĖ

イ ン ス ト ール済みの入出力モジ ュールの リ ス ト

▼

 Ěěġį OK

 → ēīĽĸĎĚČĻ

通常の測定モード の開始

▼

 0 l/s

 → ěĞĎĢďčĪĽĘĐķ

コ イル電流の起動

▼
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6.3 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

測定装置にローカルデ ィ スプレ イがない場合は、 個々のパラ メ ータや機能を弊社の FieldCare な
どの設定プロ グ ラ ムを使用し て設定する必要があ り ます。
測定装置にローカルデ ィ スプレ イがあ る場合は、 標準動作用の主要な装置パラ メ ータはすべて、
以下のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューから簡単に設定する こ と ができ ます。 それ以外の機能も
設定でき ます。

6.3.1 “基本設定” ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 標準的な測定作業で設定が必要な主要機器機能すべて
の設定手順を体系的に案内する ものです。

! 注意 ! 

• パラ メ ータの呼出中に ESC キーの組合せを押すと 、 デ ィ スプレ イ表示は " ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ?" （1002) 

に戻 り ます。 保存されているパラ メ ータは有効です。

• 本書に記載されている他の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、 " ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ?" を実行する必

要があ り ます。

m " ｼｭｯｶｼﾞﾉｾｯﾃｲ " は選択済みの単位をすべて初期設定にし ます。 

" ｹﾞﾝｻﾞｲﾉｾｯﾃｲ " でユーザーが事前に設定し たを単位を確定し ます。

n 現在未設定の単位だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。 質量と 体積の単位は、 対応す

る流量の単位から決定されます。

o 単位をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。

単位をすべて設定する と 、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

p こ のプロ ンプ ト は、 電流出力、 またはパルス / 周波数出力が使用でき る場合にだけ表示されます。 

現在未設定の出力だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。

q 出力のパラ メ ータ をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。

出力をすべて設定する と 、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

r " ﾋｮｳｼﾞ ｼﾞﾄﾞｳｾｯﾃｲ " オプシ ョ ンには、 以下の基本設定 / 工場出荷時の設定が含まれています。

ﾊｲ 1 行目の表示 : 体積流量

2 行目の表示 : 積算計 1

3 行目の表示 : システムの状態

ｲｲｴ 既存の （選択し た） 設定が有効です。
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図 47 ： 簡単設定用ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー
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6.3.2 " 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

ピ ス ト ンポンプ、 ダ イヤフ ラ ムポンプ、 ホースポンプなど、 特定の構造を持つポンプでは、 ポン
プ動作によ り 流量が周期的に大き く 変動し ます。 これらのポンプでは、 バルブの開閉時に逆流が
発生する こ と があ り ます。

! 注意 ! 
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの前に、 " キホン ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " を実行し て く ださい
→ 69 ページを参照。

a0001213

図 48 ： 各種ポンプの流量特性

A 脈流が大きい場合

B 脈流が小さい場合

1 1 気筒カム式ポンプ

2 2 気筒カム式ポンプ

3 マグネ ッ ト ポンプ

4 ホースポンプ、 フ レキシブルホース を接続

5 多気筒ピ ス ト ン ポンプ

脈流が大きい場合

"ﾐｬｸﾘｭｳ" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューで装置の機能をい く つか設定する と、流量範囲全体で変 
動を補正し て脈動流を正確に測定でき る よ う にな り ます。 このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの
使用方法については、 を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
流体の特性が正確に分から ない場合は、 " ﾐｬｸﾘｭｳ " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用する こ と をお勧
めし ます。

脈流が小さい場合

ギヤポンプ、 3 気筒以上のポンプなど、 流量の変動が小さい場合は、 " ﾐｬｸﾘｭｳ " メ ニューの設定
は必須ではありません。
ただし、 安定し た出力信号を得る ために、 その位置のプロセス条件に合わせて以下の機能を調整
する こ と （『機能説明書』を参照）をお勧めし ます。これは特に、電流出力の場合検討し て く ださい。

• 測定システムのダンピング : " ｼｽﾃﾑﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " 機能  値を増加

• 電流出力のダンピング : " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 → 値を増加
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" ﾐｬｸﾘｭｳ " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの使用方法

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 脈動流の測定で設定の必要があ る装置機能すべての設定
手順を系統的に実行し ます。 この設定は、 測定範囲、 電流範囲、 フルスケール値など、 設定済み
の値には影響し ません。

a0006533-en

図 49 ： 変動が大きい脈動流を測定するためのク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ推奨設定値 →  次ページを参照
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! 注意 ! 

• パラ メ ータの呼出中に ESC キー （Q） を押すと 、 デ ィ スプレ イ表示は " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " (1003) に戻 り

ます。

• こ の設定 メ ニューは、 " ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ " メ ニューから直接、 または " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " (1003) メ

ニューから手動で呼び出すこ と ができ ます。

• こ の設定 メ ニューを呼び出すと 、" ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " のパラ メ ータはすべて推奨設定に リ セ ッ ト されます

（→ 73 ページを参照）。

① 現在未設定の出力だけが、 次のサイ クルで選択する よ う に要求されます。

② 出力のパラ メ ータ を両方設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。 出力をすべて設定する

と、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

③ 現在未設定の出力だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。

④ 出力をすべて設定する まで、" ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。出力をすべて設定する と 、" ｲｲｴ " だ

けが表示されます。
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" 脈流 " クイックセットアップメニュー

HOME ポジシ ョ ン → F → ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ → O → ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ → N→ ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ (1003)

機能番号 機能名 OS を使用し て選択

次の機能に進むには F を押す

1003 ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾊｲ

F を押し て確定する と 、 以降の機能がすべ

て順番に呼出されます。

▼

基本設定

2002 ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ 1 s

6606 ｽﾍﾟｼｬﾙﾌｨﾙﾀｰ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾛｰ

3002 ｾｷｻﾝｹｲ 1 （DAA） +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （積算計 1）

3002 ｾｷｻﾝｹｲ 2 （DAB） +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （積算計 2）

3002 ｾｷｻﾝｹｲ 3 （DAC） +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （積算計 3）

" ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1...n" の信号の種類

4004 ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4005 ｼﾞﾃｲｽｳ 1 s

" ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1...n" の信号の種類（" ĚċđĨěđ " 動作モード用）

4206 ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4208 ｼﾞﾃｲｽｳ 0 s

" ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1...n" の信号の種類（" ĨĽķě " 動作モード用）

4225 ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

その他の設定

8005 ｱﾗｰﾑﾁｴﾝｾｯﾃｲ 0 s

6400 LF ｶｯﾄｵﾌﾉﾜﾘｱﾃ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ 推奨設定

a0004432-en

* フルス ケール値 → 18 ページを参照

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉｱﾀｲ 50%

6404 ﾌﾟﾚｯｼｬﾊﾟﾙｽｻﾌﾟﾚｽ 0 s

▼

HOME ポジシ ョ ンに戻るには

→ Esc キー （X） を 3 秒以上押続けます。 または、

→ Esc キー （X） を繰返し押し ます。 機能マ ト リ ク スから順次抜出ます。

≈
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6.3.3 データのバッ クア ッ プ と送信

T-DAT の保存 / 読込み機能を使用し て、 T-DAT （交換可能 メ モ リ ） と  EEPROM （装置の保存ユ    
ニ ッ ト ） と の間でデータ （装置のパラ メ ータ と設定） を送受信する こ と ができ ます。

以下のよ う な場合に送受信が必要です。
• バッ ク ア ッ プの作成 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT に送信されます。

• 変換器の交換 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に新しい変換器の 

EEPROM にデータが送信されます。
• データの複製 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に同一測定点の 

EEPROM にデータが送信されます。

! 注意 ! 
T-DAT の取付、 取外しについては、 99 ページを参照し て く ださ い。

a0001221-en

図 50 ： T-DAT の保存 / 読込み機能によるデータのバッ クア ッ プ と送受信 

読込みと保存のオプシ ョ ンについて

ﾖﾐｺﾐ : データ を T-DAT から EEPROM に送信し ます。

! 注意 ! 
• EEPROM に保存済みの設定はすべて削除されます。

• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のデータが有効な場合にだけ使用でき ます。

• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが EEPROM のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

と同じか新しい場合にのみ実行でき ます。 それ以外の場合は、 再起動後にエラー メ ッ セージ 
"TRANSM. SW-DAT" が表示され、 読込み機能は使用でき な く な り ます。

ﾎｿﾞﾝ : 
データ を EEPROM から T-DAT に送信し ます。
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6.4 基本設定

6.4.1 電流出力 : アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 入出力基板または電流サブモジュールのさ まざまなジ ャ ンパを使用し て、 ア ク テ ィ
ブまたはパッ シブ と し て設定でき ます。

# 危険 ! 
感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品のカ
バーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源を切 り ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます → 99 ページを参照

3. ジ ャ ンパを設定し ます →  図 52、 図 53

" 警告 ! 
- 電子部品が壊れる恐れがあ るので、 ジャ ンパは図の とお り に正し く 設定し て く ださい。

ジャ ンパの設定が正し く ない場合、 過電流によ り 、 測定装置または接続し ている外部装
置が破損する こ と があ り ます。

- 注文し た仕様コー ド によ り 、 入出力基板の電流サブモジュールの位置が異なる場合が 
あ り ます。 また、 変換器の端子箱の端子割当も それに伴って異な り ます → 43 ページを
参照。

4. 入出力基板の取付けは取 り 外し と逆の順序で行います。

a0001214

図 51 ： ジ ャ ンパによる電流出力の設定 （選択型の入出力基板）

1 電流出力 1、 HART

1.1 電流出力有効 （初期設定）

1.2 電流出力無効 （パッ シブ）

2 電流出力 2 （オプシ ョ ン、 プラ グ イ ンモジュール）

2.1 電流出力有効 （初期設定）

2.2 電流出力無効 （パッ シブ）
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a0006361

図 52 ： ジ ャ ンパによる電流出力の設定 （固定型の入出力基板）

1  電流出力有効 （初期設定）

2  電流出力無効 （パッ シブ）

1

2
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6.4.2 電流入力 : アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流入力は、 電流入力サブモジュールのさ まざまなジ ャ ンパを使用し て、 ア ク テ ィ ブまたはパッ
シブ と し て設定でき ます。

# 危険 ! 
感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品のカ
バーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源を切 り ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます → 99 ページを参照

3. ジ ャ ンパを設定し ます →  図 54

" 警告 ! 
- 電子部品が壊れる恐れがあ るので、 ジャ ンパは図の とお り に正し く 設定し て く ださい。

ジャ ンパの設定が正し く ない場合、 過電流によ り 、 測定装置または接続し ている外部装
置が破損する こ と があ り ます。

- 注文し た仕様コー ド によ り 、 入出力基板の電流入力サブモジュールの位置が異なる場合
があ り ます。 また、 変換器の端子箱の端子割当も それに伴って異な り ます → 43 ページ
を参照。

4. 入出力基板の取付けは取 り 外し と逆の順序で行います。

a0005124

図 53 ： ジ ャ ンパによる電流入力の設定 （入出力基板）

1 ア ク テ ィ ブ電流入力 （工場出荷時の設定）

2 パッ シブ電流入力
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6.4.3 リ レー接点 : 常時閉（NC） / 常時開（NO）

リ レー接点は、入出力基板または リ レーサブモジュールのジャ ンパを 2 つ使用し て、常時開（NO）  
または常時閉 （NC） と し て設定でき ます。 この設定はいつでも、" ｼｭﾂﾘｮｸﾘﾚｰｼﾞｮｳﾀｲ " 機能 (4740)  
で確認する こ と ができ ます。

# 危険 ! 
感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品のカ
バーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源を切 り ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます→ 99 ページを参照

3. ジ ャ ンパを設定し ます →  図 55、 図 56

" 警告 ! 
- 設定を変更する場合は、 必ず両方のジ ャ ンパの位置を変更し て く ださい。

図に従ってジャ ンパを正し く 設定し て く ださい。
- 注文し た仕様コード によ り 、 入出力基板の リ レーサブモジュールの位置が異なる場合が

あ り ます。 また、 変換器の端子箱の端子割当も それに伴って異な り ます → 43 ページを
参照。

4. 入出力基板の取付けは取 り 外し と逆の順序で行います。

a0001215

図 54 ： 選択型入出力基板のリ レー接点 （NC / NO） の設定

1 常時開 （NO） に設定 （ リ レー 1 の初期設定）

2 常時閉 （NC） に設定 （ リ レー 2 があ る場合の初期設定）

a0001216

図 55 ： 固定型入出力基板のリ レー接点 （NC / NO） の設定 

A: リ レー 1、 B: リ レー 2

1 常時開 （NO） に設定 （ リ レー 1 の初期設定）

2 常時閉 （NC） に設定 （ リ レー 2 の初期設定）
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6.4.4 固形分の流量測定

一部の産業分野では、 非常に不均一な、 または固形分を多量に含む未加工材料を定常的に搬送、
および処理し ています。 その例と し て、 鉱石ス ラ リ ー、 モルタル、 粘度の高いペース ト があ り ま
すが、 鉱業やポンプし ゅんせつなどでのアプ リ ケーシ ョ ンでは、 配管内の体積流量だけでな く 、
搬送する固形分の割合も測定し たい場合があ り ます。

固形分の流量を記録するには、 通常、 電磁流量計を放射分析式密度計 （流体全体の密度を測定）
と組合わせて使用し ます。 流体全体の密度、 固形分 （測定する流体） の密度、 および搬送流体の
密度が試験などによ り 既知の場合は、 体積流量、 質量流量、 および各成分の質量、 体積、 または
割合を算出する こ と ができ ます （図 57）。

プロマグ 55 による固形分の流量測定

プロマグ 55 の特殊機能を使用し て、 固形分の流量を計算し ます。 以下の条件を満た し ている必
要があ り ます。
• ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン " 固形分流量 " （F-CHIP）

• 電流入力 （注文時のオプシ ョ ン、 入出力モジュール No. 4 または No. 5）

• 流体全体の密度 （固形分を含む） を記録する密度計 （弊社のガンマパイ ロ ッ ト  M など）

• 試験などによ り 固形分の密度が既知であ る こ と。

• 試験または図表 （例 : 22 ℃の水） などによ り 、 搬送流体の密度が既知であ る こ と。

プロマグ 55 では、 以下のプロセス変数を計算し て出力信号 と し て送信でき ます。
• 流体全体の体積流量 （搬送流体と固形分）

• 搬送流体 （水など） の体積流量

• 固形分 （砂、 砂利、 石灰など、 搬送される固形分） の体積流量

• 流体全体の質量流量

• 搬送流体の質量流量

• 固形分の質量流量

• 搬送流体の割合 (%) （体積または質量）

• 固形分の割合 (%) （体積または質量）

a0006118

図 56 ： 密度計と流量計による固形分 （m） の流量測定。 固形分の密度 （ρS ） と搬送流体の密度 （ρC  ） が既   

知であれば、 これらの値を使用し て固形分の流量を算出できます。

1 流量計 （プロマグ 55S） が体積流量 （V） を測定。 固形分の密度 （ρS ） と搬送流体の密度 （ρC  ） を変換    

器に入力する必要があ り ます。

2 密度計 （ガンマパイ ロ ッ ト  M など） が流体全体 （搬送流体と 固形分） の密度を測定。
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計算式 （例）

固形分の質量流量は、 次の式で計算されます。

固形分の流量測定機能の設定

固形分の流量測定機能を設定する と きには、 以下の点に注意し て く ださい。

1. 流量計と外部密度計で、 以下の機能を同一に設定し ます。
- ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾜﾘｱﾃ (5200)
- ﾆｭｳﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ (5201)
- 0_4 mA ﾉｱﾀｲ (5202)
- 20 mA ﾉｱﾀｲ (5203)
- ｴﾗｰﾉｱﾀｲ (5204)
- ﾐﾂﾄﾞﾉﾀﾝｲ (0420)

2. 以下にて各密度の値を入力し ます。
ﾄｸｼｭｷﾉｳ  ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ  ｾｯﾃｲ → ﾊﾝｿｳｴｷﾐﾂﾄﾞ (7711) とｺｹｲﾌﾞﾝﾐﾂﾄﾞ (7712)

3. 密度の単位を入力し ます。
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ  ﾀﾝｲﾉｾﾝﾀｸ → ﾂｲｶｾｯﾃｲ → ﾐﾂﾄﾞﾉﾀﾝｲ (0420)

4. 必要に応じ て、 該当する固形分のプロセス変数をデ ィ スプレ イの行、 または出力 （ 電流、
周波数、 リ レー） に割当てます。 プロセス制御の目的で、 ユーザ定義の リ ミ ッ ト 値を固形
分の流量に割当てる こ と もでき ます （以下の例を参照）。

事例 1: 
固形分の総流量 （単位 : t） が得られる よ う に積算計を設定するには、 以下のよ う に設定し ます。

1. 積算計のﾜﾘｱﾃ機能を開始し ます （ ｾｷｻﾝｹｲ → ｾｯﾃｲ → ﾜﾘｱﾃ）

2. 積算計にｺｹｲﾌﾞﾝｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ変数を割 り 当てます。

事例 2:
固形分の流量が質量流量全体 （搬送流体 と固形分の合計） の 60 % を超えた場合に リ レーから危   
険 メ ッ セージを送出するには、 以下のよ う に設定し ます。

1. リ レー出力のﾜﾘｱﾃ機能を開始し ます （→ ｼｭﾂﾘｮｸ → ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ → ｾｯﾃｲ → ﾜﾘｱﾃ）

2. リ レー出力にﾘﾐｯﾄｺｹｲｼﾂﾘｮｳ FL% 変数を割 り 当てます。

3. 次に、 ｵﾝﾉｱﾀｲまたはｵﾌﾉｱﾀｲの機能を使用し て、 固形分流量の割合 (%) の上限値を入力し
ます （例 : 固形分が 65 % に達し た らオン、 55 % に達し た らオフ）。

mZ = V ⋅ (ρM − ρ C) / (1 − ρ C / ρ S)

mZ

V

ρC

ρS

ρM

=

=

=

=

=

固形分の質量流量、 [kg/h] など

流体全体の体積流量、 [m3/h] など

搬送流体 （水など） の密度

固形分 （砂、 砂利、 石灰など、 搬送される固形分） の密度

流体全体の密度
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6.4.5 診断機能

オプシ ョ ンのソ フ ト ウ ェアパッ ケージ 「診断機能」 （F-CHIP、 ア ク セサ リ については 86 ページ
を参照） を使用し て、 測定電極への付着、 腐食などの測定装置の変化を早期に検出する こ と が
でき ます。 このよ う な変化は測定精度の低下、 また程度がひどい と システムエラーの原因 と な
る場合があ り ます。
診断機能を使用する こ と によ り 、 測定電極 1 と  2 における電位やテス ト パルスの減衰時間 （付
着物の程度測定） など、 測定中にさ まざまな診断パラ メ ータ を記録する こ と ができ ます。 これ
らの測定値の全体的な傾向や、 基準条件に対する偏差を分析する こ と によ り 、 早期に問題を検
出し て必要な措置を と る こ と ができ ます。

! 注意 ! 
診断機能の詳細については、 『機能説明書』 を参照し て く ださい。

全体的な傾向分析の基礎と なる基準値

全体的な傾向を分析するには、 該当する診断パラ メ ータの基準値が必要です。 基準値は、 一定の
再現可能な条件で取得する必要があ り ます。 基準値は、 工場での校正時に記録され、 装置に保存
されています。 ただし、 基準値は、 基本設定中やその直後など、 実際のプロセス条件でも収集す
る必要があ り ます。 基準値は常に、 " ﾕｰｻﾞｰｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ " (7501) 機能で測定システムに記録、 保  
存されます。

" 警告 ! 
基準値がない場合、 診断パラ メ ータの全体的な傾向を分析する こ と はでき ません。 基本設定の
直後に、 基準値を取得する必要があ り ます。 これによ り 、 保存された基準値は、 測定システム
の元の状態 （付着や腐食のない状態） を示し ます。

収集するデータの種類

診断パラ メ ータは、 ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ (7510) 機能を使用し て以下の 2 種類の方法で記録する こ と が
でき ます。
• ﾃｲｷﾃｷ : 測定装置が定期的にデータ を取得し ます。取得間隔の入力には、ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸｼﾞｶﾝ (7511) 

機能を使用し ます。
• ﾀﾝﾊﾟﾂﾃｷ : データは任意の時点でユーザ操作によ り 収集されます。

! 注意 ! 
記録された最新 10 回 （デ ィ スプレ イ操作）、 または 100 回 （FieldCare） の診断パラ メ ータ値が、
測定装置に時系列で保存されます。 以下の機能を使用し て、 これらのパラ メ ータ値の履歴を呼
び出すこ と ができ ます。

機能グループの診断パラメータ * 保存されるデータ（各診断パラメータについて）

ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1

ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ

ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ

基準値 → " ｷｼﾞｭﾝﾁ " 機能

実際の値 → " ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ " 機能

最小測定値 → "MIN. ﾉｱﾀｲ " 機能

最大測定値 → "MAX. ﾉｱﾀｲ " 機能

直前の 10 （100） 個の測定値の リ ス ト  → " ﾘﾚｷ " 機能

測定値 / 基準値の偏差 → " ｼﾞｯｻｲﾉﾍﾝｻ " 機能

* 診断パラ メ ータの詳細については、 『機能説明書』 を参照し て く ださい。



設定 プロ ラ イ ン プロマグ 55

82 エン ド レスハウザー ジ ャパン

危険メ ッ セージの送出

必要に応じ て、 診断パラ メ ータのすべてに リ ミ ッ ト 値を割当てる こ と ができ ます。 この リ ミ ッ
ト 値を超え る と、 危険 メ ッ セージが送出されます。 → ｹｲｺｸﾓｰﾄﾞ機能 (7503)
リ ミ ッ ト 値は、 基準値に対する絶対偏差 （+/–） または相対偏差 と し て測定システムに入力され
ます。 → ｹｲｺｸﾚﾍﾞﾙ 機能 （75...）
発生し、 測定システムが記録する偏差は、 電流出力または リ レー出力 と し て も出力する こ と が
でき ます。

データの解釈

測定システムが記録し たデータの解釈方法は、 実際のアプ リ ケーシ ョ ンによ って大き く 異な り
ます。 解釈にはプロセス条件に対する的確な知識が必要で、 プロセスに関連する偏差の許容値
は、 ユーザが判断する必要があ り ます。
た と えば、 リ ミ ッ ト 値の機能 （ｼﾞｯｻｲﾉﾍﾝｻ） を設定するには、 偏差の許容範囲の上下限値に対
する知識が非常に重要です。 リ ミ ッ ト 値を正し く 設定し ない と、 プロセスで当然発生する変動
に対し て も危険 メ ッ セージが送出されます。

基準条件か ら の偏差は、 さ ま ざ まな原因で発生し ます。 下表に、 記録される 5 種類の診断パラ  
メ ータの例と注記を示し ます。

! 注意 ! 
付着物の有無を判断するには、 機能グループ ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1 と  ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2 の診断パラ
メ ータ を ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1、 ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2、 および ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ の診断パラ メ ータ と組み合わせて解
釈する必要があ り ます。 付着物は通常、 数カ月にわたって増加するので、 弊社のソ フ ト ウ ェ ア
パッ ケージ "FieldCare" などのソ フ ト ウ ェアを使用し て、 関連データの測定やパラ メ ータ分析を
行 う こ と が有用です。

機能グループ 
（診断パラメータ）

基準値から変動するときに考えられる原因

ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1 基準値から変動する原因と し て、 以下のものがあ り ます。

• 測定電極 1 への付着

• 停電

• 短絡

ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2 基準値から変動する原因と し て、 以下のものがあ り ます。

• 測定電極 2 への付着

• 停電

• 短絡

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 電位が変化する原因と し て、 以下のものがあ り ます。

• 測定電極 1 の腐食

• 流体内の pH の変動が大きい

• 測定電極 1 付近に気泡があ る

• 測定電極が固形物によ る衝撃を受け る

• 停電

• 短絡

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 電位が変化する原因と し て、 以下のものがあ り ます。

• 測定電極 2 の腐食

• 流体内の pH の変動が大きい

• 測定電極 2 付近に気泡があ る

• 測定電極が固形物によ る衝撃を受け る

• 停電

• 短絡

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ 体積流量は、 他の診断パラ メ ータから検討する必要があ り ます。

ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ ノ イ ズレベルが変動する原因と し て、 以下のものがあ り ます。

• 測定電極または リ フ ァ レ ン ス電極の腐食

• 気泡の発生

• 測定電極が固形物によ る衝撃を受け る
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6.5 調整

6.5.1 満管 / 空パイプ調整

計測チューブが満管でなければ、 流量は正し く 測定でき ません。 計測チューブ内の状態は、 空パ
イプ検知機能 （EPD） で常時監視する こ と ができ ます。

" 警告 ! 
満管 / 空パイプ調整の詳細手順は、 『機能説明書』 に記載されています。
• ｶﾗｹﾝﾁﾉﾁｮｳｾｲ (6481) → 調整を行います。

• ｶﾗｹﾝﾁ (6420) → EPD のオン / オフを切替えます。

• ｶﾗｹﾝﾁｵｳﾄｳｼﾞｶﾝ (6425) → EPD の応答時間を入力し ます。

! 注意 ! 
• EPD 機能を使用でき るのは、 センサに EPD 電極が付いている場合に限られます。

• 測定装置は、 工場出荷時に水 （約 500 mS/cm） を使用し て校正済みです。 該流体の導電率がこ

の基準値と大き く 異なる場合は、 満管 / 空パイプ調整を現場で再度実行する必要があ り ます。
• 納品し た時点で空検知機能の初期設定はオフになっています。 必要に応じ て こ の機能を有効

にする必要があ り ます。
• 空検知機能のプロセスエラーは、 設定可能な リ レー出力で出力する こ と ができ ます。

満管 / 非満管校正の実行 （EPD）

1. 機能マ ト リ ク スから該当する機能を選択し ます。 
HOME ポジシ ョ ン → F → R → ｷﾎﾝｷﾉｳ → F → R → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → F → R → ﾁｮｳｾｲ 
→ F → ｶﾗｹﾝﾁﾉﾁｮｳｾｲ

2. 配管を空にし ます。 空パイプ調整では、 計測チューブの壁面が測定流体で濡れている必要
があ り ます。

3. 空パイプの調整を開始し ます。 " ｶﾗﾊﾟｲﾌﾟﾁｮｳｾｲ " を選択し、 F を押し て確定し ます。

4. 非満管校正後、 配管に流体を充填し ます。

5. 満管の調整を開始し ます。 " ﾏﾝｶﾝﾁｮｳｾｲ " を選択し、 F を押し て確定し ます。

6. 満管の調整が完了し た ら、 " ｵﾌ " を選択し、 F を押し て機能を終了し ます。

7. ｶﾗｹﾝﾁ機能 (6420) を選択し ます。 " ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ " を選択し、 F を押し て確定し て、 空検知機能
をオンにし ます。

" 警告 ! 
校正フ ァ ク タは、 EPD 機能を作動させる前に実液で調整する必要があ り ます。 校正が無効の場
合、 以下の メ ッ セージが表示デ ィ スプレ イに表示される こ と があ り ます。
• ﾏﾝｶﾝ = ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ （満管校正値 = 非満管校正値）

満管 / 空パイプの校正値が同一です。 この場合、 満管 / 空パイプ調整をやり直す必要がありま    
す。

• ﾁｮｳｾｲﾌｶﾉｳ

流体の導電率が範囲外なので、 調整ができ ません。
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6.6 データ記憶装置

エン ド レ スハウザー社では、 HistoROM と い う 言葉を、 プロセスおよび機器のデータの保存先 と 
な る様々なタ イプのデータ ス ト レージモジュールを指す言葉 と し て使用し ています。 これらのモ
ジ ュールを接続し た り 取外すこ と によ り 、 他の測定装置に装置の設定を コ ピーし た り する こ と が
でき ます。

6.6.1 HistoROM/S-DAT（センサ DAT）

S-DAT はセンサ固有のデータ を記憶し た交換可能なデータ保存チッ プです。 例 ： 口径、 シ リ アル 
番号、 校正係数、 ゼロポイ ン ト

6.6.2 HistoROM/T-DAT（変換器 DAT）

T-DAT は交換可能なデータ保存デバイ スで、 変換器のパラ メ ータ と設定をすべて保存し ます。 
装置の メ モ リ （EEPROM） と  T-DAT モジュール と の間での特定のパラ メ ータ設定の保存は、ユー  
ザが実行する必要があ り ます （手動保存機能）。 手動保存方法の詳細については、 74 ページを参
照し て く ださい。

6.6.3 F-CHIP（機能チ ッ プ）

F-CHIP は追加 ソ フ ト ウ ェ アパ ッ ケージを持つマ イ ク ロ チ ッ プで、 変換器の機能 と 対応アプ リ  
ケーシ ョ ンを拡張し ます。 測定装置の購入後にア ッ プグレー ドする場合は、 F-CHIP をア ク セサ 
リ と し て注文し、 入出力基板に接続するだけで済みます。 起動直後に、 変換器でソ フ ト ウ ェ アが
使用でき る よ う にな り ます。

ア ク セサ リ  → 86 ページを参照
入出力基板への接続 → 99 ページを参照

" 警告 ! 
F-CHIP を入出力基板に接続する と、 割当を確定するために変換器のシ リ アル番号を使用し た
コーデ ィ ングが行われます。 このため、 F-CHIP は他の測定装置で再使用する こ と ができ ませ
ん。
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7 保守
プロマグ 50 流量計に特別な保守は必要あ り ません。

7.1 外部洗浄

機器の外部を洗浄する場合は、 必ずハウ ジングの表面 と シールを傷めない洗浄剤を使用し て く だ
さい。

7.2 シール

プロマグ H センサのシールは （サニタ リ 成形シールの場合は特に）、 定期的に交換する必要があ
り ます。
交換頻度は、 洗浄サイ クルの頻度、 洗浄温度、 および流体温度に左右されます。

交換用シール （ア ク セサ リ ） → 86 ページを参照
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8 ア クセサリ
プロマグ変換器及びセンサで使用する別売ア ク セサ リ も多数用意し てお り ます。 オーダーコー ド
に関する情報については、 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

8.1 機器固有のアクセサリ

8.2 測定方式関連のアクセサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

プロマグ 55 変換器 交換用または在庫用の変換器です。 仕様コー

ド を使用し て以下の仕様を決定し ます。

- 認定

- 保護等級 / バージ ョ ン

- 分離型のケーブルの種類

- 電線管接続口

- 表示部 / 電源 / 校正

- ソ フ ト ウ ェ ア

- 出力 / 入力

55XXX – XXXXX * * * * * * * *

プロマグ 55 用のソ フ ト

ウ ェ アパッ ケージ

F-CHIP によ る追加ソ フ ト ウ ェ アは、 個々に

注文する こ と ができ ます。

- 電極洗浄回路 （ECC）

- 診断機能

- 固形分の流量測定

DK5SO – *

アクセサリ 内容 オーダーコード

プロマグ 55 変換器の取付

キ ッ ト

ウ ォールマウ ン ト ハウジング用取付キ ッ ト （分

離型）。 以下の取付けに適し ています。

• 壁への取付け

• 柱への取付け

• 制御盤への取付け

アル ミ ニウ ムハウ ジング用取付セ ッ ト 。 以下の

取付けに適し ています。

• 柱への取付け

DK5WM – *

プロマグ H ウ ォールマウ ン

ト 用取付けキ ッ ト  

プロマグ H センサ用壁取付けキ ッ ト DK5HM – * *

分離型用のケーブル 様々な長さ のコ イルケーブル と信号ケーブルご

依頼によ る強化ケーブル。

DK5CA – * *

プロマグ S 用接地ケーブル 接地ケーブル 2 本で 1 セ ッ ト DK5GC – * * *

プロマグ S 用アース リ ング 

/ ラ イ ニング保護板

電位平衡用、 計測チューブラ イ ニング保護用の

アース リ ング

DK5GD – * * *

プロマグ H 用

プロマグ H 

プロマグ H 用取付けキ ッ ト

• プロセス接続 （2）

• ネジ

• シール

DKH** - ****

プロマグ H 用シールセ ッ ト プロマグ H センサのシールの定期交換用 DK5HS – * * *

プロマグ H 用溶接ジグ プロセス接続と し ての溶接ニ ッ プル ： 配管内取

り 付け用溶接治具。

DK5HW – * * *

プロマグ A/H 用アダプタ

接続

プロマグ 30/33A または プロマグ 30/33H / 呼

び口径 25 A の代わ り にプロマグ 55H を取 り 付

け るためのアダプタ接続

DK5HA – * * * * * *

プロマグ H 用アース リ ング プロセス接続部が PVC または PVDF 製の場合、

電位を等価する ために必要です。 アース リ ング

のセ ッ ト 。

- アース リ ング ２ 個

DK5HR – * * * *
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8.3 通信関連のアクセサリ

8.4 通信関連のアクセサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

HART コ ミ ュ ニケー

タ Field Xpert SFX 100

リ モー ト での設定および HART 電流出力 （4 ～ 20 

mA） によ る測定値の読取 り に使用するハン ドヘル

ド ター ミ ナル。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

SFX100 – *******

FXA195 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 は、 本質安全イ ンテ リ

ジェ ン ト 変換器を HART プロ ト コルでパーソナル

コ ンピ ュータの USB ポー ト に接続し ます。 これに

よ って、 設定プロ グ ラ ム （例えば、 FieldCare） を

利用し た変換器の リ モー ト 操作が可能にな り ます。

コ ミ ュボ ッ ク スの電源は、 USB ポー ト から供給さ

れます。

FXA195 – *

アクセサリ 内容 オーダーコード

アプ リ ケータ 流量計の選択およびサイ ジング用ソ フ ト ウ ェア。

ローカル PC にイ ン ス ト ールするためのアプ リ

ケータは、 イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードする

か、 CD-ROM で注文する こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

DKA80 – *

フ ィ ール ド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ / 

シ ミ ュ レータ。

「FieldCare」 ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ と 併せて使

用する と 、 試験結果をデータベースにイ ンポー ト

し た り 、 印刷し た り 、 公式証明書に利用する こ と

ができ ます。 

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

50098801

FieldCare Fieldcare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベー

スの資産管理ツールです。 システム内のすべての

イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器を設定する こ と

ができ、 管理するのに役立ちます。 ステータ ス情

報を使用する こ と によ って、 これらの機器のス

テータ ス を簡単かつ効果的に監視でき ます。

弊社ウ ェブサイ ト の製品ペー

ジを参照し て く だ さい ：

www.endress.com

FXA193 FieldCare によ る操作を行 う ための、 機器から PC 

へのサービ ス イ ン ターフ ェ イ スです。

FXA193 – *

メ モグ ラ フ M グ ラ

フ ィ ッ クデ ィ スプレ

イ レ コーダ

メ モグ ラ フ M グ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ レ コーダ

は、 関連するプロセス変数のあ らゆる情報を提供

し ます。 測定値を正確に記録し、 リ ミ ッ ト 値の監

視、 測定ポ イ ン ト の解析を行います。 こ のデータ

は、 256 MB の内部 メ モ リ に保存され、 SD カード

または USB メ モ リ にも保存されます。

PC ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージの ReadWin® 2000 が

標準パッ ケージに含まれ、 取 り 込んだデータの設

定、 可視化、 アーカ イブに使用されます。

RSG40 – * * * * * * * * * * * *
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ング

起動中、 または測定動作中に障害が発生し た場合は、 必ず以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラ
ブルシ ューテ ィ ングを行って く ださい。この手順を踏むこ と によ り 、原因を究明する こ と ができ、
適切な対応策を取る こ と ができ ます。

表示部のチェック

何も表示されず、 出力

信号も出ていない。

1. 電源を確認し ます。 → 端子 1、 2

2. 測定装置の ヒ ューズを確認し ます。 → 103 ページを参照

20 ～ 260 V AC、 20 ～ 64 V DC: 2 A ス ローブロー / 250 V

3. 測定用電子部品の欠陥 → スペアパーツを注文  → 98 ページを参照

何も表示されないが、

出力信号は出ている。

1. 表示モジュールの リ ボンケーブルがアンプ基板に正し く 接続されているか

ど う かを確認し ます → 98 ページを参照

2. 表示モジュールの欠陥 → スペアパーツを注文  → 98 ページを参照

3. 測定用電子部品の欠陥 → スペアパーツを注文  → 98 ページを参照

デ ィ スプレ イの言語が

不明な言語。

電源をオフにし ます。 次に OS キーを同時に押し て、 装置の電源を入れます。

テキス ト が、 最大のコ ン ト ラ ス ト でかつ、 英語 （デフ ォル ト ） で表示されます。

測定値が表示されるが、

電流出力またはパルス

出力の信号がない。

測定用電子部品の欠陥 → スペアパーツを注文  → 98 ページを参照

▼

表示部上のエラーメッセージ

設定中または測定動作中に発生し たエラーは即座に表示されます。 エラー メ ッ セージはさ ま ざまなア イ コ

ンで構成されます。 これらのア イ コ ンの意味は以下の と お り です。

- エラーの種類 ： S = システムエラー、 P = プロセスエラー

- エラー メ ッ セージの種類 ： $ = エラー メ ッ セージ、 ! = 通知 メ ッ セージ

- ĨĽĐĪĽĔĵ = エラーの種類。 例えば、 計測チューブの充填が不完全、 または完全に空

- 03：00：05 = エラー発生の継続時間 （時間 / 分 / 秒）

- # 401 = エラー番号

" 警告 ! 

• 54 ページの情報も参照し て く ださい。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンおよびポジテ ィ ブゼロ リ ターンはシステムエラーと し て定義されていますが、 それら

は、 注意 メ ッ セージ と し て表示されます。

エラー番号 ：

No. 001 - 399

No. 501 - 699

システムエラー （機器エラー） 発生  → 89 ページを参照

エラー番号 ：

No. 401 - 499

プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） 発生  → 94 ページを参照

▼

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 自己診断および修正法  → 95 ページを参照
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーは、 測定装置では常にア ラーム メ ッ セージ と し て認識され、 稲光 （$） ア
イ コ ンで表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 即座に入出力に影響し ます。 一方、 シ ミ ュ
レーシ ョ ン と ポジテ ィ ブゼロ リ ターンは注意 メ ッ セージ と し て分類、 表示されます。

" 警告 ! 
重大な故障の場合は、 弊社に返却し て く ださい。 返送する前に、 必要な手順を行 う 必要があ り
ます → 104 ページを参照。
必要事項をすべて記入し た 「安全 / 洗浄確認書」 を必ず同封し て く ださい。 「安全 / 洗浄確認
書」 用紙は本書の最初にあ り ます。

! 注意 ! 
• 下表のエラーの種類は、 初期設定に対応し ています。

• 54 ページの情報も参照し て く ださい。

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ → 98 ページ以降

S = システムエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （出力に影響する）

! = 注意 メ ッ セージ （出力に影響せず）

No. # 0xx→ ハードウェアエラー

001 S: ｼﾞｭｳﾀﾞｲﾅｲｼﾞｮｳ

$: # 001

重大な機器エラー アンプ基板を交換し て く だ さい。

011 S: AMP HW EEPROM

$: # 011

アンプ ：

EEPROM の欠陥

アンプ基板を交換し て く だ さい。

012 S: AMP SW EEPROM

（アンプソ フ ト ウ ェ ア 

EEPROM エラー）

$: # 012

アンプ ：

EEPROM データへのア ク セス

エラー

エラーが発生し た EEPROM データブロ ッ

ク が、 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ機能 （No. 8047） で

表示されます。

Enter キーを押し てエラーを確認する と、

エラーのあ るパラ メ ータ値の代わ り にデ

フ ォル ト 値が自動的に挿入されます。

! 注意 ! 

障害を取除いた後に、 測定装置を再起動

する必要があ り ます。

 031 S: SENSOR HW DAT 

 $: # 031

センサ DAT: 

1. S-DAT がアンプ基板に正

し く 装着されていません。

2. S-DAT に欠陥があ り ま

す。

1. S-DAT がアンプ基板に正し く 装着さ

れているかど う かを確認し ます。

2. 欠陥があ る場合は、 S-DAT を交換し

て く だ さい。 スペアパーツ → 98 ペー

ジを参照

新しい DAT が既存の電子部品と 互換

性があ るかど う かを確認し ます。 次

を確認し て く ださい ：

- スペアパーツのセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェアの リ ビジ ョ ン番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て

く ださ い。

4. S-DAT をアンプ基板に差し込んで く

ださい。

 032 S: SENSOR SW DAT （セ

ンサソ フ ト ウ ェ ア DAT 

エラー）

$: # 032

センサ DAT: 

S-DAT に保存されている校正

値へのア ク セスエラー

 041 S: TRANSM. HW-DAT

$: # 041

変換器 DAT:

1. T-DAT がアンプ基板に正

し く 装着されていません。

2. T-DAT が故障し ていま

す。

1. T-DAT がアンプ基板に正し く 装着さ

れているかど う かを確認し ます。

2. T-DAT が故障し ている場合は、 交換

し ます。

新しい DAT が既存の電子部品と 互換

性があ るかど う かを確認し ます。 次

を確認し て く ださい ：

- スペアパーツのセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェアの リ ビジ ョ ン番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て

く ださ い。

4. T-DAT をアンプ基板に装着し ます。

 042 S: TRANSM. SW-DAT

$: # 042

変換器 DAT:

S-DAT に保存されている校正

値へのア ク セスエラー
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 061 S: ﾊｰﾄﾞｳｪｱ F-CHIP

$: # 061

変換器 F-CHIP

1. F-CHIP が故障し ていま

す。

2. F-CHIP が入出力基板に

正し く 装着されていませ

ん。

1. F-CHIP を交換し ます。

ア ク セサ リ  → 86 ページを参照

2. F-CHIP を入出力基板に装着し ます

→ 99 ページを参照

No. # 1xx→ ソフトウェアエラー

 101 S: ｱﾝﾌﾟｹﾞｲﾝｴﾗｰ

$: # 101

ゲイ ンが標準ゲイ ン よ り も 2% 

以上ずれている。

アンプ基板を交換し て く だ さい。

スペアパーツ → 98 ページを参照

 121 S: ｺﾞｶﾝｾｲｴﾗｰ

!: # 121

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが異

なる ため、 入出力基板と アン

プの互換性が一部取れていな

い （機能が制限される可能性

あ り ）

! 注意 ! 

- こ の メ ッ セージは、 エラー

履歴にのみ記録されます。

- 表示部には表示されませ

ん。

FieldCare を使用し て、 旧ソ フ ト ウ ェア

バージ ョ ンのモジ ュールを必要な （推奨）

ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ンに更新するか、

モジ ュールを交換し て く だ さい。

No. # 2xx → DAT でのエラー / 通信不能

 205 S: T-DAT ﾖﾐｺﾐ

!: # 205

変換器 DAT:

T-DAT へのデータバッ ク ア ッ

プ （ダウ ン ロード） のエラー

か、 T-DAT に保存されている

校正値へのア ク セス （ア ッ プ

ロード） のエラーです。

1. T-DAT がアンプ基板に正し く 装着さ

れているかど う かを確認し ます。 

→ 99 ページを参照

2. T-DAT が故障し ている場合は、 交換

し ます。 スペアパーツ → 98 ページを

参照

DAT を交換する前に、 新しい DAT が

測定装置の電子部品と 互換性があ る

かど う かを確認し ます。 次を確認し

て く だ さい ：

- スペアパーツのセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェアの リ ビジ ョ ン番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て

く ださ い。

 206 S: T-DAT ﾎｿﾞﾝ

!: # 206

 261 S ： I/O- AMP ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

（I/O- アンプ間通信エ

ラー）

$: # 261

アンプ と入出力基板間でデー

タの授受がないか、 あ るいは

間違った内部データ を転送。

バスの接続部を確認し ます。

No. # 3xx→ システムリミットが指定された値を超過

 321 S: TOL. ｺｲﾙﾃﾞﾝﾘｭｳ （コ

イル電流範囲超過）

$: # 321

センサ ：

コ イル電流が許容範囲外で

す。

# 危険 ! 

コ イル電流ケーブル、 コ イル電流ケーブ

ルコネ ク タ、 電子基板などに手を触れる

前に、 電源をオフにし て く ださい !

分離型の場合 ： 

1. 端子 41/42 の配線を点検し ます 

→ 43 ページを参照。

2. コ イル電流ケーブルコネ ク タ を点検

し ます。

一体型および分離型 :

必要であれば、 電子基板を交換し て く だ

さい。

 339
 ～ 
 342

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｽﾀｯｸ

$: # 339 ～ 342

一時的にバッ フ ァ リ ング され

た流量値 （脈動流測定モー

ド） が、 60 秒以内に ク リ アま

たは出力でき なかった。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て

く ださ い。

2. 流量を増加あ るいは減少させて く だ

さい。

ア ラーム メ ッ セージ （$） が発生し た場合

の推奨操作 : 

- 一次バッ フ ァ を ク リ アでき る よ う に、

出力エラーへの応答を "ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ" に

設定し ます → 96 ページを参照。

- 上記 1 に述べた方法でバッ フ ァ を ク リ

ア し ます。

 343
 ～ 
 346

S: ｼｭｳﾊｽｳ n ｽﾀｯｸ

$: # 343 ～ 346

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ → 98 ページ以降
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 061 S: ﾊｰﾄﾞｳｪｱ F-CHIP

$: # 061

変換器 F-CHIP

1. F-CHIP が故障し ていま

す。

2. F-CHIP が入出力基板に

正し く 装着されていませ

ん。

1. F-CHIP を交換し ます。

ア ク セサ リ  → 86 ページを参照

2. F-CHIP を入出力基板に装着し ます

→ 99 ページを参照

No. # 1xx→ ソフトウェアエラー

 101 S: ｱﾝﾌﾟｹﾞｲﾝｴﾗｰ

$: # 101

ゲイ ンが標準ゲイ ン よ り も 2% 

以上ずれている。

アンプ基板を交換し て く だ さい。

スペアパーツ → 98 ページを参照

 121 S: ｺﾞｶﾝｾｲｴﾗｰ

!: # 121

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが異

なる ため、 入出力基板と アン

プの互換性が一部取れていな

い （機能が制限される可能性

あ り ）

! 注意 ! 

- こ の メ ッ セージは、 エラー

履歴にのみ記録されます。

- 表示部には表示されませ

ん。

FieldCare を使用し て、 旧ソ フ ト ウ ェア

バージ ョ ンのモジ ュールを必要な （推奨）

ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ンに更新するか、

モジ ュールを交換し て く だ さい。

No. # 2xx → DAT でのエラー / 通信不能

 205 S: T-DAT ﾖﾐｺﾐ

!: # 205

変換器 DAT:

T-DAT へのデータバッ ク ア ッ

プ （ダウ ン ロード） のエラー

か、 T-DAT に保存されている

校正値へのア ク セス （ア ッ プ

ロード） のエラーです。

1. T-DAT がアンプ基板に正し く 装着さ

れているかど う かを確認し ます。 

→ 99 ページを参照

2. T-DAT が故障し ている場合は、 交換

し ます。 スペアパーツ → 98 ページを

参照

DAT を交換する前に、 新しい DAT が

測定装置の電子部品と 互換性があ る

かど う かを確認し ます。 次を確認し

て く だ さい ：

- スペアパーツのセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェアの リ ビジ ョ ン番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て

く ださ い。

 206 S: T-DAT ﾎｿﾞﾝ

!: # 206

 261 S ： I/O- AMP ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

（I/O- アンプ間通信エ

ラー）

$: # 261

アンプ と入出力基板間でデー

タの授受がないか、 あ るいは

間違った内部データ を転送。

バスの接続部を確認し ます。

No. # 3xx→ システムリミットが指定された値を超過

 321 S: TOL. ｺｲﾙﾃﾞﾝﾘｭｳ （コ

イル電流範囲超過）

$: # 321

センサ ：

コ イル電流が許容範囲外で

す。

# 危険 ! 

コ イル電流ケーブル、 コ イル電流ケーブ

ルコネ ク タ、 電子基板などに手を触れる

前に、 電源をオフにし て く ださい !

分離型の場合 ： 

1. 端子 41/42 の配線を点検し ます 

→ 43 ページを参照。

2. コ イル電流ケーブルコネ ク タ を点検

し ます。

一体型および分離型 :

必要であれば、 電子基板を交換し て く だ

さい。

 339
 ～ 
 342

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｽﾀｯｸ

$: # 339 ～ 342

一時的にバッ フ ァ リ ング され

た流量値 （脈動流測定モー

ド） が、 60 秒以内に ク リ アま

たは出力でき なかった。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て

く ださ い。

2. 流量を増加あ るいは減少させて く だ

さい。

ア ラーム メ ッ セージ （$） が発生し た場合

の推奨操作 : 

- 一次バッ フ ァ を ク リ アでき る よ う に、

出力エラーへの応答を "ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ" に

設定し ます → 96 ページを参照。

- 上記 1 に述べた方法でバッ フ ァ を ク リ

ア し ます。

 343
 ～ 
 346

S: ｼｭｳﾊｽｳ n ｽﾀｯｸ

$: # 343 ～ 346

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ → 98 ページ以降
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 347
 ～ 
 350

S: ﾊﾟﾙｽ n ｽﾀｯｸ

! ： # 347...350

一時的にバッ フ ァ リ ング され

た流量値 （脈動流測定モー

ド） が、 60 秒以内に ク リ アま

たは出力でき なかった。

1. パルス値の設定を増加し ます。

2. 積算計が高いパルス数を扱え る場合

は、 最大パルス周波数を増加し ます。

3. 流量を増加あ るいは減少させて く だ

さい。

ア ラーム メ ッ セージ （$） が発生し た場合

の推奨操作 : 

- 一次バッ フ ァ を ク リ アでき る よ う に、

出力エラーへの応答を "ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ" に

設定し ます → 96 ページを参照。

- 上記 1 に述べた方法でバッ フ ァ を ク リ

ア し ます。

 351
  ～ 
 354

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｎ  ｵｰﾊﾞ（電流 

n 範囲外）

! ： # 351...354

電流出力 ：

実際の流量値が範囲外です。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て

く だ さい。

2. 流量を増加あ るいは減少させて く だ

さい。

 355
 ～ 
 358

S: ｼｭｳﾊｽｳ ｎ  ｵｰﾊﾞ （周

波数 n 範囲外）

! ： # 355...358

FREQ （周波数） 出力

実際の流量値が範囲外です。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て

く だ さい。

2. 流量を増加あ るいは減少させて く だ

さい。

 359
 ～ 
 362

S: ﾊﾟﾙｽ ｎ  ｵｰﾊﾞ （パル

ス n 範囲外）

! ： # 359...362

パルス出力 ：

パルス出力周波数が許容範囲

外です。

1. パルス値の設定を増やし て く だ さい。

2. パルス幅を入力する と きに、 外部積

算計 （機械式積算計、 PLC など） で

処理でき る値を選択し ます。 

パルス幅の決定 ：

- 方法 1: 接続し た積算計の増分に必

要な最小パルス幅を入力し ます。

- 方法 2: 接続し た積算計の増分に必

要なパルス幅と し て、 最大周波数

の半分の値を入力し ます。

例 ：

外部積算計の入力周波数が 10 Hz の

場合、 入力するパルス幅は ：

a0004437

3. 流量を減ら し て く ださい。

 363 S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ｵｰﾊﾞ n

!: # 363

電流入力 : 

実際の電流値が範囲外です。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て

く だ さい。

2. 外部センサの設定を確認し ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. # 5xx→  アプリケーションエラー

 501 S: ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾁｭｳ （ダウ ン

ロード中）

!: # 501

アンプモジ ュールまたは通信

モジ ュールの ソ フ ト ウ ェア

バージ ョ ンを測定装置にロー

ド中です。 その間、 その他の

操作はでき ません。

ロード終了までお待ち く だ さい。 装置は

自動的に再起動し ます。

 502 S: UP/DOWN ﾛｰﾄﾞﾁｭｳ

!: # 502

設定プロ グ ラ ムから装置デー

タのア ッ プロード中 / ダウ ン

ロード中です。 その間、 その

他の操作はでき ません。

ロード終了までお待ち く だ さい。 装置は

自動的に再起動し ます。

No. # 6xx→  シュミュレーションモードが作動中

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ → 98 ページ以降

1

2.10 Hz
= 50 ms
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 601 S: POS. ｾﾞﾛﾘﾀｰﾝﾁｭｳ

（ポジテ ィ ブゼロ リ ター

ン中）

!: # 601

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが起

動し ています。

" 警告 ! 

こ の メ ッ セージは、 最優先で

表示されます。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンをオフにし て く

ださい。

 611
 ～ 
 614

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n SIM. ﾁｭｳ

（電流出力シ ミ ュ レー

シ ョ ン中）

! ： # 611...614

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 621
 ～ 
 624

S ： ｼｭｳﾊｽｳ n SIM. ﾁｭｳ

（周波数出力シ ミ ュ レー

シ ョ ン中）

! ： # 621...624

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ン

が起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 631
 ～ 
 634

S: ﾊﾟﾙｽ n SIM. ﾁｭｳ （パ

ルス出力シ ミ ュ レー

シ ョ ン中）

! ： # 631...634

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ン

が起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 641
 ～ 
 644

S: ｽﾃｰﾀｽ n SIM. ﾁｭｳ

（ステータ ス出力シ ミ ュ

レーシ ョ ン中）

! ： # 641...644

ステータ ス入力シ ミ ュ レー

シ ョ ンが起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 651
 ～ 
 654

S: ﾘﾚｰ n SIM ﾁｭｳ

! ： # 651...654

リ レー出力シ ミ ュ レーシ ョ ン

が起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 661
  ～ 
 664

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ I n SIM ﾁｭｳ

! ： # 661...664

電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 671
 ～ 
 674

S: ｽﾃｰﾀｽ n In SIM. ﾁｭｳ

（ステータ ス入力シ ミ ュ

レーシ ョ ン中）

! ： # 671...674

ステータ ス出力シ ミ ュ レー

シ ョ ンが起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 691 S: ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

（フ ェールセーフシュ ミ

レーシ ョ ン中）

!: # 691

エラー （出力） への応答シ

ミ ュ レーシ ョ ンが起動し てい

ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 692 S: ｿｸﾃｲﾁ SIM ﾁｭｳ （測定

値シ ュ ミ レーシ ョ ン中）

!: # 692

測定値 （質量流量など） のシ

ミ ュ レーシ ョ ンがア ク テ ィ ブ

です。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださい。

 698 S: DEV. TEST ACT. （機

器チェ ッ ク中）

!: # 698

測定装置は現在、 現場でテス

ト  / シ ミ ュ レーシ ョ ン装置に

よ り チェ ッ ク中です。

−

No. # 8xx → ソフト上のエラー

 840 S: ﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ｺｰﾄ σLM

!: # 840

減衰時間定数が、"ｹｲｺｸﾚﾍﾞﾙ" 

機能 (7536) の指定範囲外で

す。

配管からセンサを取 り 外し て、 計測

チューブの内壁を洗浄する必要があ るか

ど う かを確認し て く ださい。

 841 S: ﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ｺｰﾄ σLM

!: # 841

減衰時間定数が、"ｹｲｺｸﾚﾍﾞﾙ" 

機能 (7546) の指定範囲外で

す。

配管からセンサを取 り 外し て、 計測

チューブの内壁を洗浄する必要があ るか

ど う かを確認し て く ださい。

 845 S: ｺｰﾃｨﾝｸﾞｹﾝﾁﾌｶ

!: # 845

付着物を見地でき ません。

1. 復旧時間に対する設定値

が小さすぎます。

2. 計測チューブが空か、 部

分満管です。

1. 復旧時間の値を増加し ます。 

（→ " ﾘｶﾊﾞﾘｰﾉｼﾞｶﾝ " 機能、 7523 ）。

2. 計測チューブを満管にし ます （必要

に応じ て、 設備のプロセス条件を確

認し ます）。

 846 S: ﾉｲｽﾞﾁﾍﾝｻﾘﾐｯﾄ

!: # 846

ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙが " ｹｲｺｸﾚﾍﾞﾙﾞ機能

（7586） の指定範囲外です。

アプ リ ケーシ ョ ンで何らかの変化がない

か確認し て下さい。 （圧力、 気圧、 泥層

等）

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ → 98 ページ以降
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは 「ア ラーム」 または 「注意」 メ ッ セージ と し て、 異なる重要度を設定する こ と
ができ ます。 重要度の変更には、 機能マ ト リ ク ス を使用し ます （『機能説明書』 を参照）。

! 注意 ! 
• 下表のエラーの種類は、 初期設定に対応し ています。

• 54 ページの情報も参照し て く ださい。

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処 / スペアパーツ

P = プロセスエラー

$ : ア ラーム メ ッ セージ （入出力に影響あり）

! : 注意 メ ッ セージ （入出力に影響なし）

No. # 4xx → プロセスリミット値の超過

 401 P: ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ

$: # 401

計測チューブが部分満管、 ま

たは空になっています。

1. プラ ン ト のプロセス状態をチェ ッ ク

し ます。

2. 計測チューブを充填し て く だ さい。

 461 P: ﾁｮｳｾｲﾌｶﾉｳ

$: # 461

流体の導電率が低すぎ るか高

すぎ るために、 EPD 調整がで

き ません。

このよ う な流体には EPD 機能を使用で

き ません。

 463 P: ﾏﾝｶﾝ = ｶﾗ

$: # 463

満管 / 空パイプの EPD 調整値

が同一であ り 、 正し く あ り ま

せん。 

手順が正しいこ と を確認し て、 調整をや

り 直し ます → 83 ページを参照。
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9.4 メ ッ セージのないプロセスエラー

症状 修正

! 注意 ! 

障害を取 り 除 く ために、 機能マ ト リ ク スの機能を変更し た り 、 特定の設定を調整し なければな ら ないこ と

があ り ます。 " ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " など、 下表に記載されている機能の詳細については、 『機能説明書』 を参照し

て く ださ い。

流体が正方向に流れているに も

かかわらず、 流体の値が負に

なっている。

1. 分離型の場合 ： 

- 電源をオフにし て、 配線をチェ ッ ク し て く だ さい  

→ 36 ページを参照。

- 必要な場合は、 端子 41 と  42 の接続を逆にし ます。

2. " ｾﾝｻﾄﾘﾂｹﾎｳｺｳ " 機能の設定を変更し ます。

流量が安定し ているに も関わら

ず、 測定値が変動する。

1. 接地および電位平衡をチェ ッ ク し て く ださい → 45 ページを参照。

2. 測定物が不均一。 以下の測定物の特性を確認し ます。

- 気泡の割合が高すぎ る？

- 固形分の割合が高すぎ る？

- 導電率の変動が大きすぎ る？

3. " ｼｽﾃﾑﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 機能 → 値を増加 （ｷﾎﾝｷﾉｳ / ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ / ｾｯﾃｲ）

4. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 ｮ 値を増加 （ｼｭﾂﾘｮｸ / ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ / ｾｯﾃｲ）

5. " ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " 機能 ｮ 値を増加 （ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ / ｺﾝﾄﾛｰﾙ / 

ｷﾎﾝｾｯﾃｲ）

測定値の指示値や出力が、 脈動

し た り 変動する （ピ ス ト ンポン

プ、 ホースポンプ、 ダ イ ヤフ ラ

ムポンプ、 その他同様な搬送特

性を持つポンプなど）。

" ﾐｬｸﾘｭｳ " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し ます → 71 ページを参照。

セ ッ ト ア ッ プを行って も問題が解消されない場合は、 ポンプ と測定装置

と の間にダンパーを取付ける必要があ り ます。

流量計の内部積算計と外部の測

定装置の値が一致し ない。

この症状の主な原因は配管内の逆流で、"ｾｲﾎｳｺｳ" と  "ｾｲ/ﾌﾘｮｳﾎｳｺｳ" の

測定モード でパルス出力を減算でき ないこ と によ り ます。

この場合は、 以下のよ う に解決し ます。

両方向の流れを測定でき る よ う にし ます。 パルス出力について、

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ " 機能を " ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ " に設定し ます。

流体が停止し、 計測チューブが

充填されているにも関わらず、

測定値が表示部に表示される。

1. 接地および電位平衡をチェ ッ ク し て く ださい → 45 ページを参照。

2. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

3. カ ッ ト オフ値を入力するか増加し て、"LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ " 機能をア

ク テ ィ ブにし ます （ｷﾎﾝｷﾉｳ / ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ / ｾｯﾃｲ）。

計測チューブが空なのに測定値

が表示部に表示にされる。

1. 満管 / 空パイプ調整を行って、 空パイプ検知をオンにし ます 

→ 83 ページを参照。

2. 分離型 ： EPD ケーブルの端子を確認し て く ださい  

→ 37 ページを参照。

3. 計測チューブを満管にし て く ださい。

流量が表示されて も、 電流出力

信号が常に 4 mA にな る。

1. " ﾊﾞｽｱﾄﾞﾚｽ " 機能を選択し て、 設定を "0" に変更し ます。

2. ローフ ローカ ッ ト オフ値が高すぎます。→ "LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ " 機能

で対応する値を減少し ます。 

故障を調整でき ない、 あ るいは

上記以外の故障が発生する。 

こ の場合は、 弊社サービ スにご

連絡 く だ さい。

このよ う な問題に対処するには、 次の方法を と る こ と ができ ます。

• 弊社サービスに依頼する
弊社のサービ スにサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 次のよ

う な情報をご連絡 く ださい。

- 簡単な故障の内容

- 銘板の記載内容 : オーダーコード と シ リ アル番号  

→ 7 ページを参照。

• 流量計の返却
流量計を修理や校正のために弊社に返送する場合は、 その前に必要な

手順を行 う 必要があ り ます → 104 ページを参照。

必要事項をすべて記入し た 「安全 / 洗浄確認書」 を必ず同封し て く だ

さい。 「安全 / 洗浄確認書」 用紙は本書の最初にあ り ます。

• 変換器の電子部品を交換する
電子部品の故障  →  スペアパーツを注文し ます → 98 ページを参照。 
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9.5 エラーに対する出力の応答

! 注意 ! 
電流、 パルス、 および周波数の出力のフ ェールセイ フモード は、 機能マ ト リ ク スの各種機能で
カ ス タマイ ズする こ と ができ ます。 詳細は、 " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用し て、 配管の洗浄によ り 測定が中断された場合など、 電流、 パル
ス、 および周波数の出力をフ ォールバッ ク値に リ セ ッ ト する こ と ができ ます。 この機能は他のす
べての機器機能よ り も優先されます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは無効にな り ます。

出力のエラー応答モード

システム / プロセスエラーあり ポジティブゼロリターンが作動中

" 警告 ! 

「通知 メ ッ セージ」 で定義される システムエラーやプロセスエラーは、 入力および出力にま った く 影響を

及ぼし ません。 詳細については、 54 ページを参照し て く ださい。

電流出力 ｻｲｼｮｳﾉｱﾀｲ （最小の値）

0–20 mA → 0 mA

4–20 mA → 2 mA

4–20 mA HART → 2 mA

4–20 mA NAMUR → 3.5 mA

4–20 mA HART NAMUR → 3.5 mA

4–20 mA US → 3.75 mA

4–20 mA HART US → 3.75 mA

0–20 mA （25 mA） → 0 mA

4–20 mA （25 mA） → 2 mA

4–20 mA （25 mA） HART → 2 mA

ｻｲﾀﾞｲﾉｱﾀｲ （最大の値）

0–20 mA → 22 mA

4–20 mA → 22 mA

4–20 mA HART → 22 mA

4–20 mA NAMUR → 22.6 mA

4–20 mA HART NAMUR → 22.6 mA

4–20 mA US → 22.6 mA

4–20 mA HART US → 22.6 mA

0–20 mA （25 mA） → 25 mA

4–20 mA （25 mA） → 25 mA

4–20 mA （25 mA） HART → 25 mA

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力

し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

エラーは無視されます。 つま り 、 標準計測値出力

は進行中の流量計測値に基づいて行われます。

出力信号は、 「流量ゼロ」 に相当

し ます。

パルス出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

信号出力 → パルスな し

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力

し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

エラーは無視されます。 つま り 、 標準計測値出力

は進行中の流量計測値に基づいて行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力信号は、 「流量ゼロ」 に相当

し ます。
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周波数出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

信号出力  →  0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ （フ ェールセーフのレベル）

" ﾌｪｰﾙｾｲﾌｼﾞﾉｱﾀｲ " 機能 (4211) で指定し た周波数

が出力されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力

し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

エラーは無視されます。 つま り 、 標準計測値出力

は進行中の流量計測値に基づいて行われます。

出力信号は、 「流量ゼロ」 に相当

し ます。

積算計 STOP

障害が解消される まで、 積算計は一時的に停止さ

れます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

障害は無視されます。 現在の測定値を使用し て積

算計は動作を継続し ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

最後に有効な測定値 （障害発生前） を使用し て積

算計は動作を継続し ます。

積算計は停止し ます。

リ レー出力 電源異常時 : 

リ レーは非励磁にな り ます。

エラー メ ッ セージ、 流れの方向、 空パイプ検知

（EPD）、 リ ミ ッ ト 値などの各種設定に対する リ

レーの切替応答については、 『機能説明書』 を参

照し て く ださい。

リ レー出力への影響はあ り ませ

ん。

出力のエラー応答モード

システム / プロセスエラーあり ポジティブゼロリターンが作動中
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9.6 スペアパーツ

ト ラブルシューテ ィ ング方法の詳細については、 前述の項 （→ 88 ページ以降） を参照し て く だ
さい。
さ らに、 本機器の継続的な自己診断と エラー メ ッ セージが、 ト ラブルシューテ ィ ングに役立ち
ます。
エラーの修正を行 う 場合、 故障部品を検査済みのスペアパーツ と交換する必要があ り ます。 
下図に、 提供可能なスペアパーツを示し ます。

! 注意 ! 
変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号を使用し て、 弊社に直接スペアパーツを注文する
こ と ができ ます → 7 ページを参照。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。
• スペアパーツ

• 追加部品、 小部品 （ねじ など）

• 取扱説明書

• パッ ケージ

a0005521

図 57 ： プロマグ変換器のスペアパーツ （フ ィ ールド用ハウジングとウォールマウン ト ハウジング）

1 電源基板 （20 ～ 260 V AC、 20 ～ 64 V DC）

2 アンプボード

3 入出力基板 （通信モジュール）、 選択型

4 プラ グ イ ン入出力サブモジ ュール → 86 ページを参照

5 入出力基板 （通信モジュール）、 固定型

6 S-DAT （センサデータ用 メ モ リ ）

7 T-DAT （変換器データ用 メ モ リ ）

8 F-CHIP （オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア用機能チ ッ プ）

9 表示モジュール

1

2

3

5

4

9

6

7

8

8
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9.6.1 電子基板の取外し／取付け

フ ィ ールドハウジング

# 危険 ! 
• 感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品

のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るいはその操作

性を損な う 恐れがあ り ます。 静電気の影響を受ける機器用と し て、 接地された作業面を持つ
作業場所を使用し て く ださい。

• 下記の手順を実行する間に機器の絶縁耐力が維持されているか確かでない場合は、 製造者の

指定に従って適切な検査を実施し て く ださい。

" 警告 ! 
弊社純正パーツのみを使用し て く ださい。

基板の取外し と取付 → 100 ページを参照。

1. 変換器のカバーを取 り 外し ます。

2. 現場指示計 （1） を以下の手順で取 り 外し ます。

- 側面のラ ッチ （1.1） を押し込み、 デ ィ スプレ イモジュールを取 り 外し ます。
- デ ィ スプレ イモジュールの リ ボンケーブル （1.2） をアンプボード から外し ます。

3. ねじ を外し、 電子部から カバー （2） を取 り 外し ます。

4. 電源基板 （4） と入出力基板 （6、 7） の取外し : 
細いピンを取外し用の穴 （3） に差込んで、 基板をホルダから取 り 外し ます。

5. サブモジュールの取外し （6.2: 選択型入出力基板のあ る装置のみ） : 
サブモジュール （入出力用） を入出力基板から取外し た り 取付けるには、 特に工具は不要で
す。

" 警告 ! 
入出力基板では、 特定の組合せのサブモジュールだけが使用でき ます → 43 ページを参照。
各ス ロ ッ ト にはマーク が付いてお り 、 変換器の端子箱の特定端子に対応し ています。
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 2": 端子 24/25
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 3": 端子 22/23
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 4": 端子 20/21

6. アンプ基板 （5） を取 り 外し ます。
- S-DAT （5.3） を含む電極信号ケーブル （5.1） のプラ グをボード から外し ます。
- コ イル電流ケーブル （5.2） を ロ ッ ク し ているプラ グを緩め、 静かに基板からプラ グを引

き抜き ます （強 く 動かさ ないよ う に）。
- 細いピンを取外し用の穴 （3） に差込んで、 基板をホルダから取 り 外し ます。

7. 取 り 付けは、 取 り 外し と逆の手順で行います。
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a0002656

図 58 ： フ ィ ールドハウジング ： 電子基板の取外し／取付け

1 現場指示計

1.1 ラ ッ チ

1.2 リ ボンケーブル （表示部）

2 電子回路部カバーの止めねじ

3 取 り 外し、 取付け用の工具用穴

4 電源基板

5 アンプ基板

5.1 電極信号ケーブル （センサ）

5.2 コ イルケーブル （センサ）

5.3 S-DAT （センサデータ用 メ モ リ ）

5.4 T-DAT （変換器データ用 メ モ リ ）

6 入出力基板 （選択型）

6.1 F-CHIP （オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア用機能チ ッ プ）

6.2 プラ グ イ ンサブモジ ュール （入出力）

7 入出力基板 （固定型）

7.1 F-CHIP （オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア用機能チ ッ プ）
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ウォールマウン ト ハウジング

# 危険 ! 
• 感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品

のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るいはその操作

性を損な う 恐れがあ り ます。 静電気の影響を受ける機器用と し て、 接地された作業面を持つ
作業場所を使用し て く ださい。

• 下記の手順を実行する間に機器の絶縁耐力が維持されているか確かでない場合は、 製造者の

指定に従って適切な検査を実施し て く ださい。

" 警告 ! 
弊社純正パーツのみを使用し て く ださい。

基板の取外し と取付 → 102 ページを参照。

1. ねじ を外し、 ハウジングの ヒ ンジ付き カバー （1） を取 り 外し ます。

2. 電子モジュール （2） を固定し ているねじ を緩めます。 電子モジュールを押し上げ、 でき る
かぎ り 壁掛けハウジングから遠い位置まで引き出し ます。

3. 以下のケーブルプラ グをアンプ基板 （7） から外し ます ：
- S-DAT （7.3） を含む電極信号ケーブルプラ グ （7.1）
- コ イルケーブルプラ グ （7.2） コ イルケーブル （5.2） の固定プラ グを緩めて、 慎重に基板

からプラ グを取外し ます。 プラ グを前後に動かさ ないで く ださい。
- 表示モジュールの リ ボンケーブルプラ グ （3）

4. ねじ を緩めて端子箱から カバー （4） を取外し ます。

5. 基板 （6、 7、 8） の取外し :
細いピンを取外し用の穴 （5） に差込んで、 基板をホルダから取 り 外し ます。

6. サブモジュールの取外し （8.2: 選択型入出力基板のあ る装置のみ） : 
サブモジュール （入出力用） を入出力基板から取外し た り 取付けるには、 特に工具は不要で
す。

" 警告 ! 
入出力基板では、 特定の組合せのサブモジュールだけが使用でき ます → 43 ページを参照。
各ス ロ ッ ト にはマーク が付いてお り 、 変換器の端子箱の特定端子に対応し ています。
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 2": 端子 24/25
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 3": 端子 22/23
- ス ロ ッ ト  "INPUT/OUTPUT 4": 端子 20/21

7. 取 り 付けは、 取 り 外し と逆の手順で行います。
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図 59 ： ウォールマウン ト ハウジング : 基板の取外し と取付

1 ハウジングカバー

2 電子モジュール

3 リ ボンケーブル （表示部）

4 電子回路部カバーの止めねじ

5 取 り 外し、 取付け用の工具用穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 電極信号ケーブル （センサ）

7.2 コ イルケーブル （センサ）

7.3 S-DAT （センサデータ用 メ モ リ ）

7.4 T-DAT （変換器データ用 メ モ リ ）

8 入出力基板 （選択型）

8.1 F-CHIP （オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア用機能チ ッ プ）

8.2 プラ グ イ ンサブモジ ュール （入出力）

9 入出力基板 （固定型）

9.1 F-CHIP （オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア用機能チ ッ プ）
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9.6.2 ヒ ューズの交換

# 危険 ! 
感電するおそれがあ り ます。 露出し た部品は高電圧を帯びている こ と があ り ます。 電子部品のカ
バーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは電源基板にあ り ます （→  図 61）。
ヒ ューズの交換手順は次のよ う にな り ます。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電源基板を取外し ます → 99 ページを参照。

3. キ ャ ッ プ （1） を取外し、 機器の ヒ ューズ （2） を交換し ます。
必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。
- AC 20 ～ 260 V / DC 20 ～ 64 V → 2.0 A ス ローブロー /250 V ； 5.2 × 20 mm
- 防爆機器 →  防爆補足説明書を参照。

4. 取 り 付けは、 取 り 外し と逆の手順で行います。

" 警告 ! 
弊社純正パーツのみを使用し て く ださい。

a0001148

図 60 ： 電源基板上のヒ ューズの交換

1 保護キ ャ ッ プ

2 ヒ ューズ

1

2
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9.7 返却

" 警告 ! 
例えばすき間に浸透し た り 、 プラ スチッ ク を通し て拡散し た物質など、 微量の有害物質がすべ
て除去済みであ る こ と に絶対に自信がなければ、 機器を返送し ないよ う にし て く ださい。
不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （火傷など） に起因する補償は、 機器の所有者が負
う こ と にな り ます。

修理あ るいは校正等を必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。
• 必要事項をすべて記入し た 「安全 / 洗浄確認書」 を必ず同封し て く ださい。 この確認書が同

封されていない と、 弊社は返却された機器を運搬、 検査、 修理する こ と ができ ません。
• 特別な取扱指示が必要であれば、 EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠し た安全データ シー ト

などを同封し て く ださい。
• すべての残留物は除去し て く ださい。 シールやすき まの溝は残留物を含む可能性があ るので

十分注意し て く ださい。 その残留物が健康に被害を与え る もの、 例えば、 可燃性や毒性、 あ
るいは発ガン性のあ る よ う な物質の場合には特に重要です。

! 注意 ! 
「安全／洗浄確認依頼書」 の原本は本取扱説明書の最初に添付されています。

9.8 廃棄

国や行政地域の規則に従って く ださい。

9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意 ! 
ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンのア ッ プロードやダウ ン ロード には、 特殊サービ ス ソ フ ト ウ ェ アが必
要です。

日付 ソフトウェアバージョン ソフトウェアの変更点 資料番号

06.2009 1.02.XX 校正履歴 71104962/10.09

11.2007 1.01.XX 新機能 ：

導電率

71064033/11.07

09.2006 1.00.XX 初期ソ フ ト ウ ェ ア 71031145/09.06
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10 技術データ

10.1 技術データ一覧

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン

ラ イ ニング別アプ リ ケーシ ョ ン : 

• プロマグ S （15 ～ 600 A） :

- ポ リ ウ レ タ ン : 低温の水、 および摩耗性の流体 （0.5 mm 未満の粒子を含むス ラ ッ ジなど）
のアプ リ ケーシ ョ ン向け

- 硬質ゴム製ラ イ ニング ： 水を伴 う 全ての用途 （特に飲料水）
- 天然ゴム : 各種の水、 および摩耗性の流体 （0.5 mm よ り 大きい粒子を含むス ラ ッ ジなど）

のアプ リ ケーシ ョ ン向け
- PTFE: 製紙業、 食品工業の標準アプ リ ケーシ ョ ン向け
- PFA: 製紙業、 および食品工業の各種アプ リ ケーシ ョ ン向け。 特にプロセス温度が高い場合

や熱衝撃があ る場合。

• プロマグ H （DN 2 ～ 100）

PFA ラ イ ニング ： 化学、 プロセス、 食品工業向け、 特に高温、 温度シ ョ ッ ク があ る もの、 CIP ま
たは SIP 洗浄を伴 う 用途

10.1.2 機能／システム構成

測定原理 フ ァ ラデーの法則を基にし た電磁式流量測定

測定システム 本流量計の構成は以下の通 り です。
• プロマグ 55 変換器

• プロマグ S センサ （15 ～ 600 A）

• プロマグ H センサ （2 ～ 100 A）

以下の 2 つのタ イプから選択でき ます。
• 一体型 : 変換器と センサが一体のタ イプです。

• 分離型 : 変換器と センサを別々の場所に設置する タ イプです。

10.1.3 入力パラ メ ータ

測定パラメータ • 流量 （起電力に比例）

• 導電率 （温度補正な し）

測定レンジ • 流量 ： v = 0.01 ～ 10 m/s （標準）、 所定の測定精度の場合 

• 導電率 s = 5 ～ 2000 µS/cm  

リ フ ァ レ ン ス電極な しのセンサ （ブラ シ型電極付きプロマグ H、 プロマグ S） は導電率測定不
可

計測可能流量範囲 1000 : 1 以上

入力信号 ステータ ス入力 （補助入力） :

U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ、 電気的に絶縁
設定項目 : 積算計 リ セ ッ ト 、 ポジテ ィ ブ ゼロ リ ターン、 エラー メ ッ セージの リ セ ッ ト
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電流入力 : 

ア ク テ ィ ブ / パッ シブ選択可、 電気的に絶縁、 フルスケール値を選択可、 分解能 : 3 µA、 
温度係数 : 代表値は指示値の 0.005 % / ℃
• ア ク テ ィ ブ : 4 ～ 20 mA、 Ri ≦ 150 W、 Uout = DC 24 V、 短絡防止

• パッ シブ : 0/4 ～ 20 mA、 Ri ≦ 150 W、 Umax = DC 30 V

10.1.4 出力

出力信号 電流出力 ：

ア ク テ ィ ブ / パッ シブ選択可、 電気的に絶縁、 時定数選択可 （0.01 ～ 100 秒）、
フルスケール値で調整可、 温度係数 : 代表値は指示値の 0.005% / ℃、 分解能 : 0.5 μA

• ア ク テ ィ ブ : 0/4 ～ 20 mA、 RL < 700 W （HART 用 :RL ≧ 250 W）

• パッ シブ : 4 ～ 20 mA、 供給電圧 VS: DC 18 ～ 30 V、 Ri ≧ 150 W

パルス / 周波数出力 :

ア ク テ ィ ブ / パッ シブ選択可 （Ex i タ イプ : パッ シブのみ）、 電気的に絶縁 
• ア ク テ ィ ブ : 24 V DC、 25 mA （20 ms 間 最大 250 mA）、 RL ＞ 100 W

• パッ シブ : オープン コ レ ク タ、 DC 30 V、 250 mA

• 周波数出力 : 終了周波数 2 ～ 10000 Hz （fmax = 12500 Hz）、オン / オフ比 1:1、最大パルス幅 10 s

• パルス出力 : パルスの値および極性が選択可、 最大パルス幅が設定可 （0.05 ～ 2000 ms）

アラーム信号 電流出力 ：
フ ェールセーフモード選択可 （NAMUR 勧告 NE 43 に準拠）

パルス / 周波数出力 :
フ ェールセーフモード選択可

リ レー出力 : 
故障時または電源障害時には非励磁

詳細 → 96 ページを参照。

負荷 「出力信号」 を参照

切替出力 リ レー出力 : 

接点は常時閉 （NC） または常時開 （NO） が可能 （出荷時の設定 : リ レー 1 = NO、 
リ レー 2 = NC）、 最大 30 V / 0.5 A AC、 60 V / 0.1 A DC、 電気的に絶縁
設定項目 : エラー メ ッ セージ、 空検知機能 （EPD）、 流れの方向、 制限値

ローフローカットオフ ローフ ローカ ッ ト オフのし きい値は任意に選択可

電気的絶縁性 全ての入出力および電源は、 それぞれ電気的に絶縁。
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10.1.5 電源

電気接続 → 36 ページを参照。

電源電圧 AC 20 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
DC 20 ～ 64 V

電線管接続口 電源ケーブル と信号ケーブル （入力 / 出力） : 
• ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 外装ケーブル用センサケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5 （9.5 ～ 16 mm）

• 電線管接続用ス レ ッ ド ½" NPT、 G ½"

分離型用接続ケーブル ：
• ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 外装ケーブル用センサケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5 （9.5 ～ 16 mm）

• 電線管接続用ス レ ッ ド ½" NPT、 G ½"

ケーブルの仕様  
（分離型）

→ 40 ページを参照。

消費電力 AC: ＜ 45 VA （AC 260 V）、 ＜ 32 VA （AC 110V） （センサ含む）
DC: ＜ 19 W （センサ含む）

許容突入電流 : 
• AC 20 V で最大 2.00 A （＜ 700 ms）

• AC 110 V で最大 2.28 A （＜ 5 ms）

• AC 260 V で最大 5.5 A （＜ 5 ms）

電源異常時 電源サイ クル 1 周期以上、 異常が継続し た場合
• EEPROM または T-DAT に測定システムデータ を保存

• HistoROM/S-DAT: 交換可能なデータ保存チッ プにセンサデータ （呼び口径、 シ リ アル番号、

校正フ ァ ク タ、 ゼロ点など） を保存

電位平衡 → 45 ページを参照。
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10.1.6 性能特性

基準条件 DIN EN 29104 および VDI/VDE 2641 に準拠 ：
• 流体温度 : +28 ℃ ± 2 K

• 周囲温度 : +22 ℃ ± 2 K

• ウ ォームア ッ プ時間 : 30 分

設置 ：
• 上流側直管長 >10 × 呼び口径

• 下流側直管長 > 5 × 呼び口径

• センサおよび変換器を接地のこ と

• センサが配管中心部に位置する よ う に設置。

測定誤差 体積流量

パルス出力 ：
• 標準 : 指示値の ± 0.2% ± 2 mm/s

• ブラ シ型電極 （オプシ ョ ン） : 指示値の ± 0.5% ± 2 mm/s

電流出力 ：
通常 ± 5 μA

! 注意 ! 
仕様範囲内では電源電圧の変動の影響な し。

a0004456-ae

図 61 ： 読み値に対する最大測定誤差 （%）

導電率

• 測定誤差仕様な し

• 温度補正な し

繰返し性 体積流量
• 標準 : 指示値の ± 0.2 % ± 2 mm/s

• ブラ シ型電極 （オプシ ョ ン） : 指示値の ± 0.5% ± 2 mm/s

導電率
• 最大指示値の± 5%
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10.1.7 操作条件 ： 設置

設置方法 → 13 ページを参照。

上流側／下流側直管長 上流側直管長 : 通常 ≥ 5 × 呼び口径
下流側直管長 : 通常 ≥ 2 × 呼び口径

接続ケーブル長 分離型の最大ケーブル長 Lmax は、 流体の導電率によ って決ま り ます。 → 21 ページを参照

10.1.8 操作条件（周囲条件）

周囲温度 変換器 :
• 標準 :

- 一体型 : –20 ～ +50 ℃
- 分離型 : –20 ～ +60 ℃

• オプシ ョ ン :

- 一体型 : –40 ～ +50 ℃
- 分離型 : –40 ～ +60 ℃

! 注意 ! 
周囲温度が –20 ℃ 以下の場合、 表示器の視認性が低下する こ と があ り ます。

センサ ：
• フ ラ ンジの材質が炭素鋼の場合 ： –10 ～ +60 ℃

• フ ラ ンジの材質がステンレ スの場合 ： –40 ～ +60 ℃

" 警告 ! 
計測チューブラ イ ニングの温度が流体温度の許容範囲内にあ る必要があ り ます （→ 「流体温度範
囲」 を参照）。

以下のこ と に注意し て く ださい。
• 本機器は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光は避けて く ださ い。

• 流体温度と周囲温度が両方と も高い場合は、 変換器をセンサから離れた場所に設置し て く だ

さい （→ 「流体温度範囲」 を参照）。

保管温度 保管温度は、 変換器およびセンサの周囲温度と同じです。

保護等級 • 標準 ： IP 67 （NEMA 4X）、 変換器およびセンサ

• オプシ ョ ン : IP 68 （NEMA 6P）、 分離型のプロマグ S センサ

耐衝撃振動 振動加速度は、 IEC 600 68-2-6 に準拠し て最大 2 g です。

（高温型はデータ な し）

CIP 洗浄 プロマグ S:
PFA の場合可 （最大温度に注意）
PU、 PTFE、 ハード ラバー、 天然ゴムの場合は不可

プロマグ H:
可 （最大温度に注意）
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SIP 洗浄 プロマグ S:
PFA の場合可 （最大温度に注意）
PU、 PTFE、 ハード ラバー、 天然ゴムの場合は不可

プロマグ H:
可 （最大温度に注意）

電磁適合性（EMC） IEC/EN 61326、 および NAMUR 勧告 NE 21 に準拠

10.1.9 操作条件（プロセス条件）

流体温度範囲 流体温度の許容範囲は計測チューブのラ イ ニングによ り 異な り ます。

プロマグ S

• 硬質ゴム （呼び口径 65 ～ 600 A） ： 0 ～ +80 ℃

• 天然ゴム （呼び口径 65 ～ 600 A） ： 0 ～ +60 ℃

• ポ リ ウ レ タ ン （呼び口径 25 ～ 600 A） ： –20 ～ +50 ℃

• PFA （呼び口径 25 ～ 200 A） ： –20 ～ +180 ℃、  

制限事項 → 図を参照

• PTFE （呼び口径 15 ～ 600 A） ： –40 ～ +130 ℃、  

制限事項 → 図を参照

a0006119

図 62 ： プロマグ S 一体型 （PFA または PTFE のラ イニング）

TA = 周囲温度、 TF = 流体温度、 HT = 高温バージ ョ ン、 断熱材付き

➀ = 薄灰色部分 → 温度範囲 -10 ～ 40 ℃ はステン レ ス製フ ラ ンジにのみ適用

n = 斜線部分 → 気泡ラ イ ニング （HE） + 保護等級 IP68 = 最高流体温度 130 ℃

PTFE

HT

PFA

0

0

-20-40 20

20

40

60
[°C]TA

40 60 80
TF

100 120 140 160 180 [°C]
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a0002671

図 63 ： 分離型 （PFA または PTFE のラ イニング）

TA = 周囲温度、 TF = 流体温度、 HT = 高温バージ ョ ン、 断熱材付き

➀ = 薄灰色部分 → 温度範囲 -10 ～ 40 ℃ はステン レ ス製フ ラ ンジにのみ適用

n = 斜線部分 → 気泡ラ イ ニング （HE） + 保護等級 IP68 = 最高流体温度 130 ℃

プロマグ H

センサ ：
• 呼び口径 2 ～ 25 A ： –20 ～ +150 ℃

• 呼び口径 40 ～ 100 A ： –20 ～ +150 ℃

シール ：
• EPDM ： –20 ～ +150 ℃

• シ リ コ ン ： –20 ～ +150 ℃

• バイ ト ン ： –20 ～ +150 ℃

• カルレ ッ ツ ： –20 ～ +150 ℃

導電率 最小導電率 :
• あ ら ゆる流体について ≧ 5 μS/cm （純水を含む）

! 注意 ! 
分離型の場合は、 必要な最小導電率が接続ケーブル長の影響を受ける点にも注意し て く ださい
→ 21 ページを参照。

流体圧力範囲（公称圧力） プロマグ S:
• EN 1092-1 （DIN 2501） : PN 10 （DN 200 ～ 600）、 PN 16 （DN 65 ～ 600）、 

PN 25 （DN 200 ～ 600）、 PN 40 （DN 15 ～ 150）
• ANSI B16.5: Class 150 （DN ½ ～ 24"）、 Class 300 （DN ½ ～ 6"）

• JIS B2220: 10 K （DN 50 ～ 300）、 20 K （DN 15 ～ 300）

• AS 2129: Table E （DN 25、 DN 50）

• AS 4087: Cl. 14 （DN 50）

プロマグ H:

常用圧力の許容範囲はプロセス接続と ガスケ ッ ト によ り 異な り ます。
• 40 bar ： フ ラ ンジ、 溶接アダプタ （O リ ング付き）

• 16 bar ： その他すべてのプロセス接続

HT

PTFE

PFA

0

0

-20-40 20

20

40

60
[°C]TA

40 60 80
TF

100 120 140 160 180 [°C]
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ライニングの耐圧力特性 部分真空に対する耐性 （SI 単位） [mbar]

プロマグ S
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（SI 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [mbar]

[mm] 25 ℃ 50 ℃ 80 ℃ 100 ℃ 130 ℃ 150 ℃ 180 ℃

25 ～ 600 ポ リ ウ レ タ ン 0 0 - - - - -

65 ～ 600 天然ゴム 0 0 - - - - -

65 ～ 600 硬質ゴム 0 0 0 – – – –

プロマグ S 
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（SI 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [mbar]

[mm] 25 ℃ 80 ℃ 100 ℃ 130 ℃ 150 ℃ 180 ℃

15 PTFE 0 0 0 100 – –

25 PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 100/0 –/0 –/0

32 PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 100/0 –/0 –/0

40 PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 100/0 –/0 –/0

50 PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 100/0 –/0 –/0

65 PTFE / PFA 0/0 * 40/0 130/0 –/0 –/0

80 PTFE / PFA 0/0 * 40/0 130/0 –/0 –/0

100 PTFE / PFA 0/0 * 135/0 170/0 –/0 –/0

125 PTFE / PFA 135/0 * 240/0 385/0 –/0 –/0

150 PTFE / PFA 135/0 * 240/0 385/0 –/0 –/0

200 PTFE / PFA 200/0 * 290/0 410/0 –/0 –/0

250 PTFE 330 * 400 530 – –

300 PTFE 400 * 500 630 – –

350 PTFE 470 * 600 730 – –

400 PTFE 540 * 670 800 – –

450 PTFE

部分真空は不可500 PTFE

600 PTFE

* 規定値があ り ません。

プロマグ H
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（SI 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [mbar]

[mm] 25 ℃ 80 ℃ 100 ℃ 130 ℃ 150 ℃ 180 ℃

2 ～ 100 PFA 0 0 0 0 0 0
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耐圧力特性 （US 単位） [psi = pounds/inch²]

フルスケール値 詳細については、 「呼び口径と流速」 （→ 18 ページ） を参照し て く ださい。

圧力損失 • センサの呼び口径が配管と同じであれば、 圧力損失は発生し ません。

• DIN EN 545 に準拠し たアダプタ （レデューサ、 エキスパンダ） を使用する場合は、 圧力損失

が発生し ます （→ 17 ページを参照）。

プロマグ S
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（US 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [psi]

[inch] 77 °F 122 °F 176 °F 212 °F 266 °F 302 °F 356 °F

1 ～ 24" ポ リ ウ レ タ ン 0 0 - - - - -

3 ～ 24" 天然ゴム 0 0 - - - - -

3 ～ 24" 硬質ゴム 0 0 0 – – – –

プロマグ S 
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（US 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [psi]

[inch] 77 °F 176 °F 212 °F 266 °F 302 °F 356 °F

½" PTFE 0 0 0 1.5 – –

1" PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 1.5/0 –/0 –/0

– PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 1.5/0 –/0 –/0

1 ½" PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 1.5/0 –/0 –/0

2" PTFE / PFA 0/0 0/0 0/0 1.5/0 –/0 –/0

– PTFE / PFA 0/0 * 0.6/0 1.9/0 –/0 –/0

3" PTFE / PFA 0/0 * 0.6/0 1.9/0 –/0 –/0

4" PTFE / PFA 0/0 * 2.0/0 2.5/0 –/0 –/0

– PTFE / PFA 2.0/0 * 3.5/0 5.6/0 –/0 –/0

6" PTFE / PFA 2.0/0 * 3.5/0 5.6/0 –/0 –/0

8" PTFE / PFA 2.9/0 * 4.2/0 5.9/0 –/0 –/0

10" PTFE 4.8 * 5.8 7.7 – –

12" PTFE 5.8 * 7.3 9.1 – –

14" PTFE 6.8 * 8.7 10.6 – –

16" PTFE 7.8 * 9.7 11.6 – –

18" PTFE

部分真空は不可20" PTFE

24" PTFE

* 規定値があ り ません。

プロマグ H
呼び口径

計測チューブ
ライニング

計測チューブライニングの部分真空に対する耐性（US 単位）
流体温度別の絶対圧力の限界値 [psi]

[inch] 77 °F 176 °F 212 °F 266 °F 302 °F 356 °F

356 PFA 0 0 0 0 0 0
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10.1.10 構造

構成、寸法 センサ と変換器の寸法、 および面間長さは各装置ご と に別冊の 『技術仕様書』 に記載されていま
す。 『技術仕様書』 は www.endress.com から PDF フ ォーマ ッ ト でダウ ン ロード でき ます。 提供し    
ている 『技術仕様書』 については、 「関連文書」 （→ 120 ページ） を参照し て く ださい。

重量 プロマグ S

! 注意 ! 
以下の重量は標準圧の場合で、 梱包材を含みません。

呼び口径 質量 [kg]

一体型 分離型（ケーブルなし）

センサ 変換器

[mm] EN （DIN） /AS* JIS EN （DIN） /AS* JIS ANSI

15

P
N

 4
0

6.5

1
0K

1
0K

6.5

P
N

 4
0

4.5

2
0K

4.5 6.0

25 7.3 7.3 5.3 5.3 6.0

32 8.0 7.3 6.0 5.3 6.0

40 9.4 8.3 7.4 6.3 6.0

50 10.6 9.3 8.6

1
0K

7.3 6.0

65

P
N

 1
6

12.0 11.1
P
N

 1
6

10.0 9.1 6.0

80 14.0 12.5 12.0 10.5 6.0

100 16.0 14.7 14.0 12.7 6.0

125 21.5 21.0 19.5 19.0 6.0

150 25.5 24.5 23.5 22.5 6.0

200

P
N

 1
0

45 41.9

P
N

 1
0

43 39.9 6.0

250 65 69.4 63 67.4 6.0

300 70 72.3 68 70.3 6.0

350 115 113 6.0

400 135 133 6.0

450 175 173 6.0

500 175 173 6.0

600 235 233 6.0

変換器 （一体型） : 3.4 kg

高温バージ ョ ン ： +1.5 kg
* AS 準拠のフ ラ ンジには呼び口径 25 A と  50 A のみ利用でき ます。
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プロマグ H

! 注意 ! 
以下の重量は標準圧の場合で、 梱包材を含みません。

重量 （US 単位） プロマグ S

! 注意 ! 
以下の重量は標準圧の場合で、 梱包材を含みません。

呼び口径 質量 [kg]

DIN 一体型 分離型（ケーブルなし）

[mm] センサ 変換器

2 5.2 2.0 6.0

4 5.2 2.0 6.0

8 5.3 2.0 6.0

15 5.4 1.9 6.0

25 5.5 2.3 6.0

40 6.5 4.5 6.0

50 9.0 7.0 6.0

65 9.5 7.5 6.0

80 19.0 17.0 6.0

100 18.5 16.5 6.0

プロマグ変換器 （一体型） : 3.4 kg

呼び口径 質量 [lbs]

一体型 分離型（ケーブルなし）

センサ 変換器

[inch] ANSI ANSI ANSI

½"

ク
ラ

ス
 1

5
0

14

ク
ラ

ス
 1

5
0

10 13

1" 16 12 13

1 ½" 21 16 13

2" 23 19 13

3" 31 26 13

4" 35 31 13

6" 56 52 13

8" 99 95 13

10" 165 161 13

12" 243 238 13

14" 386 381 13

16" 452 448 13

18" 562 558 13

20" 628 624 13

24" 893 889 13

変換器 （一体型） : 7.5 lbs

高温バージ ョ ン ： +3.3 ポン ド
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プロマグ H

! 注意 ! 
以下の重量は標準圧の場合で、 梱包材を含みません。

材質 プロマグ S

変換器ハウ ジング ：
• 一体型と分離型 : 粉体塗装ダ イ キ ャ ス ト アル ミ ニウ ム

センサ ハウジング :
• 呼び口径 15 ～ 300 A ： 粉体塗装ダ イ キ ャ ス ト アル ミ ニウ ム

• 呼び口径 350 ～ 600 A ： 塗装鋼

計測チューブ : 
• 呼び口径 < 350 A： ステンレ ス鋼 1.4301 または 1.4306/ SUS 304L 相当。アル ミ  / 亜鉛保護コー

テ ィ ング付き炭素鋼製フ ラ ンジ。
• 呼び口径 > 300 A ： ステン レ ス鋼 1.4301/ SUS 304 相当。保護ニス コーテ ィ ング付き炭素鋼製フ

ラ ンジ。

フ ラ ンジ :
• EN 1092-1 （DIN 2501） : 1.4571 /316Ti） ; RSt37-2 （S235JRG2） / C22 / FE 410W B 

（呼び口径 < 350 ： アル ミ  / 亜鉛保護コーテ ィ ング付き ； 呼び口径 > 300 ： 保護ニス コーテ ィ ン      
グ付き）

• ANSI ： A105 ； F316L

（呼び口径 < 350 ： アル ミ  / 亜鉛保護コーテ ィ ング付き ； 呼び口径 > 300 ： 保護ニス コーテ ィ ン
グ付き）

• JIS: RSt37-2 （S235JRG2、 S20C 相当） /316L

（呼び口径 < 350 ： アル ミ  / 亜鉛保護コーテ ィ ング付き ； 呼び口径 > 300 ： 保護ニス コーテ ィ ン
グ付き）

• AS 2129:

- 呼び口径 25A: A105 または RSt37-2 （S235JRG2）、 Al/Zn 保護コーテ ィ ング付き
- 呼び口径 50A: A105 または St44-2 （S275JR）、 Al/Zn 保護コーテ ィ ング付き

• AS 4087: 

- 呼び口径 50A: A105 または St44-2 （S275JR）、 Al/Zn 保護コーテ ィ ング付き

アース リ ング ： 1.4435/316L 相当またはア ロ イ C-22、 チタ ン、 タ ン タル

電極 ：
• 1.4435/316L、 白金、 ア ロ イ C-22、 タ ン タル、 チタ ン Gr. 2、 タ ングステンカーバイ ド コー

テ ィ ング （1.4435/316L 製電極）
• 1.4310/302 相当 （ブラ シ型電極用）、 デュプレ ッ ク ス 1.4462、 ア ロ イ X750 （ブラ シ型電極用）

シール : DIN EN 1514-1 に準拠

呼び口径 プロマグ H 質量（lbs）

ANSI 一体型 分離型（ケーブルなし）

[inch] センサ 変換器

1/12" 11.5 4.4 13.5

5/32" 11.5 4.4 13.5

5/16" 11.7 4.4 13.5

½" 11.9 4.2 13.5

1" 12.1 5.1 13.5

プロマグ変換器 （一体型） : 7.5 kg
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プロマグ H

変換器ハウジング ：
• 一体型ハウジング ： 粉体塗装ダ イ キ ャ ス ト アル ミ ニウ ム またはステン レ ス鋼製フ ィ ール ド ハ

ウジング （1.4301/316L 相当）
• ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 粉体塗装ダ イ キ ャ ス ト アル ミ ニウ ム

• ウ ィ ン ド ウ材質 : ガ ラ ス またはポ リ カーボネー ト

• センサハウジング : ステンレ ス鋼 1.4301/304 相当

• 壁掛けキ ッ ト （ホルダーパネル） ： ステン レ ス鋼 1.4301

• 計測チューブ ： ステンレ ス鋼 1.4301/304 相当

フ ラ ンジ :
• ステンレ ス鋼 1.4404/316L 相当

• PVDF 製のフ ラ ンジ （EN （DIN）、 ANSI、 JIS） も あ り

• PVC 製密着カ ッ プ リ ング

電極 ：
• 標準 ： 1.4435/316L 相当

• オプシ ョ ン ： ア ロ イ C-22、 タ ン タル、 白金 （呼び口径 25 A までのみ）

シール ：
• 呼び口径 2 ～ 25 A ： O リ ング （EPDM、 バイ ト ン、 カルレ ッ ツ） または成形シール （EPDM、

シ リ コ ン、 バイ ト ン）
• 呼び口径 40 ～ 100 A ： 成形シール （EPDM、 シ リ コ ン）

アース リ ング ：
• 標準 ： 1.4435/316L 相当 

• オプシ ョ ン ： ア ロ イ C-22、 タ ン タル

耐圧曲線 プロセス接続の耐圧曲線は別冊の 『技術仕様書』 に記載されています。 『技術仕様書』 は 
www.endress.com から PDF フ ォーマ ッ ト でダウ ン ロード でき ます。
提供し ている 『技術仕様書』 については、 「関連文書」 （→ 120 ページ） を参照し て く ださい。

組合せ電極 プロマグ S

標準装備 ：
• 2 測定電極 （信号検知用）

• 1 EPD 電極 （空検知用）

• 1 リ フ ァ レ ン ス電極 （電位平衡用）

オプシ ョ ン （白金製の測定電極用） ：
• 1 EPD 電極 （空検知用）

• 1 リ フ ァ レ ン ス電極 （電位平衡用）

天然ゴム ラ イ ニング と ブラ シ型電極を組み合わせた計測チューブ用 ：
• 2 ブラ シ型電極 （信号検知用）

プロマグ H
• 2 測定電極 （信号検知用）

• 1 EPD 電極 （空検知用）、 （2 ～ 15 A にはな し）
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プロセス接続 プロマグ S

フ ラ ンジ接続 ：
• EN 1092-1 （DIN 2501）

- 呼び口径 < 300 ： フ ォーム A
- 呼び口径 > 300 ： フ ォーム B
- DN 65 PN 16 と  DN 600 PN 16 は EN 1092-1 のみに準拠 

• ANSI

• JIS

• AS

プロマグ H

O リ ング付き ：
• 溶接ニ ッ プル （DIN、 ISO 1127、 ODT/SMS）

• フ ラ ンジ （DIN、 ANSI、 JIS）

• PVDF 製フ ラ ンジ （DIN、 ANSI、 JIS）

• おねじ （ISO 228/DIN299）

• 内部ねじ 

• ホース接続

• PVC 製密着カ ッ プ リ ング

成形シール付き ：
• 溶接ニ ッ プル （DIN 11850、 ODT/SMS）

• ク ラ ンプ （ISO 2852、 DIN 32676、 L14 AM7）

• ねじ込みユニオン （DIN 11851、 DIN 11864-1、 ISO 2853、 SMS 1145）

• フ ラ ンジ （DIN 11864-2）

表面仕上げ • PFA ラ イ ニング ： ≤ 0.4 µm

• 電極 ： 0.3 ～ 0.5 µm

接液部のデータです。
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10.1.11 表示部、 ユーザイ ン ターフ ェ ース

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ : バッ ク ラ イ ト 付き、 16 文字 x 4 行

• さ まざまな測定値と ステータ ス変数を表示する カス タ ム設定が可能

• 積算計 3 個

• 周囲温度が –20 ℃ 以下の場合、 表示器の視認性が低下する こ と があ り ます。

操作部 • 3 つの光学式タ ッチ キー （S/O/F） によ る ローカル操作

• アプ リ ケーシ ョ ンに合わせた簡単設定用ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

言語グループ さ まざまな国の言語グループが使用可能 :

• 西欧およびア メ リ カ合衆国 （WEA） ：

英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語

• 東欧およびス カンジナビア （EES） ：

英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、 チェ コ語

• 東南アジア （SEA） :

英語、 日本語、 イ ン ド ネシア語

• 中国 （CN） :

英語、 中国語

! 注意 ! 
言語グループは、 操作プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更でき ます。

言語グループ HART プロ ト コルを使用

10.1.12 認証と認定

CE マーク 測定システムは、 EC 指令の法的要件を満た し ています。 CE マーク貼付と準拠の明示によ り 、
これを保証し ています。

C-Tick マーク 測定システムは、 Australian Communications and Media Authority （ACMA） が規定する EMC の要
件に適合し ています。

防爆認定 最新の防爆タ イプ （ATEX、 FM、 CSA、 その他） については、 最寄 り の弊社営業所、 または販売
代理店にお問い合わせ く ださい。 防爆データはすべて、 個別の 『防爆補足説明書』 にま と めら
れてお り 、 ご請求によ り 提供されます。

サニタリ適合性 プロマグ S

該当する認証があ り ません。

プロマグ H

• 3A 承認および EHEDG 試験済み

• FDA 準拠シール （カルレ ッ ツシールを除 く ）

圧力機器認証 呼び口径 25 A 以下の流量計は欧州圧力機器指令 97/23/EC、 Article 3 （3） に準拠し、 優れた技
術的手法に基づいて設計、 製造されています。 それよ り も大口径については、 流体の種類 と圧
力によ って必要に応じ てカテゴ リ  II/III に関する追加認証があ り ます。
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その他の規格および 
ガイドライン 

• EN 60529

ハウジングの保護等級 （IP コード）

• EN 61010-1

測定、 制御、 および実験用電気機器の保護基準

• IEC/EN 61326

「エ ミ ッ シ ョ ンはク ラ ス A の要求条件に準拠」
電磁適合性 （EMC 要件）

• ANSI/ISA-S82.01

電気 / 電子試験、測定、制御、および関連機器の安全規格 - 一般要件 汚染度 2、設置カテゴ リ  II

• CAN/CSA-C22.2    No. 1010.1-92

計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気装置のための保護基準汚染度 2、 設置カテゴ リ  I

• NAMUR NE 21

工業プロセスおよび研究所用制御機器の電磁適合性 （EMC）

• NAMUR NE 43

アナロ グ出力信号を有するデジ タル変換器の故障情報信号レベルの標準化

• NAMUR NE 53

デジ タル回路を含むフ ィ ール ド機器と信号処理機器のソ フ ト ウ ェア

10.1.13 注文情報

発注に必要な詳細情報、 およびオーダーコード に関する情報については、 弊社の営業所または販
売代理店にお問い合わせ く ださい。

10.1.14 アクセサリ

変換器と センサに使用でき る別売ア ク セサ リ を多数用意し ています → 86 ページを参照。

! 注意 ! 
オーダーコード の詳細については、 最寄 り の弊社営業所または販売代理店にお問い合わせ く だ
さい。

10.1.15 関連資料

• 流量測定 （FA005D）

• プロマグ 55S 技術仕様書 （TI071D）

• プロマグ 55H 技術仕様書 （TI096D）

• プロマグ 55 機能説明書 （BA120D）

• 防爆製品補足資料 ： ATEX、 FM、 CSA 等
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センサ ............................................................... 8
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外部洗浄 ................................................................ 85
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接続 ...................................................................9
センサ ................................................................8
変換器 ................................................................7

空検知 （EPD）
EPD 電極 ........................................................... 15
一般情報 ........................................................... 83

下流側直管長 .......................................................... 16
環境 .................................................................... 109
関連資料 .............................................................. 120

キ
機器記述 （DD） フ ァ イル .......................................... 57
機器機能

" 機能説明書 " マニュ アルを参照
機器の呼称 ........................................................ 7, 105
技術データ一覧 ..................................................... 105
基準、 ガイ ド ラ イ ン ............................................... 119
機能

" 機能説明書 " マニュ アルを参照
機能確認 ................................................................ 68
機能マ ト リ ク ス （運転） ............................................. 52
切替出力
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ク
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

設定 ................................................................. 70
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脈流 ................................................................. 71

ケ
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計測チューブ

ラ イ ニング、 温度範囲 ....................................... 110
ラ イ ニング、 部分真空に対する耐性 ...................... 112

計測チューブラ イ ニングの部分真空に対する耐性 ......... 112
ケーブル仕様 （分離型）

ケーブル仕様 ..................................................... 40
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ケーブル長 （分離型） ................................................ 21
言語グループ ........................................................ 119
現場指示計

表示部を参照
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コ
高温型

温度範囲 ............................................................27
設置 ..................................................................27

交換
電子基板、 取外し／取付け ....................................99
ヒ ューズ .......................................................... 103

校正フ ァ ク タ  ........................................................... 8
コー ド入力 （機能マ ト リ ク ス） ....................................53
誤差範囲

性能特性を参照
コ ミ ュボ ッ ク ス FXA 195 （電気配線） ......................44, 87
コ ン ト ロール

Field Xpert HART コ ミ ュニケータ  ...........................56
FieldCare ...........................................................56
機器記述 （DD） フ ァ イル ......................................57
機能マ ト リ ク ス  ...................................................52
表示部と操作ス イ ッチ ..........................................49

サ
サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス

コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 ........................................87
材質 .................................................................... 116
材質の耐圧曲線 ..................................................... 117
サニ タ リ 適合性 ..................................................... 119

シ
シール ...................................................................85

プロマグ H .........................................................28
シール （センサ と プロセス接続） .................................22
システムエラー

システムエラー メ ッ セージ ....................................89
定義 ..................................................................54

下向きの配管 ..........................................................14
周囲温度 .............................................................. 109
周波数出力

技術データ  ....................................................... 106
配線 ..................................................................43

修理 .................................................................... 104
重量 ............................................................. 114, 115
出力 .................................................................... 106
出力信号 .............................................................. 106
使用上の安全性 ........................................................ 5
消費電力 .............................................................. 107
証明書 ...................................................................10
上流側直管長 ..........................................................16
振動

耐衝撃振動 ....................................................... 109
振動の影響 .............................................................16

振動対策 ............................................................16

ス
ステータ ス入力

技術データ  ....................................................... 105
配線 ..................................................................43

スペアパーツ ..........................................................98

セ
接続

電気接続を参照
接続ケーブル長 （分離型） ........................................ 109
設置

ウ ォールマウ ン ト ハウジング .................................33
設置条件を参照

センサ
センサの取付を参照

設置条件
基礎、 支持台 ..................................................... 17
下向きの配管 ..................................................... 14
上流側／下流側直管長 .......................................... 16
振動の影響 ........................................................16
寸法 ............................................................13, 30
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電流入力設定 （ア ク テ ィ ブ / パッ シブ） ...................77
満管 / 非満管校正 （EPD） ...................................... 83
リ レー接点設定 （NC/NO） ....................................78

センサの運搬 .......................................................... 11
センサの設置

センサの取付を参照
センサの取付

アダプタの使用 .................................................. 17
基礎 （DN > 300） ................................................. 17
高温型 ..............................................................27
プロマグ H ........................................................28
プロマグ S センサ ...............................................22
溶接アダプター付きプロマグ H ..............................30

洗浄
CIP ................................................................. 109
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洗浄 （外部の洗浄） ...................................................85

ソ
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測定システム .....................................................7, 105
測定精度
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測定電極
電極を参照
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ソ フ ト ウ ェア
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タ
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チ
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電気的絶縁性 ........................................................ 106
電極

EPD 電極 ...........................................................15
組合せ電極 ....................................................... 117
テス ト パルス （付着物の検出） ...............................81
電極洗浄回路 （ECC） ...........................................15
電極面 ..............................................................15
リ フ ァ レン ス電極 （電位平衡） ...............................15

電極洗浄回路 （ECC）
" 機能説明書 " マニュ アルを参照

電源 （供給電圧） .................................................... 107
電源異常時 ........................................................... 107
電源電圧 （電源） .................................................... 107
 電子基板

基板を参照
電子基板、 取外し／取付け

ウ ォールマウ ン ト ハウジング ............................... 101
フ ィ ール ド ハウジング ..........................................99

電磁適合性 （EMC） ...................................................40
電線管接続口

技術データ  ....................................................... 107
保護等級 ............................................................47

電流出力
ア ク テ ィ ブ / パッ シブ設定 ....................................75
技術データ  ....................................................... 106
配線 .................................................................43

電流入力
ア ク テ ィ ブ / パッ シブ設定 ....................................77
技術データ  ....................................................... 106
配線 .................................................................43
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登録商標 ................................................................10
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説明、 手順 .........................................................88
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取付後の確認 （チェ ッ ク リ ス ト ） .................................35
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ニ
入力 / 出力フ ェールセイ フモード  ................................96
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ノ
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ハ
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廃棄 .................................................................... 104
配線

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル ..............................44
ケーブル仕様 / 長さ （分離型） ...............................40
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電気接続を参照
分離型 （接続ケーブル） ........................................36
変換器 ..............................................................41

保護等級 ........................................................... 47
パラ メ ータ変更 / 数値入力 ........................................ 52
パルス出力

周波数出力を参照

ヒ
非満管校正 （EPD）

非満管校正 ........................................................ 83
ヒ ューズ、 交換 ..................................................... 103
表示

現場指示計 ........................................................ 49
現場指示計の回転 ............................................... 32
表示部 と操作ス イ ッチ ......................................... 49
表示部を参照
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プロセスエラー
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配線 ................................................................. 41
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溶接アダプター付きプロマグ H ..............................30
溶接機の接地 ......................................................30

ヨーロ ッパ圧力機器指令 .......................................... 119

リ
流体圧力範囲 ........................................................ 111
流体温度範囲 ........................................................ 110
流体の導電率

接続ケーブル長 （分離型） .....................................21
最少 ................................................................ 111
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流量 （呼び口径の機能） .............................................18
流量計の返却 ........................................................ 104
リ レー出力

技術データ  ....................................................... 106
配線 ..................................................................43
リ レー接点設定 （NC/NO） .....................................78
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ローフ ローカ ッ ト オフ ............................................. 106





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA119D/33/JA/10.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は 
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

05.11/ マーコムグループ
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